
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　自分は気が付いたら、応接間の様な部屋にいて、ソファーに何な故ぜか座っていた。

　別に呆ぼけているとかそういうことは無い筈はずだけど……。

　実際にソファーに座る前の記き憶おくが無いので自信はないが、まだ呆ける歳としでもない。

　応接室風の室内を良く見てみると、室内にある机、ソファー、本ほん棚だな、12体の男女の石像等の全すべてが人間が作り出したのかを疑うレベルで最高級品だと分かった。

『状じよう況きよう把は握あくは済みましたか？』

『えっ？』

　そして、目の前には誰だれもいなかった筈のソファーに、黒いパンツルックのスーツを着た絶世の美女が座っていた。

　絶世の美女は、白い綺き麗れいな肌はだに長めの黒くろ髪かみ、思わずじっと見てしまう程ほどに深い漆しつ黒こくの瞳ひとみ、ソファーに座っていても分かるレベルのスタイルだった。

　自分が想像する理想の美女を、更さらに上回った美女だった。

『ありがとう。あなたにそう言って貰もらえるのは嬉うれしいですよ』

『あれ？　自分は何も話してないのに……』

『ふふ。この部屋では私に分からない事は何もないのですよ』

　って事は話さなくてもテレパシーみたいに会話が出来るって事か？

『確かに話さなくても分かりますが、あなたの声を聞きたいので会話を楽しみましょう』

　絶世の美女は自分の事を昔から知っている友人と再会出来た事を喜ぶ様な笑え顔がおを向けてくれた。いや、こんな美女と面識があれば絶対に忘れないだろうから、自分の思い過ごしだろう。

『それで、自分は何故ここにいるのかを知りたいのですが……』

『そうでしょうね。まずはあなたが疑問に思った事を聞いて下さい』

　絶世の美女は、疑問に思った事には全て答えてくれると言ってくれた。

　だから自分は思い付く限りの事を質問してみた。

　ここは何ど処こなのか。何故、自分はここにいるのか。目の前にいる絶世の美女は誰なのか。質問している内に自分の事もノイズが入ったかの様に思い出せない事があった。

　そして、無理に思い出そうとすると、頭が割れるのではないかと思う程の頭痛が起きた。

『無理して思い出さないで下さい。魂たましいに過度なストレスが発生しています』

　ストレス……自分はストレスを感じにくいのが取り得だった筈なのに……。

　しかし、思い出そうとするのを止やめた途と端たんに頭痛は噓うその様に消えていた。

『自分の聞きたい事はこの位かな』

『それは良かったわ。さっきも少し話しましたけど……』

　絶世の美女は自分にやって欲しい事があったらしく、いくつかのやって欲しい事を言われた。

『自分に出来る事ならば何でもやりたいと思いますが、自分で良いんですか？』

『あなたにしか出来ないと私は思っています。あなたには期待していますので頑がん張ばって下さいね』

『分かりました。出来る限りは頑張ってみます』

『ちなみに、転生するとここでの記憶はほとんど忘れてしまいます』

『えっ!?　忘れるんですか！　ならやって欲しい事はっ？』

『忘れはしますが、深層心理には刻まれますから大だい丈じよう夫ぶです。次に会えるのを楽しみにしていますね、あなた』

『ちょ！　ええええっ!?』











第１章　転生






　自分は目が覚めると、目の前に見知らぬ天てん井じようが見えていた……。

　某ぼうアニメのネタで言うのなら笑えるが、実際に目が覚めて知らない天井が見えたら、もの凄すごく怖こわい。

　それにしても、此こ処こは何処なんだろう？

　確か寝ねる前の記憶では……。




　自分は都内に拠きよ点てんをおく建設の内装工事全ぜん般ぱんを請うけ負おう会社に勤めていた。

　勤めていたと言っても、自分は入社してまだ半年位しか経たっていないから本来なら半人前みたいなものだが、半年しか働いていないのに一人前になってしまう程の仕事量を毎日こなしていた。

　昨日も確か都内に建設中の中層マンションで内装工事をやっていた筈だ。

　その働いていた場所はいつもの様にマンションの内装仕上げ工事で、内覧会までの期間があと３日しかないという、既すでに修しゆ羅ら場ばモードに突とつ入にゆうしていた現場だった。

　その為ため、会社の優やさしさ（？）により現場近くにアパートが用意されており、その部屋で数時間の仮か眠みんをしていた。

　まあ、通勤に使う時間があるなら馬車馬の様に働けよって意味でアパートが用意されている訳だが、終わらないよりはましだろうと思ってしまう辺りが、社しや畜ちく精神が染しみ着いているのだろう……。

　そして、自分の目の前に見える天井は、明らかにアパートとは違ちがうものだった。

　状況把握をする為に周りを見てみると、自分は木の柵さくがあるベッドに寝かされてるみたいだった……というか、なんでベッドに柵があるんだ？

　まるで自分が寝返りうってベッドから落ちないようにする為みたいだが、木の柵はかなりの高さがあった。

　これは脱だつ走そう防止か？

　いや、こんな、木の柵なんて少し力を入れた体当たりで壊こわれそうだから違う気がするな。寝ている部屋の全体像がよく分からないが、多分天井の広さから計算して部屋の広さは６畳じよう間ま位だと思う。

　しかし、この部屋の天井や壁かべには壁紙が貼はっていないのでぼろ小屋に寝かされているのか？

　ログハウスにしたって内ない壁へきの木材にコーティングがされている筈なのに、それすらされていないので素しろ人うとが作った家か、廃はい墟きよ……木は新しい感じがするので廃墟ではないか……。

　謎なぞだな。




　自分のおかれている状況かまったく分からないから、とりあえずは起きて周辺の状況確かく認にんをしなくてはダメだな。

「あう？」（っ!?　あれ？）

　自分は起き上がろうとしたのだが、身体からだがほとんど自由に動かなかった。

　しかも、声までしっかりと発音する事が出来なかった。舌も動かしにくいし、って歯がない？

　自分の身体に何が起きているんだ？

　何とか動く自分の手をよく見てみると、赤あかん坊ぼうのように小さい可愛かわいらしい手だった。

「あう、あ～」（……これって、もしかしてあれだよな？）

　もしかしてと思いながらも、部屋の周りを再度よく見ると、天井には今までの人生で見た事が無いタイプの照明（？）があった。

　その照明（？）の中央部には色の付いた石が付いており、石と金属板が配線で繫つながれていて金属板が光を放っていた。

　しかし、その照明（？）がどういう原理で光ってるのかよく分からなかった。

　明らかに地球には無い技術のような気がする。

　まさかとは思うが状況確認の結果、これは最近仕事の無い日に良く読んでいるライトノベルなどで登場する異世界転生だったりするのではないだろうか？

　……って、そんなことある訳が無いか。

　それならまだ眠ねむっている間に謎組織に拉ら致ちられたって方が現実味があるだろう。

　しかし、自分の小さい手を見ながら考える。手は赤ん坊の様に小さいし、身体は自由に動かない……。

　まず異世界に転生は無くても、確実に転生はしている気がする。しかも赤ん坊になってるみたいだけど、視界は良好だから生まれてから数ヶ月は経ってるかもしれないな。

　転生している事を確信したと同時に、前世での死因や死亡場所が気になっていた。

　転生したのなら確実に、前世では死んでるって事になるよな……。

　そしたらアパートで過労かなにかで死んだのかな？

　アパートなら現場には直接迷めい惑わくがかからないからセーフかな？

　もし作業中に現場内で過労死とかしたら凄い迷惑だよな。

　現場事故ゼロ運動してたのに過労死が出ていたら、一いつ緒しよに頑張ってた同どう僚りよう達に悪いなぁと考えていたのだが。

　あれ……？

　現場の人達の顔とか名前が思い出せない……。

　そう言えば自分の名前も思い出せないぞ？

　何の仕事をしていたかは覚えてるのに職場や家族、友人等の人物関係になると記憶がスッポリ抜ぬけてる感じがする。記憶喪そう失しつになるとこんな感じなのかな？

　しかし、激しい物忘れをしているみたいで気持ち悪いな……。




　ガチャ




　しばらく転生や記憶喪失の事を考えていると部屋のドアが開いた音がして、ひとりの女性が部屋に入って来た。人が入って来た驚おどろきよりも、自分はその女性の容姿を見て凄くビックリした。

　何故なら髪かみの色が凄かったからだ。

　女性の髪色はコスプレイヤーが、アニメキャラに似せてかぶるカツラの様な、鮮あざやかで綺き麗れいな青色だった。室内が暗いから青く見えるだけで、外なら水色に見えているかもしれない。そして、顔の作りも日本人では無かった……。

　分かりやすく言えば外国人のモデルみたいな彫ほりの深い顔だ。

　しかし、不思議と鮮やかな青色の髪と顔が凄く馴な染じんでいた。

　しかもスタイルも良く、背も高い気がする。こんなコスプレイヤーがいたら、自分はファンになっているに違いない。

　あと、服装はなんと表現して良いのか分からないが、日本ではまず着てる人はいない様な服だった。

　白くて綺麗なワンピースの様だが、少しキラキラしていたのだ。光こう沢たくのある素材という訳ではなく、周りがキラキラしている。適切な表現が難しいが、アニメ的なら天使が降臨したみたいなキラキラエフェクトが身体の周りに見える感じだ。

「○△×○×▲◇」

　その美人女性は、聞いた事の無い言葉で自分に話しかけてきた。

　知らない言葉を聞いて、前世で自分は英語もろくに喋しやべれなかったから、この国の言葉を覚えられるかもの凄く不安になった……。

　早めに言葉を覚えられるように頑張らないと生活すらまともに出来ない……。

　そして突とつ然ぜん、美人女性からの授乳タイムが始まった。

　しかし、この女性が自分の母親かもしれないなと考えたら急に恥はずかしさはなくなった。

　特に興奮することなく飲み始めるのだが、何な故ぜか飲んだ時に違い和わ感かんを覚えていた。

　まあ、母乳を飲んだ記き憶おくなんて無いから、違和感があるのは当たり前だが、なんだ？




　ミルク以外の何かが体内に……。




　胃に入っていくミルクとは別に、身体全体へ何かが巡めぐっていくのを感じ始めていた。例えるなら血管に異物感みたいなのが流れる感じだ。そんな違和感を覚えながら食事は終しゆう了りようした。

　そして背中を叩たたかれる。

　ゲフッ。

　ミルクでは物足りないな……。

　前世では小さい頃ころから食べるのが大好きだった。大人になってからは時間と引き換かえに、お金の余よ裕ゆうが出来たのでコンビニの新作スイーツやニュース番組で特集したレストランや食べ放題の店に行ったりしていた。

[image: ]

　料理の腕うでにも自信があったので、外で味を覚えては自宅で再現しようと料理していて、昔から暴飲暴食気味だったのでミルクでは量も質も物足りなかった。

　成長したら好きな料理を作りたいな……。

　この世界に調味料とか食材がしっかりあれば良いな～。

　後は授乳の時に感じた、身体の中を流れていった異物感はなんだろう？

　もし、ここが異世界だとしたらこれが魔ま力りよく（？）かなとか、中二病的な事を考えながらニヤニヤしていたら、女性は手を自分に近付けたと思ったら突然光を放っていた。

　そして、その光は自分の身体を包むように輝かがやいた……。

　輝きはすぐに消えるが、身体の表面をさっき感じた魔力（？）がモゾモゾしてる感じで、くすぐったい様な気持ち悪い様な、何とも言えない感じになるのだった。

　この光を見て自分は異世界転生したんだなと思った……。

　異世界転生したのなら、元オタクとしては魔法があるかもしれないと思って嬉うれしくなってきた。やはり、テンプレとしては子供の頃から魔力とか鍛きたえると魔力が増大して魔法無む双そうとか出来るのかな？　とか、さっき感じた魔力（？）を自在に操あやつれるようになるんだろうか？　とかそんな事を考えた。

　しかし、まずはここの世界の言葉を覚えないといけないという現実を思い出し落ち込むのだった……。




　授乳という前世では記憶に無い新しん鮮せんな体験をしたが、何とも味気ない食事だった。

　そして、授乳が終わった後に母親（？）が自分に少し話しかけてきたが、何を言っているか理解出来なかった。

　異世界転生なら通訳スキルみたいなのがあれば良かったのになと非常に思った。

　しばらくしたら母親（？）が部屋から出て行った。




　やっとひとりになれたな……。

　今は部屋に自分しかいないので、やっとひとりでゆっくりと考える時間が出来ていた。

　ここが異世界であり、転生したという夢みたいな現状をすんなり受け入れている自分がちょっと不思議ではあるけれど、多分考えても答えは出ない予感があった。

　ならば現状を受け入れてから、これからの事を考えよう。前世で転職を繰くり返していた時に身に付けた処しよ世せい術じゆつである。

　そして、異世界に転生したなら、やってみたい事、オタクとしてやらないといけないテンプレがいくつか有るのだが、まずは何からやっていくかを考える事にした。

　まあ、それよりも先にこの世界で生きていく為ためには言葉の習得が必ひつ須すだな……。

　言葉を覚える方法は、赤ん坊の内に他人の会話を必死に聞きながら覚えればいいかなと思っている。というか、それしか方法が思い浮うかばない。

　後は、さっき母親（？）の手から出た魔力（？）を調べたいと思う。

　手が輝いていたのを見ると、きっと魔法的なものが存在するのは間ま違ちがいない。ならば赤ん坊の内から魔力を鍛えたら、将来には大魔法使いになっているかもしれない。




　前世での自分は、引き籠こもりではなかったが、休みの日や仕事終わりのほとんどの時間をネットゲームに費ついやすという、重度のネットゲームオタクだった。

　魔法もそうだが、この世界にスキルやレベルとかがあったらゲームっぽくて嬉しいなと思う。

　前世の筋トレみたいに、成長しているのか分からない状態でずっと鍛えるのは精神的に辛つらいので、是ぜ非ひともレベルだけは最低限欲ほしいな……。

　まあ、レベルがあったら異世界というよりゲームの中に囚とらわれている可能性もあり得るのかな。

　こういう時はゲームみたいに【ステータス画面】があればいいのになぁと考えた途と端たん、目の前に半はん透とう明めいな【ステータス画面】が出現した。

「あう、あ」（ビックリした！）




　名前・レイ（０歳）

　状態・良好　属性・雷かみなり　職種・無　種族・人族

　成長スピード・力３　器用８　速さ３　知力８　魔力８

　パッシブ・人見知り、建築、土木、料理、素材の極きわみ

　アクティブ・鑑かん定てい

　固有スキル・ジョブホッパー、鑑定の魔眼




　いろいろ内容にもツッコみたいところがあるけど、あったらいいなと思ったらステータス画面が本当に出てきてしまった。もしかして異世界ではなくて、ゲームの中に囚われている可能性もあるのか……？

　しかし、ゲーム内なら０歳から始める必要性が無い……。

　０歳から始めるネットゲームってどんだけリアル志向なんだよって思う。

　いや、前世で超ちようリアル志向のネットゲームはあったな。

　もうゲーム内だとしても現実だと思って行動しよう。

　まず、自分の名前がレイっていうみたいだけど、この世界はファミリーネームって無いのかな？

　そして、何故か前世での自分の名前が思い出せない……。

　逆にレイって名前の響ひびきが馴染む。それと属性の雷ってどういう事だろう……？

　もしかしたら、雷系の魔法やスキルでも使えるのかな？

　雷と言えばなんか主人公っぽいし、後々にいろいろ試ためしたいな。

　あと、職種に関しては０歳児だから無職は当たり前かな。

　どんな職種があるのかなぁ。

　そして固有スキルの中身が謎なぞだよな……。

　ジョブホッパーと言えば、前世で転職を繰り返す人を指す言葉だった。確かに自分は前世で仕事を１～２年で転職していたから、たまに同僚からお前みたいなのはジョブホッパーって言うらしいと教えられた事があった。

　そして、似たような言葉でキャリアアップってのもあったな。

　キャリアアップは転職する度たびに高収入な職種になったりする言葉だから、ジョブホッパーの上位互ご換かんみたいなやつだと思う。

　しかし、昔は転職を繰り返す人をジョブホッパーなんてそんなカッコいい呼び名では呼ばなかったから、ジョブホッパーなんて呼ぶのは最近の事だった。そもそも昔は転職を繰り返す人の印象が悪すぎたからな。

　前世で、数多くの転職をしていた理由はいろいろあったけど、バブルがはじけて、建設業全体が不ふ況きようになり、倒とう産さんや給きゆう与よの未み払ばらい、ブラック労働などあって酷ひどい環かん境きようだった事が大きかった。

　その代わり転職の度に、やりたい職に就業していたので自分的にはジョブホッパーというよりも転職マスターの方がしっくり来るかもしれない。

　あと、もうひとつの固有スキルである鑑定の魔眼にある鑑定はラノベ等に登場するチートスキルの定番じゃないだろうか？

　鑑定スキルだけでも商売が出来て、この世界で生きていける気さえする。

　魔眼って響きも中二病心をくすぐるワードである。

　魔眼と言えば、さっきから気になっていた事が１つあるのだが、右眼と左眼で視力がかなり違う気がするんだよな……。

　最初は赤あかん坊ぼうだから見え方に差があるのかなと、都合の良い解かい釈しやくをしていたが、やはり冷静に見比べてみると違う事が分かる。右眼の視力は近視なのか、視界がかなりぼやけている。赤ん坊だから見え方が違うなら良いけど、生まれつきで目が悪かったら嫌いやだな。

　そもそも、眼鏡のある世界かも分からないからな。

　もし、眼鏡が無い世界なのに視力が悪かったら地じ獄ごくだなと思う。眼鏡の作り方なんて知らないしな……。

　この固有スキルというスキルは、前世での能力がかなり影えい響きようしているかもしれない。

　鑑定に関しては、前世で家具や建材等の品質チェックは、常にしていた。

　それに、一いつ般ぱん人には言っても冗じよう談だんにしか捉とらえてもらえず理解されなかったけど、自分は前世の時から人とは物の見え方が違ったりしていたんだよな。どう違うかというと、視界内にマス目の様な線が薄うすく見えていたのだ。これにより何も書いていない紙にも綺き麗れいな線が引けたりしていた。

　大人になってからは変な人だと思われたくないから言わなかったけど、ずっと視界内にある線が消える事はなかった。

　最後に、パッシブスキルは完全に前世の影響が出ていた。

　前世で、趣しゆ味みとして料理を作っていたし、土木と建築に関してはガッツリ仕事でやっていた事だ。人見知りは前世での性格だし、素材の極みはいろんな素材を集めるコレクターだったからな……金属や石、紙、木など気に入った物があれば何でも集めていたからな。

　というか、人見知りってスキルなのか？

　あまりプラスにならない感じのスキルだけど……。

　パッシブとは多分、常時発動しているスキルの事なんだよな……。

　もしかしたらプラスになるスキルばかりではなく、マイナス効果のスキルも結構あるのかもしれない。

　成長スピードのステータスは生産系や魔法系向きなのかもしれないが、力と速さが低いって事は、戦せん闘とうには向いてないんだろうな。前世でやってきた事は運動するよりも室内で何かを作ったりするのが好きだったから、自分はこの異世界でも生産系が向いているかもしれない。

　まだ将来の事を考える時間はたくさん有るから、後回しで良いかな。

　まずは魔法やスキルなどを考えないとな。




　自分はステータス画面を見ながら、スキルなどの確かく認にんを一通りやり、今後の予定を考えていた。

　確認が終わった時には、何な故ぜか急激な眠ねむ気けに襲おそわれていた。自分は知らぬ間に眠りについていたみたいだった……。

　確か乳児期は眠る時間が長いんだっけかな？

　乳児期は寝ねて起きての繰り返しで、間かん隔かくが短いとか昔、学校で勉強した気もするけど、ほとんど覚えていなかった。前世では育児などしたことがないから子供については、あまり分からないんだよな。寝ている間に成長するとかも言われていたから出来るだけ眠い時は寝るようにしようかな。大人になってから背が低いのはちょっと嫌だし。

　そう言えば、母親（？）の髪かみ色は綺麗な青だったけど、自分の髪色も青いのかな？

　容姿もどうなるか分からないから、今から考えても無む駄だではあるけど、出来れば母親（？）みたいな髪色は避さけたいな……。

　何だかコスプレしているみたいで恥はずかしい。

　ステータス画面の確認をしてからどの位の時間を寝ていたかは分からないが、母親（？）から受けた光の感覚を忘れない内に魔ま力りよく（？）の確認をしたいと思う。自分的には魔法が使えるかどうかの確認はかなり重要なファクターである。

　自分は母親（？）からの光で感じた時の魔力（？）がどんなだったかを再度思い出してみようかと思ったが、その前に授乳してもらった時に感じた異物感みたいなものが何なのかを考えるのが先かな……？

　何故かは分からないが、異物感の解明こそが最優先だよと言われているかの様な気がした。

　確か母親（？）から授乳してもらっていた時にミルク以外で何かが体内を流れるのを感じた異物感は、口から取り込んでいたはずなのに、胃の中に流れていると言うよりは血管内に流れている感じがしたんだよな……。

　前世では感じた事の無い異物感ではあるが、元々人間は口から食べたものをエネルギーに変えているのだから、この血液内に流れる感じのものが魔力（？）だとしたら、どうだろう？

　摂せつ取しゆしたミルク内にある魔力（？）は自動的に血液へと吸収されるのではないだろうか？

　うん、我ながら良い推理だと思うので、この仮定で調べていこう。

　まずは、自分の血管内に魔力（？）が流れているのを感じ取れないかを試したいな……。

　自分は目をつぶり、体内に流れているであろう血液に意識を集中する。




　目をつぶって集中していると、うっかり寝ちゃいそうになるな。

　集中、集中……。




　眠い……。




　それから体感で10分ほど血液から魔力（？）を感じる作業をしていたが、全まつたく感じられずにいた……ステータス画面が簡単に出てきたのもあって、ちょっとやれば多少の成果が出るかなと思ったけど、そう簡単にはいかないらしい。

　そもそも、前世の時から血液の流れなんかを感じ取ろうなんて考えたことないから、やったことのないものを新たに感じ取ろうというのが難しい。

　体中を流れている血液を感じろ、しかも血液中に流れる何かを感じろと言われても無理な話である。

　しかし、諦あきらめたらそれまでなので、根気強く続けてみる事にした。

　某ぼうバスケ漫まん画がの監かん督とくも言っていたからな、諦めたらそこで終しゆう了りようだと……。

　自分は更さらに数時間、血液に意識を集中する作業をしていた。その間、何度か寝落ちしたが目をつぶっているから寝てしまうのは仕方ない。

　それから数時間も頑がん張ばったかいがあり、微かすかではあるが変化を感じ取れた。

　心臓の近くに温かい何かを感じるのだ。それが全身に微び量りようだけど流れている何か……これが魔力（？）なのかな。やはり心臓には大量の血液が流れているから、血液中の何かを感じ取るなら心臓に意識を集中するのが正解みたいだ。

　そして、魔力（？）を感じ取れたら次のステップだ。

　今度は母親（？）みたいに手から光を出したいから、魔力（？）を指先に集まる様にしてみたい。心臓から肩かた、腕うで、手、指先の順に魔力（？）が集まっているイメージをしてみる。

　そして、この作業が魔力（？）を感じるよりも更に難しかった。心臓辺りから肩までは流れているのを感じるけど、腕から先は急に魔力（？）量が少なくなるのか、霧む散さんしていく様な感じになり、急に魔力（？）を感じられなくなる。

　しかし、魔法を使える様になるまでは是ぜ非ひとも頑張りたい。どうせ赤ん坊の間は寝てるかミルクを飲むしかやる事がないからな。

　この作業は必ず毎日続けてみようと心に誓ちかうのだった。




　それから体感で数日が経過していた……

　そして、また新たな変化が訪おとずれた。

　それは、指先に僅わずかだが魔力（？）を集められる様になった時のこと。うっすらとだけど大気中に霧きりの様なものが見える様になったのだ。

　今までに見えなかったものが見えるようになる変化には赤ん坊ながら興奮して叫さけんでしまった。

　まあ、赤ん坊だからギャーギャーと泣いているだけだが、その叫んだせいで普ふ段だんは聖母の様な微笑ほほえみをする母親（？）が血相を変えて部屋に入って来た。

　そして、母親（？）は自分の身体からだをいろいろ調べたりしていた。




　普段というか、意識が目覚めてからほとんど叫んだ事が無いことを思い出し、母親（？）の慌あわて具合に合点がいく。今まで泣いたことが無い赤ん坊が突とつ然ぜん泣き出せば慌てるだろう。ちょっと申し訳ないなと思ってしまった。

　その事は良いとして、霧の様なものが最初は幻まぼろしかな（？）って位に薄かったのに、毎日意識をして見る練習をするにつれて、次第に霧状のものがよく見えるようになっていた。これが魔力（？）だとするなら、魔力（？）は大気中にもあることになる。

　そしたらミルクから感じた異物感が空気中にもあることになるのだが、呼吸していてもミルクみたいに異物感は無かった。

　この時点で覚かく醒せいしてから何日が経過していたか分からないけど、日々少しずつだが上達している様な気がしていて、徐じよ々じよに成果が出ているようで楽しかった。

　授乳のミルクを飲んだ時に体内へ流れる異物感を感じる事も上達に役だってくれていた。




　それから更に何日かが経過した時。突然、頭の中に女性のものとも思える中性的な声でアナウンスが流れ出した。




【魔力操作を取得しました】




　まさか脳内にアナウンスが流れるとは思わなかったから、かなりビックリした。何かスキルの覚え方が某ゲームみたいだな……。本格的にゲームの中なのではないかという疑ぎ惑わくすらちょっとでてきていた。それは良いとして、やっと魔力操作というアクティブスキルを取得する事が出来た。この努力をしてスキルを取得するという達成感は癖くせになりそうだなと思った。

　それから魔力操作を使いながら、指先に魔力（？）を集中する様にしていたら、魔力感知のアクティブスキルも取得する事が出来た。

　この世界のスキルは、覚えると使えなかったスキルがいきなり使える様になるのではなく、コツを摑つかんだ感じで、難しい操作等が無意識に簡単に出来るようになる感じだった。

　魔力操作もスキル取得前は目をつぶり集中していたが、スキルがあると目を開けながらでも魔力を感じる事が出来て便利だった。多分、スキルを覚えた後も使い続けることで上達していく気がしたので、引き続き同じ練習は継けい続ぞくする事にした。

　スキルに魔力操作や魔力感知って文字があるから魔力（？）と思っていたものは魔力で間ま違ちがいないという事が分かった。

　ここで少し違い和わ感かんがあったのだが、今まで魔力（？）と自信が無い時から魔力と確信した瞬しゆん間かん、脳が何かに接続されたのではないかと感じていた。漠ばく然ぜんとそう感じただけだから、もしかしたら勘かん違ちがいかもしれないが、この世界は魔力といい前世の世界とは違うシステムが働いているのかもしれない。

　魔力操作を取得して１日が経過したのだが、自分は異世界テンプレ的な魔力を使い切ったら魔力量が増えるかどうかを試ためしたいと思い、ひたすら魔力操作していたが魔力が増えている感じはしなかった。

　どちらかというと、母親（？）のミルクを飲んでいる時の方が魔力量が上がっているかもしれない。この辺は、感覚みたいなレベルだから独学では詳くわしくは分からなかった。

　前世の感覚で、分からない事はすぐネットの攻こう略りやくサイトで調べたい衝しよう動どうに駆かられていた。何でもすぐネットで調べるのも良くないと言われていたが、異世界に転生してネットの偉い大だいさを数週間もしないで実感したのだった。




　自分は赤あかん坊ぼうなのでずっとベッドの上で生活しているのだが、自分がずっと生活しているこのベッドのある部屋は寝しん室しつらしく、夜になると母親（？）と毎日一いつ緒しよに寝ていた。

　しかし、自分が自我に目覚めてから父親っぽい人を未いまだに見た事が無かった。というか、この世界では母親（？）しか見ていない。まあ、この世界に自分と母親（？）しかいないって事は無いだろうから父親がいるか、父親無しのシングルマザーなんだろうか？

　でも母親（？）は自分が見ている感じではほとんどの時間を家の中で生活しており、働いている感じもしない。もし、父親がいたとしても何日も帰って来ない仕事ってブラック企き業ぎようだよな。大だい丈じよう夫ぶかな？　この世界は……。

　自分はせっかくファンタジーなこの世界に転生したのだから、自由に楽しみながら、のんびり暮らしたいなと思った。




　自分が魔力操作と魔力感知というスキルを覚えてから、既すでに数日が経過していた。

　魔力操作と魔力感知を覚えた時に、霧の様なものがうっすらと見えていたから、これは鑑かん定ていスキルによる効果なのかと思っていたら、どうも違ったみたいだった。何な故ぜなら鑑定を使うと、それとは別に鑑定っぽい効果が表れたからだ。

　そして鑑定のスキルを少し使ってみたけど、スキルの効果が微び妙みようだったので、凄すごくショックを受けていた。

　まさか鑑定があんなものだったとは……。




　例えば壁かべや天てん井じようを鑑定してみた結果は。

　壁はオウル樹を加工して作った建材の壁。天井はオウル樹を加工して作った建材の天井としか表示されなかったのだ。オウル樹というのがどんな感じの物かは分からないが、ファンタジー感の無いものでがっかりした。

　イメージ的にはもっと細かい内容が分かるのかなと思っていたのだ、例えば樹じゆ齢れいとか産地とか。せっかくだから鑑定でしか分からない内容が分かる様になりたかったな。

　もしかしたら鑑定スキルにレベルみたいな、ステータス画面には表示されない隠かくしレベルがあるのかもしれないとポジティブに考える事にした。

　むしろそうであって欲しいという願望ではあるのだけど。

　そして母親（？）を鑑定したらソフィアと名前だけが表示されたので、たぶん母親（？）の名前だと思う。しかし、壁とかを鑑定したらオウル樹とか出たのに、人物は名前しか分からないんだな……。

　前世は個人情報とかうるさかったから、営業職とかなら鑑定で名前が分かるだけでも便利かもしれないが、ちょっと微妙だなぁと考えていたら、後ろを向いていた母親（？）が突とつ然ぜん振ふり返った。

　母親（？）の振り返った時の雰ふん囲い気きは、いつもニコニコしていた表現とは異なり周囲をキョロキョロと警けい戒かいしだしたのだ。母親（？）はしばらく周囲を警戒していたが自分の顔を見るなり、何かに気が付いたのか、いつもの笑顔に戻もどっていた。

　もしかしたら鑑定をした事により、母親（？）は誰だれかから攻こう撃げきみたいな事をされたのではないかと警戒したのかもしれないな。そして、その原因が自分だと分かり笑顔に戻ったと……。

　そうすると、自分に赤ん坊にはない知性があるとバレてしまった可能性もあるかもしれない。今後は完全に赤ん坊のフリをして、鑑定スキルを使ったのはたまたまでしたって設定にしよう。

　０歳児が突然鑑定スキルを使っていたら、ホラー映画みたいだからな。

　そうなると相手に使用したのがバレるのかもしれない鑑定スキルの評価は更に降下していった。今後は無差別に鑑定スキルを使うのはなるべく控ひかえるようにしようと思った。




　この世界で目覚めてから出会った人物はソフィアという女性だけだし、授乳もしてくれているので、この人が自分の母親だというのはほぼ確定だったのだが、どうしても前世で38歳独身だった中身おっさんとしては、ソフィアの様に若くて綺き麗れいでモデルみたいな年下の女性を現実的に母親とは思えず、しっくり来なかった。

　しかし、授乳時のミルクを飲む作業や胸を見るのにはほとんど抵てい抗こうが無くなって来たので、それと同じ様に、そのうちソフィアの美しさにも慣れて母親だと自覚するんだろうか？

　あと鑑定スキルは右眼を開いてないと発動しない事が分かってきた。これはきっとステータス画面に鑑定の魔ま眼がんとあるから、魔眼の方で見ないと駄だ目めだという事なのだろう。

　ますます魔眼が中二病みたいな感じになって来たと思う。そのうち変なポーズを決めて、クックックとか笑い出さないだろうか不安だ……。

　昔の病気が発動してしまいそうだと思ったが、スキルなどがある世界だから、ポーズを決めながらスキルを発動させても違和感が無くなり、そういうのもありなのかな？　とも思ってしまった。

　この世界の事を知る為ために、まずは母親をしっかりと観察する事にした。あと母親は自分がじっーと見ていると嬉うれしいのか、スキンシップが激しくなる傾けい向こうがあった。

　そして魔眼だからか右眼に魔力を集中させると、魔力操作の時に見えていた霧きりの正体が魔力の流れだという事が分かってきていた。

　鑑定の魔眼には魔力を見る能力と、鑑定をする能力の２つがあることが分かったのだ。

　魔力の流れは霧のような感じで、下からゆらゆら上がって来るみたいだった。まるでお化け屋や敷しきの演出みたいでちょっと怖こわかった。

　あと、魔力は魔力感知をする事は出来ても鑑定をする事は出来なかった。その辺はレベルが足りないのか、物質みたいなのしか鑑定が出来ないのかは不明だったが、もう少し鑑定さんは万能さを出してくれても良い気がする。

　よく読んでいた王道ラノベなら鑑定スキルはほとんどが凄いスキルなのだから……。

　このままだと鑑定の魔眼ではなくて魔力が見えるただの魔眼に成り下がってしまいそうだ。だけど、もし魔眼にもレベルがあり、魔眼を使い続けたら性能が上がるかもしれない、だから暇ひまがあれば魔眼を発動させておこうかな？

　心配な点は魔眼を使いすぎると、失明するとか無いのだろうかという事だった。




　それから数日が経過した頃ころ。

　自分は暇さえあれば鑑定の魔眼を発動させていた。鑑定を発動させると言っても、自分が自由に見られる視界はベッドの上からだけなので、基本的には壁や天井と同じものをひたすら鑑定していた。暇な赤ん坊の時でしかやろうとは思わないような、完全なる作業だった。

　そして、魔力を見たり鑑定を使い周囲の物を調べまくっていたら、遂ついに鑑定さんがレベルアップしていた。まあ、レベルアップと言ってもゲームみたいに音が鳴ったりするわけではなかった。

　その鑑定のレベルアップした効果は……。

　壁　オウル木材　オウル樹を……という項こう目もくが一つ増えたのだった。

　しかし、これによりスキルにはステータス画面に表示されないレベルみたいな何かがある可能性が出てきたので、なんでも使い続けたら上手になるのかもしれない。こういうスキル上げみたいなものは、元ゲーム好きの自分としては上がると分かれば地味で同じ作業の繰くり返しも楽しくなってくるものだった。

　まだ身体からだの中で動かせるのが、手と足を少し位動かせる程度なので、今のうちに魔力操作や魔力感知、鑑定を使いこなしたいと思っていた。

　数日前までは鑑定を悪く言っていたが、能力が向上すると分かれば話は変わってくる。鑑定と言えば異世界テンプレ的にチートなスキルだから、どこまで項目が増えるか楽しみだった。

　あと魔力操作に関しては、まだ手のひら辺りに微び量りような魔力を集めるだけで集中が切れてしまい、魔力が霧む散さんしてしまう状じよう況きようだった。赤ん坊だから集中力が無いのかは分からなかったが根気よく続けたいと思う。

　魔力操作は鑑定みたいな眼めに魔力を集中するだけで発動する、お手軽なスキルとは違い魔力に意識を集中しながら移動させたりとやる作業が多いスキルで難易度はかなり高いと思った。

　自分はこの世界に転生してからまだ数週間しか経過してないけど、寝ねてるとき以外はずっと何かのスキルを使用していた。

　しかし、よくある魔力切れを起こしたら気絶とかして大おお騒さわぎになるみたいなイベントには一度も遭そう遇ぐうしてない。これは魔力量が生まれ付き膨ぼう大だいとか、スキルは魔力を使わないかのどちらかなと推測しているが、魔力を使わないのなら何とかして消費して、出来ることなら赤ん坊の内に魔力の総量を底上げしたいと考えていた。もしかしたら定番の赤ん坊の方が成長率は高いかもしれないからな。可能性は低いかもしれないけど、せっかくのファンタジーなのだから定番のテンプレは消化していきたいと思っている。

　あと、魔力の消費方法の可能性としては、母親がよく自分にしてくれる手を光らせている行こう為いが魔力を消費する魔法である可能性が高いとも考えていた。

　そこで自分は良いことを思いついた。魔力感知を使い、意識を集中すれば魔力の使い方がわからないかな？

　いや、もしかしたら魔力操作が一番の近道か？

　スキルはレベルとか経験値みたいに数字で表示されないからゲーマーとしては達成感が非常に薄うすい。前世ではゲームで分からないことはネットで調べればすぐに答えを出してくれていたが、今の現状では調べる事は出来ない。

　もしかしたら、うちが貧びん乏ぼうなだけでネットも魔法も両方が普ふ及きゆうしている理想的な未来の世界って可能性も捨てきれないが、確かく認にんのしようがないからな。ネットで調べる事に慣れ過ぎている自分としては、このままの訓練方法で正解なのかと、迷いや焦あせりがあった。




　魔力感知を発動させつつ母親が魔法を使用するのを見続けながら思考する事、数日が経過して……

　まず、この光る魔法は何を目的にしているかを考える事にした。食事前にすることと言えば、衛生面の確保ではないだろうかと予想した。雑ざつ菌きんを除去もしくは殺さつ菌きんする魔法があるならば、身体が光ったときに皮ひ膚ふの表面がゾワゾワする効果にも納なつ得とくがいく気がする。むしろそれしかないのではないだろうか？

　自分は母親が使用している魔法は殺菌する為ためのモノだと仮定して、不潔な菌を殺すイメージをしながら魔力操作を使い、魔力を手のひらに集める練習をしていた。菌を殺すといっても、完全に殺してしまうと耐たい性せいの低い身体になりそうだから、殺すイメージは前世で勉強した食中毒の原因になりそうなものに限定にした。

　イメージを明確にしてから母親の魔法を見たり、練習する事、数時間が経過した時に脳内アナウンスが流れた。




【クリーンを感知しました】

【クリーンを取得しました】




　おおっ!!

　何かクリーンとかいうのを取得したってアナウンスがしたぞ？

　未いまだにこの機械音声なのか女性の声なのか分からないアナウンスは謎なぞだけど、この件に関しては悩なやんでも解決しない気がしたので後回しにする事にした。

　それにしても殺菌をしたいと思いながら魔力操作をしていたとはいえ、クリーンって……。

　名前からして清潔にしてくれる魔法っぽいな。というか、使い道が殺菌位にしか使えない気がする。

　でも、衛生面の知識がどこまで普及しているか不明な異世界で、食中毒などで死ぬ可能性が減った事は大きい気がした。せっかくのファンタジー世界なのに、死因が食中毒とか笑えない。

　殺菌をイメージしてクリーンって魔法を取得したから、毒を殺すイメージをしてみたら解げ毒どく作用のある魔法も取得出来るのかな？

　もしくは、クリーンを感知したとあったから、魔法を魔力感知で感知さえ出来れば魔法を覚えられるのかもしれない。クリーンの魔法効果と使い方は何となくではあるが取得した時に分かる様になっていた。

　よくある魔法の詠えい唱しようもいらないし、やることはイメージしながら魔力操作をする延長みたいな感じかな……。

　クリーンのやり方は、体内の魔力を操あやつって手のひらに集め、展開してから魔法効果と殺菌したい菌や汚よごれのイメージと共に魔力を体外に出す感じだった。

　殺菌したいものは目に見えないからイメージが難しいが、汚れに関しては目に見えるレベルのものを落とせるならクリーンの実用性はかなり高いのではないだろうか？

　前世でクリーンさえあれば、それだけで食べていけそうな気がする。菌さえなければ放置した生肉や生魚、生卵だって食えるって事だからな。この魔法が一いつ般ぱん的に普及しているのかは、成長したら優先的に調べよう。

　ちなみに、自分なりの魔力を手のひらに展開する方法は、手のひらに粘ねん土どで物を作るみたいなイメージでいけた。これは魔力が普ふ段だんは霧きり状じようだけど、密度を上げると粘土やゼリーみたいに変化するからだ。

　クリーンを使用する時は霧状の密度でも発動するみたいだから、イメージ以外は簡単で初心者向けの魔法だと思った。

　この魔法システムが何となくだが分かった時は、魔法無む双そうも将来的に出来るのではないかと夢を膨ふくらませていた。何な故ぜなら前世で、インテリアデザインもやっていたからイメージする事に関しては得意だし、趣しゆ味みでフィギュアとか作るのも昔から得意だったので、この世界の魔法は自分にとって得意な事だらけだったからだ。

　このクリーンの魔法をせっかく取得したのだからすぐにでも使ってみたかったけど、まだ母親が目の前にいるので使うのは躊躇ためらわれた。流石さすがに０歳児が親の目の前で手を光らせながら魔法を使いだしたらいろいろとまずいと思うので、母親が部屋から出て行ったら早さつ速そくクリーンの魔法を使ってみようと思った。







【ソフィア】

　私はレイを産んでから、レイを見ながら優やさしい気持ちになるこの生活がとても好きだった。少し前まで、旦だん那なのレオンや他ほかの仲間達と一いつ緒しよにパーティーを組み、グラン王国をメインの拠きよ点てんとした冒ぼう険けん者として活動をしていた。

　だけど、私はレオンとの間に子供が出来た事をきっかけに冒険者から引退する事を決意した。脱だつ退たいする事は、他のパーティーメンバーに本当に申し訳ないと思ったけど、みんな笑え顔がおで祝福してくれた。私の他にいたもうひとりの女性メンバーからは、結けつ婚こんと妊にん娠しんのダブルで先を越こされたとがっかりしていたっけ。彼女は美人だけど、魔ま法ほう使つかいとして強すぎるので、彼女に釣つり合う男性となるとグラン王国内ではかなり限られている上にほとんど結婚しているから難しいかもしれない。

　引退してからは冒険者時代にパーティーの拠点にしていたグラン王国内にある冒険者の街・スカウトフォードから馬車で２日位の距きよ離りにある田舎いなか町・モロットに引っ越してきていた。

　このモロットの町は人口も少なく特に目立った特産品は無いが、のどかなところにあり、大きな街と街の中間にある宿場町として、適度に人の流れがあるところが気に入って引っ越してきた。冒険者をしていたのにあれだけど、息むす子こには穏おだやかな町で自由に成長して欲しいと思っていた。

　現在、私が住んでいる家は中古物件だったが、元々の家主がそこそこ稼かせいでいた冒険者で、一時的な仮住まいの為ために建てたらしいが、直すぐに中央地域に移動する事になったので手放した、新築に近い優良物件だった。家の造り自体は、急造らしくてシンプルな間取りだけど、庭が広くて、ほとんど新築だから綺き麗れいで値段もかなり安かったので気に入って即そつ決けつで一いつ括かつ購こう入にゆうをした。

　本当は旦那のレオンには、一緒にレイを育てて欲しかったけど、子供の為にもレオンにはまだいっぱい稼いでもらわないといけなかったので、別々に生活していた。

　レオンのパーティーは私が抜ぬけても人員補ほ充じゆうはせずにまだ同じ仲間だけで冒険者として依い頼らいをこなしていた。なんでも、私が復帰した時のことを考えて、人員補充はしないとみんなで話し合って決めたらしい。回復魔法師である私のパーティー内の役割は大きく、通常は回復役が抜けたらパーティーが回らないのだけど、そこは危ない仕事はなるべく避さけて貴族が移動する時の護衛をしたり、ダンジョンの中層辺りで素材集めをしたりして稼いでいるみたいだった。

　それでも本来なら回復役のいないパーティーは危ないのだが、グラン王国内でレオン達のパーティーを傷つける事が出来るレベルの魔ま獣じゆうや悪党などはほとんどいないとは思う。それでも、もしもの為に危険なことはしていないらしい。

　貴族の護衛任務は月に一度の仕事で、まとまった休みをもらう契けい約やくになっており、護衛の時期次し第だいで帰るタイミングはなかなか調節し辛づらかったりするみたいだった。

　レオンはレイの出産にはタイミングが合わず、立ち会えなかったけど、子供の名前は事前に決めており、男の子でも女の子でもレイにすると決めていた。

　親の才能が子供に遺伝する事がよくあるので、もしかしたら凄すごい子供が生まれるんじゃないかと冒険者仲間からは言われていた。私もレオンもかなりの親バカになりそうだと思う。レオンも子供の為なら天てん竜りゆうだって倒たおせるんじゃないかと言っていた。レオン似なら剣けん士し系で、私似なら魔法師系という感じに育てたいとは思うけど、何の職種になるかはある程度は親の職種が影えい響きようされるらしいが、神の采さい配はいであるので運次第になる。

　そして、生まれてきた子供は父親似になり、髪かみ色が金色をした男の子だった。父親のレオンはレア属性の雷かみなり属性で、子供も似たような色の髪だったので、きっと属性も遺伝してる筈はずだ。しかも、瞳ひとみが左眼は金色で右眼は黒色だった。

　瞳の色が左右違ちがう場合は魔眼使いの可能性が極きわめて高いと噂うわさで聞いたことがある。

　魔眼の種類にもよるけど特とく殊しゆ属性と一緒に生まれてくる確率はかなりレアで将来が楽しみではあるけど、ちょっと不安要素もある。魔眼使いは、魔眼の種類により短命だったりもするし、魔眼協会という謎の組織に誘ゆう拐かいされるという噂もあるのだ。まあ、私が近くにいる限りは誘拐なんてさせないけど、魔眼に関する情報はモロットみたいな小さな町には全まつたくないので、早めにレオンと相談したかった。それに早くレオンも帰って来てレイを見て欲しいなと思っていた。

　レオンならきっと自分に似た属性持ちで魔眼使いなら『レイを冒険者にするぞ！』って言い出しそうだった。それに魔眼使いはほとんどが特殊スキルを内包している筈だから、もし危険なスキルだったら無意識に発動すると危ないと言われている。

　３歳から５歳位にかけて魔眼や属性の制せい御ぎよを教えておかないと周りの子供達が危ないと聞いたことがある気がした。

　それにしてもレイはほとんど泣かず、話に聞いていたような子育ての苦労が全くなかった。むしろレイの視線には知性を感じる時すらある。その辺も魔眼に関係してるかもしれないと思っていた。







【レイ】

　自分がクリーンの魔法を先さき程ほど取得したのだが母親が部屋にいるので赤あかん坊ぼうのふりをしているが、早く魔法を試ためしたいという気持ちが高まり、ずっとウズウズしていた。おっ、やっと母親が部屋から出て行ってくれたな。

　さっきもそうだけど、母親はたまに自分の魔眼をじ～っと見つめたりする時がある。もしかしたら魔眼には見た目で分かる特とく徴ちようでもあるのだろうか？

　もしくは鑑かん定ていしたりすると見た目に変化が起きたりしているのかもしれないな。

　例えば、目の色が変わるとか、瞳に魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がってくるとか……。

　いや、瞳に魔法陣は恥はずかしいな。まあ、それは今考えても仕方ないから良いとして、早速覚えたばかりのクリーンを試したいと思う。今まで魔法の使い方が分からなかったが、クリーンのスキルを取得した事により、クリーンの使い方が頭の中にマニュアルみたいな感じで流れて来ていた。先程からクリーンの魔法を発動手前までを繰くり返して魔法について分かった事があった。




　魔法の使い方は……。

　まず、使いたい魔法のイメージを固めて、魔力を固定する。

　そして、発動したい魔法の対象を指定する。もう既すでにクリーンの魔法は取得してるので、ざっくりしたイメージでもクリーンは発動するみたいだ。ここで思ったのが、覚えていない魔法でも、イメージで魔力さえ固定する事が出来れば、新しい魔法が使えるんじゃないだろうか？

　どういう法則でスキルを取得するかは謎なぞだけど、試してみる価値はありそうなのでクリーンが成功したら試していこう。もし自由に魔法を作れるなら、ラノベ等に出ていた、いろいろな試したい魔法が沢たく山さんあるのだ。もし、自由に魔法を取得する事が出来るのなら楽しみだな。

　体内にある魔力を魔力操作で手のひら等に、固定した魔力を集めていき、一気にイメージによって固定した魔力を放出する。ここでどの位の魔力操作が出来るかで、魔法の仕上がりが変わってくると思われる。こうやって魔法の仕組みを考えると、この世界での魔力操作というスキルの重要度が非常に高いのが凄くよく分かる。威い力りよく調節なんかもこの魔力操作の段階で決まるのかもしれない。

　それにしても初めての魔法だから失敗したくないなと思う……。

　自分のメンタルはそこまで強くないから、念の為に少しだけ多めの魔力を込こめてみようと思い、前世でもなかなかやらない位に意識を集中していた。




　…………。




　未いまだに赤ん坊だからなのか、精神が安定してないのか分からないが、魔力を魔力操作によって集中して集めていくのだが、これがとても難しい。魔力操作の為に、日々の訓練に瞑めい想そうでも入れてみるかな？　と本気で考えていた。

　そこから魔力操作により魔力を手のひらに集める作業を何回か失敗していたが、やっとクリーンの魔法に必要だと思われる魔力が溜たまってきた。




　集まった！




「あう！」（クリーン！）

　手のひらに集まった魔力がフワッと消える感覚と共に、自分の身体からだがピカッと輝かがやいた。

「あぅ！　あう!?」（うぉ！　まぶしいっ!?）

　予想外の光量にビックリしたあと、皮ひ膚ふの表面がもぞもぞする感じになった。これは母親が使用してくれていた感覚と同じだから、魔法は成功したようだ！
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　遂ついに前世で夢にまで見た魔法を使うことが出来たのだっ!!

　幼児で魔法が使えるとか、もしかしたら記き憶おくにはないが、女め神がみ様から転生者特典みたいなものを貰もらっており、一いつ般ぱん人より凄い才能があるのかもしれない。乳児期じゃなければ小こ躍おどりしそうな嬉うれしさだった。

　そしてクリーンの魔法が発動したけど、手のひらに集めていた魔力は全部は使わずに少し残っており、しばらくしたら霧む散さんしたような感じで消えていった。

　手のひらに集めた魔力は全すべて使い切る気持ちでクリーンの魔法を使ったのだけど、多少は魔力が残ったのを考えると、もしかしたらクリーンの魔法は消費する魔力はゲームみたいに固定なのかもしれない。

　それからは何度も飽あきるまでクリーンの魔法を使い、楽しんだ。

　夢にまで見た魔法は、たとえしょぼいクリーンだとしても何回使用しても楽しかった。そして何回クリーンの魔法を使っても魔力が切れたり、枯こ渇かつしている感じにはならなかった。クリーンは魔力消費が少ないのか分からないけど、魔法を使用した瞬しゆん間かんだけ体内から魔力が消える感じはあるが、呼吸とともにすぐ元に戻もどっている感じがしていた。この世界の魔法は無限に撃うてるということなのだろうか？

　もしそうなら空中から魔法爆ばく撃げきみたいな事を疲つかれるまでやれば無敵な気がする。いや、相手も同じ条件なら無敵にはならないか……。

　こういう分からない事が多いから、早く誰だれかに魔法の基き礎そを学びたいなとは思う。

　さて、次は未取得の魔法でもイメージさえ出来ていれば使えるかを試してみよう。最初はどんな魔法で試すのが良いか考えたが、本来なら自分の属性である雷属性で試したい。しかし、放電に失敗して部屋が燃えたり、感電死でもしたら嫌いやなので、無難な風属性を試したいと思った。

　クリーンが何属性なのかは分からないが、雷属性ではないことは分かったので、ステータスに表示されている自分の属性は得意属性なだけであり、他ほかの属性も使えるのではないかと考えていた。

　さて、初級の風属性と言えばそよ風を起こす事かなと考え、空気を動かしてそよ風程度を起こすようなイメージを固めて魔力を手のひらに込めてみる。

　…………。

　…………。

　魔力はしっかりと手のひらに集まってはいるが……反応がない。失敗の原因はそよ風のイメージ不足なのかな？

　そもそものイメージの仕方が間ま違ちがっているのか？

　そよ風を科学的に説明しろといわれても、専門外なので、室内で風を起こす方法なんか知らないしな……。

　風を起こすイメージと言えば羽根の回る扇せん風ぷう機き位かな。それからは、いろいろな風に関するイメージを試してみたが、どれも反応が無かった。そもそも属性があるということはファンタジー要素で魔法現象が起きるのだろうか？

　正解への道が分からない迷めい宮きゆうを進んでいるみたいだ……。

　試行錯さく誤ごしながら数時間が経過したが、失敗続きだった。

　今日の練習が出来る時間は終わり、収しゆう穫かくはクリーンが成功したことだろう。

　やはり異世界転生だとしても慢まん心しんせず、頑がん張ばったほうが良いかもしれない。なんでも思い通りに行くと思ったら大間違いだな。仮に才能が有っても、天てん狗ぐになって魔眼だけの人とかになるのは嫌だしな……。

　だけど諦あきらめるのはまだ早いので、今後も引き続きこの練習をしようと思う。




　クリーンの魔法を取得してから数日後……。

　現在考えられる魔力消費方法は、クリーンをひたすら連続で使用するしかないので、クリーンを繰り返す作業をずっとしていた。今では手のひらに魔力を集めるのもだいぶ慣れてきており、連続して使用する事が出来る様になっていた。

　そして、クリーンを連続して使用する事が出来る様になった事で、初めて魔力が足りなくなり、魔法が発動しなくなった。

　しかし、クリーンが発動しなくなったのも、たったの数分だけで、魔力が自然と補ほ充じゆうされたのか、すぐにクリーンが使える様になっていた。これにより分かったことは魔力が枯渇しても、ラノベ等でよくある気絶状態にはならず、ただ魔法が発動しないだけらしい。しかも、魔力の回復スピードがかなり速いのかもしれない。クリーンの魔法が単純に燃費が良いだけかもしれないが……。

　これなら安心して魔法の練習が続けられる。もしかしたら、そよ風を起こすのは魔力が足りないだけかもしれない。そう考えると自分の魔力量はかなり少ないのかな？

　自分は生まれたばかりだから基準がわからないな。今後は魔力操作、新魔法の練習、魔力消費、鑑定を繰り返そうと思う。一気にやることが増えたな。言葉に関しては、母親にアウ～、アウ～と話しかけては返事を聞いているが何を言っているのかが、未だによく分からなかった。ステータス画面や鑑定等の文字は何な故ぜか日本語だったりするし。勝手に知っている言語に変へん換かんされてるのかな？

　どうせなら異世界言語とかのスキルが最初から欲ほしかった。




　それから数日後……

　毎日の日課である魔力操作をこなしていたら、部屋に知らない男性が母親と共に入ってくるなり、何かを叫さけびながら抱だきついてきた。

「○△×○×○▲！」

　自分に抱きついてきた金きん髪ぱつの爽さわやかな男性は、かなりのイケメンだったのだが、男性に抱きつかれるのは本能的に嫌だった。

　嫌がるアピールで、全力で両りよう腕うでの力を使い離はなれようとするが、所しよ詮せんは赤ん坊の力なんて無いに等しいのか、ビクともしなかった。イケメンは爆ばく死ししてしまえば良いのにと少しだけ思ったが、このイケメン男性は母親と一いつ緒しよに部屋に来た事など、状じよう況きよう整理をすると自分の父親である可能性が非常に高かった。

　そして何故か、このイケメン男性は金色のカッコイイ竜りゆうの鱗うろこ（？）を着ており、表面の肌はだ触ざわりは悪くなかったが単純に硬かたくてちょっと痛かった。赤ん坊に抱きつくとき位は鎧よろいを脱ぬいで欲しいものである。

　自分はイケメン男性への抵てい抗こうとして、鎧が硬くて痛いよアピールを母親にしてみたら、イケメン男性は母親に頭を叩たたかれていた。というか、このイケメン男性は母親との距きよ離り感から父親だと確信した。イケメン男性の身長は母親より頭１つ分高く、鍛きたえられた細マッチョなのが羨うらやましい。爽やかイケメンなのに何故か凄すごく強そうに感じた。

　未だに自分の容姿は分からないが、両親共にもの凄く美形なので、将来的に自分もイケメンになれる可能性があるかもしれない。イケメンになれたのなら、それだけでも転生の価値があったなと思った。

　それにしても父親は何の仕事をしているのだろうと気になった。見た感じでは鎧を着ていて前衛職だけど、騎き士しっぽくは無いから傭よう兵へいだろうか？

　金色の鎧を着た騎士や警備兵がいたら成金っぽくて嫌だしな。まあ、金色の傭兵も微び妙みようか……。

　というか何故、金色の鎧なのだろうか？

　父親の鎧をこっそり鑑かん定ていしてみたら、雷らい天てん竜りゆうの鱗りん鎧がいという名前が出てきた。この世界に魔ま法ほうがあったのもビックリしたが、竜がいることにも驚おどろきを隠かくせなかった。雷天竜がどんな強さかは分からないけど、雑ざ魚こでは無いのは分かる。もしかしたら父親は結構凄い人だったりするのだろうか？

　しかし、父親は自分にべったりでかなりの親バカな感じだった。最初は嫌だったのだが、ちょっとイケメンにベタベタされるのは奇き妙みような感覚で嫌きらいでは無くなっていた。

　……初めての子供だと親は大体こんなものなのかな？




　父親との対面から２日が経過したのだが、この２日間はじわじわと不満が溜たまって来ていた……。

　その理由は、ずっと近くに父親がいたせいで、魔法の練習が全まつたく出来なかったからだ。この寝しん室しつ以外に何部屋あるのかは分からないが、父親はほとんどの時間を寝室で過ごし、自分の事をニコニコしながらずっと見ていた。

　しかし、父親は２日間位の滞たい在ざいをしたら、名残なごり惜おしそうにしながら家から出て行った。

　別れの日にはイケメンにそんな顔をされたら、自分の方も惚ほれてしまいそうだよと思ってしまった。

　そして、自分はやっと父親から解放され魔法の練習を再開するのだった。




　自分はクリーンを覚えてから、毎日の自己課題として魔力操作や鑑定、新魔法の練習など、毎日楽しみながらやり続けて、およそ半年位の月日が経過していた。

　何故、半年位かって言うと、自分の生活している部屋には、日数の分かる様なカレンダーが無いので、何度夜が明けたかって原始的な数え方で途と中ちゆうまで数えたけど、今ではあまり自信がない。そもそもが、この世界での時間や日数の考え方が分からなかった。ステータス画面の項こう目もくに年ねん齢れいというのがあるから、年単位の考え方はあると思うけど、ずっと同じ部屋にしかいない上に情報が足りない生活は不安になり、不便だなと思い始めていた。

　確か前世の記憶だと、赤あかん坊ぼうはあと半年位すれば動けるんだったかな？

　赤ん坊の成長具合なんて曖あい昧まいにしか覚えてないから分からないことだらけだなと思う。

　クリーン以降の新魔法は未いまだに取得する事は出来ていないが、何となくだが頑張れば出来そうなのと頑張っても無理そうなやつ、全く不明と分かる様になっていた。頑張っても無理そうな魔法は自分の属性である雷かみなり属性以外のものである。もしかしたらという事もあるから、定期的にはチャレンジしているが可能性は低い気がする。だからと言って赤ん坊の状態で雷属性の魔法を試ためす気にはならないので、雷属性が使えるかは不明である。あと、頑張れば使えそうな魔法は、クリーンみたいに属性が謎なぞなタイプである。

　これに関してはよく分からないが、実じつ践せんしたら取得出来そうという謎の確信があった。ちなみに今、一番欲しい謎属性魔法は殺虫である。

　この世界に四季みたいなのがあるかは分からないが、定期的に虫が飛んでいるので、そいつ等らを撃げき退たい出来る魔法が欲しかった。まあ、たぶんではあるが考えている虫のみを倒たおす殺虫魔法を使えば取得を出来ると思うが、身動きの出来ない状況で殺虫するような魔法を散布したくなかった。下手したら自分も死んでしまうかもしれない。

　一応は成長して動けるようになったら殺虫魔法を試してみよう。




　初めて父親と会った日から半年の間に５回だけ帰って来たことから、父親は月１ペースの帰宅なのかもしれない。なんか前世の同どう僚りようにいた単身赴ふ任にんしてるお父さんみたいな感じだった。

　後は二重生活とかだと、お金が心配になるな……。

　寝室を見る限りは質素で、お金があるようには見えない。いや、服装だけは夫ふう婦ふ揃そろって高そうなのを着ているから、貧びん乏ぼうではなくただ質素なだけなのか？

　しかし、夫婦仲は良さそうだから、単純に父親の勤務地が遠いかブラック会社勤めとかのどちらかだろうと予想している。これで父親が母親に虐しいたげられていたら、自分は可か哀わい想そうになり涙なみだが出てるかもしれない。

　自分の成長に関しては首がすわり、寝ね返がえりが出来る様になったので少しは自由度が上がってきたが、まだ活動範はん囲いがベッドの中だけであった。

　前世の記き憶おくを持ちながら転生したから、意識がはっきりしてる分このベッドのみの生活は辛つらい。ある意味、拘こう束そくプレイか罰ばつゲームみたいな感じだ。ラノベによくある異世界転生ものの多くは何故か３歳から始まる意味が今ではよく分かる……。

　乳歯も生えてきたから、そろそろ離り乳にゆう食しよくがいけると思うけど、この世界に離乳食があるのだろうか？　いい加減、ずっとミルクだけでは飽あきてきたのだ……。

「あ～うあ、うわ！」（ジャンクフードが食べたい！）

　まだこの世界の料理を見た事が無いから分からないけど、部屋の造りを見た感じでは文明度は低そうな気がする。将来、スキルによるチート無む双そうは微妙に出来なそうな気配がするので、料理革命や建築や土木などの建設系で活かつ躍やくすることも考えた方が良いかもしれない……。

　しかし、料理改革するなら貴族の息むす子ことかが良かったな。まぁ、社交性が皆かい無むだから普ふ通つうが一番だけどね。

　あと魔力操作に関しては、ずっと続けていたらボックスってスキルを取得していた。このボックスというスキルの使用用よう途とが不明だけど、魔眼の方の眼めで見た時だけ、魔力が箱形に固定されてるのが確かく認にん出来たが、普通の方の眼で見ると、何も見えなかった。透とう明めい度の高い箱を作るスキル……必要性がよく分からない。このボックスは大きさや重さも、込こめる魔力量次し第だいで自由に変えることが出来た。たぶん魔力を単純に固めたり圧縮しているだけなのだろう。

　それにしても魔法名がクリーンやボックスって、ネーミングセンスが安易過ぎるのだが、誰だれが考えたのだろうか。もしかして神様が適当に考えたとか？

　しかし、このボックスは魔眼のある自分には見えるから何かと便利そうではあるけど、魔力が見えない普通の人には使い道の無いスキルかもしれない。と言うか、見えない人はどうやって形を認識するのか不明だった。

　自分はデザインの仕事もしていたから、想像力は他の人よりはある方だとは思うけど、最初から見えない物の形を、フワッとした感じで想像は出来ても、正確な形を認識するのは至難の業わざな気がする。

　それから、鑑定に関しては、使い続けた事により項目が１つ増えて、対象の状態が分かるようになった。状態は、人ならば良好とか寝ね不ぶ足そくなど体調とかが分かり、木とかならば劣れつ化か具合が分かって思ったより便利だった。多分、食材なら鮮せん度どとかが分かるのではないかと思う。衛生管理がずさんな世界ならば、それだけでも商売で食べて行けそうだった。

　鑑定項こう目もくの増え方がステータス画面に表示されていた順なので、最終的には鑑定も自分のステータス画面位までの項目は調べられる気がしてきた。この鑑定スキルの使い道は人物よりも物に対しての方が有効だと思う。それは、物に使っても名前、年数、状態、説明が表示されるからだ。目め利ききが出来るのはとても便利だと思う。

　あと、お腹なかとか壊こわしたくないから食事前は必ず鑑定していた。




　乳歯が生えてから少し経たち、遂ついにミルク卒業になった。

　そして離乳食？が出てきたけど、それはよく煮に込こんで柔やわらかいけど大きめの野菜がタップリ入ったスープだった。ペースト状の食事は介かい護ご食しよくみたいで嫌いやだったから良かったけど、もう少し野菜を刻んで欲しかった。野菜の大きさが大人が食べるひと口サイズだったのだ。転生して死因がのどを詰つまらせるとか嫌すぎるので是ぜ非ひもう少し小さくして欲しい。あと、乳歯は生えていても、ほとんど嚙かめない気がする。

　見た感じ野菜は前世に有りそうな種類で、将来的には料理するのが楽しみになったのは良かったが、その野菜タップリのスープを食べさせては貰もらったけど、美お味いしくなかった。塩の味しかしないスープと言えばよいのか、幼児の味覚は大人より敏びん感かんだから普通の塩の量でもしょっぱかった。それに出だ汁しが取れてなくて旨うま味みも出てないから、本当にただの塩が入った野菜スープだった。

　自分は前世で塩ラーメンがとても好きで、自宅でこだわりのラーメンを作っていた位なので、塩味だけの場合は美味しくするのは難しいのは分かるけど、この野菜スープは酷ひどかった。味の要望を出したくても言葉が話せないので我が慢まんして食べたけど、まさか塩があるだけ幸せって事はないよね？

　そんな世界では生きていく自信が無い。

　それにしても塩分とりすぎは大だい丈じよう夫ぶだろうか、幼児期の塩分とりすぎは味覚バカになるからな、注意しないといけないはずだ。しょっぱいアピールでもしてみるか……。




　あまり美味しくない離乳食を食べ始めてから３ヶ月位が経ったと思う。多分、転生してから９ヶ月目位ではないかと予想していた。

　そして、遂に壁かべに摑つかまりながらも、自分の足で立ち上がる事に成功した。まだ数秒しか立っていられないけど、すぐに歩けるようになるだろう。

　立ち上がれるようになり、今では活動範囲がベッドから寝室内に広がっていた。しかし、未だに寝室から出ていない。今までの様に、ベッドの中だけの生活よりはすごい解放感だけど、次は外の世界がとても気になっており、空がとても見たかった。

　この部屋に窓はあるけど、曇くもりガラス（？）みたいな感じで、微かすかな光は入るけど外の景色はよく見えない窓だった。

　透とう明めいなガラスを作る技術が無いのかな？

　もしかしたら技術があったとしても、値段が高いのかもしれない。手の届く高さではないから触さわれないけど、とても材質が気になる。材質を触ったりするのが好きなんだよな。前世ではある種の変態かつ天才？とか言われていた。

　赤ん坊だから握あく力りよくは無いが、手を握にぎる事が出来る様になり、魔ま力りよく操作も指先まで魔力をまんべんなく送る事が出来る様になったら、ボールという新たなスキルを取得していた。

　これもボックスと同様に魔眼でしか見えないスキルで、ボックスを丸くしただけのスキルだった。

　未だに使い方は分からないが、撃うち出したりするスキルなのかもしれない。

　この寝室には本が一冊も無くて、ベビーベッド、布ふ団とんと洋服棚だな位のシンプルな感じになっている。あとは、父親が買ってきてくれた、積み木位だろうか。

　最近は新しい事には挑ちよう戦せんせず、コツコツと魔力操作などの能力向上に努めている。

　どうしてかというと、最近になって両親の会話が一部だけ理解出来るようになってきており、それによると３歳位から両親が魔法を教えてくれるような事を話していたからである。

　両親の話を正しく理解出来ているならば、雷属性が使えて、魔眼がある自分はかなりのレアらしく、成長を期待されてる代わりに間ま違ちがった使い方をすると周りが危ないらしい。それを聞いて事故などが怖こわくなったので、あと２年位は基き礎そだけを鍛きたえて、両親が魔法を教えてくれるのを待つことにしたのだ。

　両親は元々同じパーティーの冒ぼう険けん者をしていたらしく、母親が妊にん娠しんをきっかけにパーティーを抜ぬけて、父親はパーティーを継けい続ぞくしているみたいだった。特定の依い頼らい者がいるのか仕事としては同じ事を繰くり返してるらしい。

　あとファンタジーの定番である冒険者や魔ま獣じゆうもいるらしい。

　しかも、竜りゆうとか魔王とかみたいなのがいる世界みたいだし、異世界ファンタジー感が凄すごいけど、かなり危ない世界みたいだ。

　食事は相変わらず細かく刻んだ野菜スープで、たまに肉の味がした。

　しかし獣けもの臭くさくて最初は吐はきそうになったけど元日本人としては一度口に入れたらマズくても食べろと言われていたから我慢して完食している。野生の獣を狩かってるのだろうか？

　前世で食べた鹿しし肉にくのジビエ料理よりも獣感がすごい。放牧された美味しい豚ぶた肉にくが食いたいなと思い始めていた。

　早く美味しいものを食べたいところである。言葉は理解出来るようになってきているけど、まだ喋しやべれないので話せるようになったら母親に料理の基本をさり気なく教えようと考えている。




　目指せ、食しよく卓たく改善！











第２章　試行錯さく誤ご






　自分はこの世界に転生してから、やっと２年が経過して２歳になっていた。

　自分の周りでもいろいろ変化があったが、自分の中での一番に変化したのは、会話が出来るようになった事である。まだ舌の動きがぎこちない関係なのか、完全に思い通りには話せないけど、そこは成長すれば大丈夫だろうから、これからかなと思う。

　前世では英語すらあまり覚えられなかったから、不安ではあったけど、ある程度形にはなったから一安心である。

「おかぁさん、おはよ～」

「レイ、おはよう」

　未いまだに父親は外で働き、母親との二人暮らしであった。２歳に成長して外には出られたけど、まだ庭までしか許されていないから、毎日やることが同じになってくるので、かなり飽きてきた。

「あさごはんまでそとにいく～」

「分かったわ、気をつけてね」

　うちの家は思ったよりも広くて、平屋建ての４ＬＤＫで庭もかなり広い。もっとラノベに出てくるファンタジー版の中世ヨーロッパみたいなイメージかと思えば、お風ふ呂ろがあったり、水道もトイレもある。家電製品の代わりに魔道具というものが一いつ般ぱん家庭にも普ふ及きゆうしているみたいだ。それでも魔道具は維い持じコストがかかるみたいだから、導入を最低限にしている家庭も多いみたいだ。

　今、自分は体力作りの為ために庭で走ったりして遊んでいる。２歳だから体力はもちろん無いのは仕方ないとは思うけど、自分には同い年の幼なじみがふたりいるのだが、そのふたりに比べるとスタミナが全く足りない気がしていた。

　ステータス画面にある成長スピードの影えい響きようが強いと思われるが、成長スピードが遅おそいなら人一倍頑がん張ばるしかないと考えていた。前世でも運動神経は無かったから、今度はハイスペックな身体能力を手に入れたかった。

　朝は庭で軽く疲つかれてくる感じになるまで、走ったりして遊んでから、家の中に戻もどる。そろそろ朝ご飯が出来てるかな。

「ただぃま～」

「おかえりなさい。丁度ご飯が出来たわよ」

　当然だけど、未だにご飯作りには介かい入にゆうが出来てない。

　母親が作るご飯は未だに美味しくないから手伝いたいけど、２歳児にはどう考えても無理だった。何度か母親が料理してるところを後ろから見たけど、調味料が足りないと言うより母親が料理を作るのが苦手な印象を受ける。

　キッチンにはほこりをかぶった調味料が大量にあったり、包丁の使い方が危なかったりと、もしかしたら結けつ婚こんするまで料理自体をした事がないのかもしれない。そして、毎日似たような塩味の野菜スープを食べていく。塩分に関しては話せるようになってから、しょっぱいアピールするとすぐに減らしてくれた。

　だからと言って野菜スープが旨うまくなったわけではないけど……。

　野菜スープの朝ご飯を食べたら、また外で運動をする。

　手先がまだ上う手まく動かせないから、小さいうちは砂遊びしたり、地面に絵を描かいたりして、手先を鍛える遊びをしていた。前世では、インテリアデザインをしていた時もあり背景画を描くのは得意だった。パソコンが普及してからは手書きで建物の透とう視し図（立体的に描く技法）を描く人が減っていたけど、自分は手描きが好きだった。多種多様な構造物の図面を見ては脳内で立体図を想像する。住宅などは外観を見ただけで間取りが大体分かった。そんなこともあり、自分が勝手にテーマや敷しき地ち条件を決めて、地面に設計した図面を描いたり、外観図を描いたり、庭から見える風景を描いたりと２歳児は絶対にしないひとり遊びをしていた。




　お昼を食べてからはお昼ひる寝ねタイム。

　……と思わせて、ベッドの中で魔ま力りよく操作の練習をしていた。魔力量を増やす方法に、実は裏うら技わざ的なものはなく、自然にあふれている魔ま素そというエネルギーを動物などの生き物が取り込む事で体内で魔力になり、その肉を食べることで人間は魔力量が上がるというのが一般的な解かい釈しやくらしい。肉が生なま臭ぐさくてあまり食べたくないと母親に話したらそんな難しいことを言われて、最後には肉を食べると強くて元気になるから食べなさいと強制的に食べさせられたものだ。今では食べる頻ひん度どが１週間に１回程度なので我慢して食べている。

　あと魔力の上じよう昇しよう率は個人差があり、同じ肉を食べ続けても差は出たりするし、住んでいる地域によっても魔力量は変わるとかなんとか。そういえばこの世界の時間や曜日の考え方は地球とほぼ一いつ緒しよみたいだった。

　１日24時間　　１ヶ月30日　　１年３６０日

　あまりに同じ過ぎるので自分以外の転生者が過去にいたんじゃないかと考えている。自分としては時間などが一緒だと非常に分かりやすくて助かるけどね。

　あと魔法に関しては、いろいろと試ためす事でいくつかの魔法を取得していた。

　魔力操作関係で覚えたのは……。

　クリーン……身体からだの皮ひ膚ふより外側の汚よごれと認にん識しきしたものだけを落とす。イメージと技術で汚れの落ち具合が変わる。

　ボックス……魔素を四角い形に固める。中をくりぬいたりイメージ次し第だいで応用が可能。

　ボール……魔素を丸い形に固める。属性を付ふ与よする事で応用可能。

　シールド……魔素を板状に固める。属性を付与する事で応用可能。

　ハンド……魔素を触しよく手しゆ状にして手のように操あやつる。属性を付与する事で応用可能。

　ストレージ……次元収納。許容量は魔力操作次第。内部時間は止まる。

　この６種類を取得していた。

　これらは取得はしたけど全然思い通りにならず、ほとんど使えないと言っても良い状じよう況きようだった。やはり魔法や魔力操作などのスキルに詳くわしい人からコツを聞きたいと、最近思うようになっていた。

　あと、殺虫魔法は未だに取得出来ていなかった。イメージ的には使用すれば取得出来そうだったのに不思議である。自分が覚えた魔法が一般的にどこまで凄いのか分からないので人にも聞けていないでいた。

　２歳児が魔力操作などを必要とする魔法を使う時点で、異常なのは間違いないとは思う。いらないトラブルは起こしたくはなかった。他人に聞いていないのに何で魔法の効果が分かるかというと、自分のステータス画面に表示されたものは鑑かん定ていを使用する事が出来たから詳しよう細さいも少しなら分かったのである。

　しかし固有スキルであるジョブホッパーと鑑定の魔眼に関しては鑑定を使用する事が出来なかった。もしかしたら熟練度的な何かが足りてないのかもしれない。

　魔力操作と魔眼、鑑定を練習すると最近は疲れて眠ねむくなるので、そのまま本当にお昼寝タイムに入り、起きたら晩ご飯食べてまた寝るという流れになっていた。

　ちなみに魔法を発動した時に光るのはクリーンの使用時だけで、発生する光を抑おさえる方法は分からなかった。







【レオン】

　俺はグラン王国を拠きよ点てんにする冒険者をしていた。

　嫁よめのソフィアや仲間達と共に冒険パーティーを組んでいたが、初めての子供が生まれることでソフィアがパーティーから抜けて育児に専念する事になった。

　本当は親子３人で一緒に暮らす方が良いけど、活動拠点にしている冒険者の街・スカウトフォードでは俺達のパーティーは有名になり過ぎて、俺達にしかこなせない仕事依頼が多く、子育てには向いていないと話で決まった。

　仲間達にその事を相談したらモロットに良い物件を紹しよう介かいしてくれて、ソフィアには移り住んで貰もらうことにした。もう少し近い方が良かったが安全面ではあの町以上に優すぐれているところを俺は知らないから仕方ないと諦あきらめている。

　何な故ぜ小さい町であるモロットが安全かと言うと、あの町には以前、依頼でお世話になっていたハンターのエリーさん、鍛か冶じ師のガインがいるからである。ふたりとも同世代の中で超ちよう有名人で、エリーさんに森の中で襲おそわれたら勝てる者はグラン王国にはいないと言われる位だ。いや、王国内に限らず勝てる者は世界的に少ないかもしれない。

　エリーさんの固有スキルである忍にん術じゆつは、万能という言葉がぴったりな位に凄いスキルで、属性の制限を越こえた多種多様なスキルを使うことが出来るみたいだ。俺も多種多様なスキルを欲ほしかったなと思う。

　ガインさんは元々ドワーフの王国であるバロン王国の騎き士し団長をしており、封ふう印いんの剣けん王おうと呼ばれる伝説的な剣士だ。剣に分類される武器なら自由自在に操り、生成出来るという神がかったスキルも取得しているらしい。

　今ではグラン王国とバロン王国の両方から依頼のある職人で、ガインさんの武具を装備した騎士団は一時期、異様な殲せん滅めつ速度で魔ま獣じゆうを狩かっていた。

　そんなふたりにもソフィアの事をお願いしたら、ふたりにも子供ができたばかりだったらしく、間もなく生まれる俺の子供にも良い仲間が出来そうだと思った。あのふたりの子供だと、凄すごい才能のある子供が生まれそうだなと思った。まあ、俺の息むす子こが一番凄いだろうとは思っているけどな……。

　仕事も昔ほど危なくないものに変へん更こうしても、護衛主の優やさしさで収入も割と良くしてもらっている。唯ゆい一いつの不満はスカウトフォードとモロットの距きよ離りが遠くて、仕事の関係で月に１度しか帰れない事だった。

　次にソフィアの元に帰るときは子供が生まれるだろう。




　１ヶ月後……俺は出来る限り早くソフィアの元に帰った。

「ソフィア！　やっと帰ってきたぞ！」

「お帰りなさい。レオン」

　俺の帰りを出で迎むかえてくれたソフィアのお腹なかはスリムになっており、子供が生まれているだろう事が分かる。

「やはり子供はもう生まれちゃった？」

「ええ、レオンがいなかったのは残念だったけど、無事に息子が生まれたわ」

　出産に立ち会えなかったショックと息子が生まれた嬉うれしさで涙なみだが出てしまった……。

「ソフィア、ありがとう」

「早さつ速そく、私達の息子であるレイに会ってあげてね」

「ああ、そうしよう！」

　息子のレイは可愛かわいく大人しい感じでずっと見ていても飽あきることは永遠に無いんじゃないかと思える位だった。

　それと同時にレイの容姿を見ていろいろな理由でびっくりしていた。




　その日の夜、俺はソフィアとレイについて話し合うことにした。

「レイは魔眼持ちなんだな。流石さすがにまだどんなタイプの魔眼かは分からないよな？」

「そうなのよね。定期的に眼めを確認しているけど、私にはどんな効果の魔眼かは分からないわ。危険な魔眼じゃなければ良いけど」

「うーん、俺も魔眼持ちはほとんど会ったこと無いから詳しく分からないな……これはしっかりと調べないとな」

「そう言えば、アリアちゃんとミリアちゃんが魔眼持ちだったわよね？」

「アリアちゃんとミリアちゃん？」

　そんな魔眼を持った人に会ったことあったかな？

「ああ、あの時はレオンがいなかった時かしら？　あっ、違ちがうわね」

「なんかの依い頼らいの時か？」

「昔に謎なぞの組織からふたりの少女を離り脱だつさせて欲しいって依頼があったじゃない」

「ああ、思い出した。俺が組織の追っ手の足止めをしていたやつだな。あの依頼はきつかったな……」

　謎の組織からの追っ手がやたらと強かったんだよな……。

「ええ、その少女がアリアちゃんとミリアちゃんなんだけど、ふたりとも両眼を隠かくしていたから魔眼持ちっぽかったわ」

「なるほどな。でも数年前の少女ふたりの居場所なんて分かるのか？」

　あの依頼は秘ひ匿とく性が高く、保護対象が少女ふたりだったから、少女の詳細はソフィアともうひとりの女性メンバーに任せて聞かなかったんだよな。

「足の付かない家を確保していたから、多分まだいるわよ。住所を教えるから訪ねてみて」

「ああ、分かった」

　俺も数人は魔眼持ちに会ったことはあるが、ほとんどが敵対していたから、ソフィアの言う魔眼の少女ふたりの件はありがたいと思った。

「しかし、レイの魔眼は今まで敵対していたヤツらとは雰ふん囲い気きは違っていた。しかも生まれつき魔眼を発現しているタイプは初めて見たな」

「私もよ。レイの瞳ひとみには力強さと理性を感じるわ」

「スカウトフォードに戻もどる前に、少女ふたりがいる町に寄るよ」

「ええ、お願いね」







　俺は魔眼持ちの少女ふたりが住んでいるであろう町クラウシスに来ていた。この町は魔獣か何かに襲しゆう撃げきされたみたいに崩ほう壊かいしていた。

　しかし、町が襲撃されれば冒ぼう険けん者である俺にも何かしらの情報が入る筈はずなのだが、クラウシスが襲撃されたとは聞いたことがない。

「まずは生存者がいるかを調べないとな……」

　町内を探たん索さくし始めてから、すぐにこの襲撃の異様さに気が付いた。

　町には戦った跡あとはあるのだが、魔獣の死し骸がいや人の死体が１つもないのだ。俺は戦うのは得意だけど、こういう人探しや探索になるとかなり苦手だったりする。ほとんど戦せん闘とう以外の仕事は他ほかのパーティーメンバーに任せているからな。

　しばらく探索したが町の人は一いつ切さい見つからなかった。

　そこでどうしようか迷っていたら、町から少し離はなれた場所にも一軒けんの小屋があることに気が付いた。

　小屋は町内の家とは違い、争った形けい跡せきもなく綺き麗れいなままだったが誰だれもいなかった。

「どうなっているんだ……早急にスカウトフォード……いや、グラン王国の王都へ行った方が良いか。ん？」

　微かすかだが、人の気配がする……。

　隠れている感じではないが、何ど処こにいるか分からないな。俺は小屋の中をくまなく探してみたら地下室への隠し扉とびらを発見した。

「こんなところに隠し扉は怪あやしいな……」

　俺は警けい戒かいをしながら地下へ降りていくと、ひとりの倒たおれている女性を見つける事が出来た。その発見した女性は、魔ま法ほう使つかい風の服装をしていたが、至る所に傷がありボロボロの状態で倒れていた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「……な、なんとか」

「すぐに回復ポーションを使ってやるからな！」

　俺はボロボロの女性にすぐさま回復ポーションを飲ませてあげると効果が出てきて、荒あらい呼吸が穏おだやかになった。

「あ、ありがとう……町の人達は……？」

「いや、俺が町に来たときには誰もいなかったぞ。この町に何が起きたんだ？」

「……ごめんなさい。うっ、うっ……」

　唯一の生存者は突とつ然ぜん泣き出した為ために、すぐに会話が出来る状態ではなかった。







【レイ】

　自分が転生してから約２年が経過していた……。

　今日は久しぶりにお父さんが帰ってくる日だったので、自分とお母さんはお父さんが帰ってくるのを町の入口で待っていた。

「レイ、きっとあの馬車にお父さんが乗っているわよ」

「あぃ～！」

　本当はもっと普ふ通つうに話せる様になっていたのだが、周りの子供の会話レベルに合わせているのだ。うっかりまともに話さないようにするのは結構なストレスではあったが、円えん滑かつにこの世界に生きるための処しよ世せい術じゆつだと割り切って、子供を演じきっていた。

「レイ！　お父さんが帰ったぞ！」

「おとぅ～。おかうり～」

「レイはもうこんなに話せるなんて流石だな！」

「お帰りなさい、レオン」

「ああ、ただいま。レイは相変わらず賢かしこそうだな……俺達の息子は天才かもしれないな」

「確かに、レイより少し前に生まれたブラットくんやエレナちゃんより賢いかもね。ただ、体力的にはふたりに負けてるかもしれないわね」

「やっぱりふたりより賢いか！　体力的な事は種族特性が違うし、仕方ないだろう。それにガインさんやエリーさんの子供達だから才能の面では勝つのは普通に難しいかもしれないな」

「……それもそうね。あのふたりの子供ってだけで将来が凄そうよね。それに、レイは魔法師系だと思うから体力的に負けているのは仕方ないわね」

「俺的には雷かみなり属性を引き継ついでいるから前衛職になってもらいたいが、雰囲気的にはソフィアの言う通り、魔法使い系かもしれないな」

　両親は自分がどこまで会話を理解しているか分かっていないけど、会話を理解出来ている自分としては期待が高すぎる気がした。というか自分はやはり魔法使い系なのか……。

　何となく、２人いる幼なじみ達より身しん体たい的なスペックが違う気がしたが、仕方ない事なのかな？

　そう言えば、さっきからお父さんの後ろに見たことのない女性がいるのだが、誰だろう？

　まさか、いきなり修しゆ羅ら場ばとかはないだろうな？

「だれ？」

「ああ、悪かった。この人はレイのお世話をしてくれるアリアさんだよ」

　アリアと紹しよう介かいされた女性は、魔法使いみたいなローブに仮面をつけた怪しい風ふう貌ぼうだった。長い髪かみとスタイルで女性だと分かったが、子供の世話係の格好としてはアウトな気がする。

「おせわ？」

　それに、自分には世話係なんていらない気がするのだけど……。

　うちにはお母さんがいるし、世話係を連れてきた意味が分からない。

「そうだぞ。これからはお母さんの他にアリアさんにもレイの面めん倒どうを見てもらうことになったからな」

「レイくん、初めまして。私はアリアと言います。これから少しの間よろしくね」

「あい～！」

「レイ、私はたまに冒険者として復帰しなくちゃいけない時があるかもしれないから、念のためにアリアちゃんをお手伝いとして来てもらったのよ」

「あい」

「まあ、期間は長くても１年位なんだけどな……」

　なるほど……。

　アリアさんが自分の面倒を見るのは既すでに決定しているみたいだった。アリアさんはしばらく自分の顔を不思議そうにじっと見てきたのだが、どうしたのだろうか？

「レイくんはもしかして言葉が分かるのですか？」

「あぅ……？」

　あれ？　言葉を完全に理解しているのがバレた？

「いや、分かるときと分からないときの半々だな」

「そうなんですか。レイくん、ちょっだけ眼めを見せてもらいますね」

　そう言うとアリアさんは仮面を外して、顔を自分の顔に近付けてきたのだが、アリアさんの眼を見てびっくりした。

　アリアさんの両りよう瞳どうには不思議な魔ま法ほう陣じんみたいなものが浮うかび上がっていたのだ。もしかして、これが魔眼なのかな？

　そして、すぐにアリアさんの魔力が自分に向けて放たれているのが見えた。魔眼を発動するとみんなこんな感じになるのかな？

　見た目でも魔法陣が浮かび上がるし、魔力が放たれているしで、かなり魔眼を使っているとバレバレな感じだとすぐに分かった。これからは魔眼を使うとき、更さらに注意しよう。

「ふぅ～、レイくん、ありがとうございました」

「あぅ～？」

　アリアさんは何かをやり終わったのか、仮面をつけていた。

「アリアちゃん、どうだった？」

「魔眼の種類は正確には私にも分かりませんでしたが、２歳にして魔眼を完全制せい御ぎよしているのが分かりました。レイくんは私やミリアみたいにはならないので安心して下さい」

　さっき、顔を近付けられた時に何か調べられたのかもしれないな。

「おお、そうか。アリアさんありがとうな」

「いえ、それにしても大人ならまだしもここまで制御を出来ている子供を見るのは初めてです……これなら」

　自分達はお父さんやアリアさんと一いつ緒しよに家に帰ると、お父さんはいつもの様に自分と遊ぼうとしてきた。

「レイ～。ちょっとお父さんと遊ぼう！」

「や～!!」

　最初の頃ころはお父さんの反射神経についていけずに、あっさりと捕つかまっていたが、最近は自分に抱だきつこうとしたら、先読みして逃にげられる様になっていた。そして自分のゴール地点であるお母さんに抱きつく。

「何な故ぜだ……」

「たまにしか帰れないから仕方ないんじゃない？」

「……そうかな？　なんかたまにおっさんうざいみたいな視線をするときがある気がするんだが？」

「それこそ、気のせいよ。レイはまだ２歳なのよ？」

「確かに……。そうだよな」

　お父さん、ごめんなさい。たまにうざいと思っていました……。

　その後、お父さんから逃げながらお母さんやアリアさんのところへ行くことを繰くり返していた。

　アリアさんは仮面をつけていなければ美人だし、優やさしいので割とすぐに馴な染じむ事が出来た。




　自分は朝ご飯を食べたあとの日課になっている、庭での体力作りや、地面に文字や絵を描かいたりと手先を鍛きたえる練習をしていたら、幼なじみである例のふたりとその母親達が遊びに来ていた。

「にゃにゃ～」

「あどにぎたぞー」

「レイちゃん、おはよう」

「レイくん、おはようにゃ～」

「こんにちは」

　ここで自分の幼なじみであるふたりの紹介を軽くしておこう……。




　名前・エレナ（２歳）　状態・良好　属性・氷　職種・無

　エレナは青白くて少し癖くせっ毛けの髪に金色の瞳ひとみ、笑え顔がおは可愛かわいいが普ふ段だんは眠ねむそうな眼をしている女の子だ。そして、エレナの頭には先がピンッと尖とがった猫ねこ耳みみに、おしりから生えている細長いしっぽがゆらゆらとしていた。

　そうエレナは異世界ファンタジーの王道である猫の獣じゆう人じん族である。

　初めてエレナを見た時は凄すごくビックリしたが、同時に歓かん喜きしたのを覚えている。エレナの母親の話ではこの世界には猫以外にも多くの種族の獣人族がいるらしい。

　もしかしてペンギンの種族もいるのだろうか？

　ペンギンの獣人がいても可愛さは半減しそうだな……。

　そして、もうひとりの幼なじみは……。




　名前・ブラット（２歳）　状態・良好　属性・火　職種・無

　赤あか髪がみに赤い瞳の将来は確実にワイルドなイケメンになりそうな顔をしている。結構雑な性格をしているようだが、実は優しい子供なのだ。ブラットの見た目はエレナと違ちがい、自分みたいな人族と同じだけど、父親がドワーフ族で母親が人族のハーフらしい。異種族のハーフって有りなんだなと思った。

　どうもこの世界は多くの種族がいるみたいだから、鑑かん定ていを上げて早く種族を表示させておきたいところである。

　あと、ふたりの母親は、エレナの母親がエリーさん、ブラットの母親がシーラさんである。

　エリーさんはエレナと似た雰ふん囲い気きの猫獣人族で、自分やブラットには優しいが、エレナにはかなり厳しく、いつも山で鍛えられているらしい。その辺は種族によっても教育方針が違うのだろう。

　そして、シーラさんはいつもニコニコした優しい女将おかみさんって感じだった。シーラさんは食堂を経営しており、ブラットはいつも食堂のご飯を食べているらしくて非常にうらやましい。

「やっぱりうちの子に比べるとレイちゃんは賢いわね」

　そんな感じでいつもシーラさんは自分の頭を撫なでてくれる。

　しかし、中身が前世と今世合わせて40歳のおじさんと２歳児を比べるのはズルをしているみたいで、とても気まずい。

「ブラットくんの身体能力はダントツだと思うから良いと思うにゃ」

「そうね。エレナちゃんは器用そうだし、この３人はバランスが良さそうね」

「そうだにゃ。ブラットくんとレイくんもエレナとは末永く仲良くしてやってにゃ」

「はい！」

「おう！」

　自分としても幼なじみとは仲良くしたいところである。それにふたりは有能そうだからな……。

「それじゃあ、私達は中に入ってるわね」

「私達は家の中に行くけど、みんなはお庭で遊んでると良いにゃ～」

「「はーい」」

「はいにゃ～」

　さてと、自分達は庭で遊ぶ事になったのだが、何して遊ぶかな。自分としては頭脳派なゲームを地面に描いて遊びたいところだけど、２歳児にそれは無理なので身体からだを動かすものしかないのだけど……。

「今日はなにしよう？」

「たまあて！」

「たまあてにゃ～」

「球当てか……」

　球当てゲームは円の中でゴム球みたいな物を当てる単純な遊びで３人の中で良くやっていた。当てられて、捕とれなければアウトというシンプルな遊びだ。まあ、前世のドッジボールみたいなものだ。

「よし、球当てをやるか！　今日こそは勝つからね」




　数分後……。




　自分ひとりだけ負けたみたいな感じである。

　基本的には前世の記き憶おくがある自分の方が、子供の内は身体の使い方など分かっているから、有利な筈はずなのに速そつ攻こうでゴム球を当てられて終わってしまう。というか、ふたりは２歳なのに身体能力が高過ぎると思う。

　２歳ってブラットみたいに片手でゴム球をキャッチしたり、エレナみたいにジャンプして回かい避ひしたり出来るものなのか？

　というか自分だけが出来ないのかな？

「よえー」

「よわいにゃ～」

「次こそは本気を出す！」

　それから自分は３人の中で一番早く負けていた……。

　ブラットは２歳とは思えないパワーで豪ごう速そつ球きゆう（レイ視点）投げるし、エレナは球が当たったところを見たこと無い。

「……今日は終わりにしよう」

「あはははっ」

「よくあたるにゃ～」

　おじさんの豆とう腐ふメンタルはペチャンコだよ。そんな感じでいつもお昼までかけっこしたり、球遊びしたりするけど体力勝負だと常にふたりには負けている。２歳の段階でこんなに体力差が出るものだろうか。異世界ではステータスがかなり影えい響きようするのかな？

　それともふたりとも体力補正があるスキルを持っているのかもしれないな。そこは鑑定さんには是ぜ非ひ頑がん張ばって欲しいところだ。




　あとは自分が勝てる遊びってあるかな……。

　前世で子供がやる遊び……。




「そうだ！　めんこをやろう」

「めんこってなんだ？」

「なんにゃ？」

「えっとね、板をひっくり返す遊びなんだけど……」

　めんこに使える厚紙はないから木の板で代用出来るのかな？

　確か、薄うすい木の板なら家の裏にあった気がするな。

　自分は家の裏からめんこになりそうな木の板を10枚ほど持ってきて、裏表に傷を付けて簡易めんこの完成だ。

「完成だ」

「これがめんこか？」

「ただのきにゃ？」

「これは木を叩きつけて、相手の木をひっくり返せば奪うばえる遊びだよ」

　木の板を２枚並べて、試ためしに木がひっくり返るかやってみる。前世では子供の頃、得意だったからこれなら勝てるだろう。めんこはパワーよりも技わざが重要ではないかと思っている。




　バシッ！




　しーん……。

「むっ、ひっくり返らないか……」

　ちょっと木の板が重すぎるのかな？

「レイ、どうすればかちにゃ？」

「えっと、相手の木の板がひっくり返れば勝ちかな」

「なら、おれがやるぜ」

「ふっ。僕に出来なかったからブラットには無理……」




　バシッ！




　ペロン

　あっ、２枚もひっくり返った……。

「やった、おれのかちか？」

「う、うん。まぐれもあるからな……」

　バシッ！




　ペロン

「わたしもできたにゃ」

「おー、えれなもかちか？」

　エレナも試しにやったら２枚ひっくり返す事に成功していた。

「まじかよ……」

　その後、自分は言い出しためんこ勝負で未経験の２歳児達にボロ負けしたのだった……。

　この世界では転生のアドバンテージは通用しないのか？




　お昼はみんなで一いつ緒しよに食べるのだけど、シーラさんはうちの母親より料理が上手で、遊びに来てくれた時のお昼ご飯は美お味いしくなる。母親が料理下手というわけでもないのか、エリーさんも似たレベルらしい。

「にゃ～」

　エレナはよくシーラさんのご飯を食べている。

「シーラさんおいしいです！」

　そして、自分も久しぶりに美味しいご飯なのでいっぱい食べる。

「たべあきたぜ……」

[image: ]

　ブラットは毎日食べるからかあまり美味しそうに食べない。いや、好き嫌きらいはなさそうだから本当に飽あきたのだろう。

　しかし……。

「おい、ブラット！　それならたまにうちのご飯を食べてみろ！　シーラさんのご飯のありがたみが分かるぞ！」

「レイ、それはどういう意味かしら？」

　あっ、ちょっと余計な発言をしてしまった。

「……いや、お母さんのゴハンオイシイヨ？」

　その後、お母さんに思いっきり怒おこられた。

　くそっ、ブラットめ！

　こんなのんびりとした日常がずっと続けば良いと思っていた。

　最近の自分は、魔ま力りよく操作や魔力感知などを使い魔法の練習をしているが、大人には試せない疑問があった。２歳児になら大だい丈じよう夫ぶだろうという事で、今から自分はその疑問を解消する為ために、幼なじみ達に試したいと思っている。

　まずは魔力操作と魔眼を使い、ハンドの魔法を発動、展開してから、エレナの後ろにさり気なく回り込み、そして脇わき腹ばらをくすぐる。

　コチョコチョコチョ。

「にゃははははははっ」

　今度はブラットの脇腹をくすぐる。

　コチョコチョ。

「うはははっ！　きゅうにくすぐったい！」

「くすぐったくなったにゃ」

「おれも……」

　よし、実験は成功だな。

　やはり普ふ通つうの人は魔眼が無いとハンドみたいな透とう明めいな魔法を見ることは出来ないんだな。そう考えると、魔眼と透明な魔法は戦せん闘とうなどがあるなら良いかもしれない。

「なんなレイがあやしいにゃ……」

「たしかに！　あやしいぞ」

　考察に集中し過ぎてやり過ぎてしまったのか、ふたりに怪あやしまれてしまう。

「えっ……ちょ、待って」

　そして、ふたりにくすぐられた。

「あはははははっ、やめてっ！」

　悪いことをしたら倍返しで返ってきました。

　その後も、ブラットとエレナにシールドやボールなど魔眼でしか見えない透とう明めい魔法を目の前で見せたりしたが、やはり見えないらしい。エレナは若じやつ干かん反応しているようだが、見えていると言うよりは気配みたいなものを感じ取っているのかもしれない。

　この実験をふたりに試したのは、仮にふたりに魔法が見えたとしても、２歳児ならすぐ忘れてくれると思ったからだ。魔眼でしか見えない魔法は、見えない事が普通なのか、自分の魔眼が特別なのかは分からないけど、鍛きたえておいて損はないと思った。

　この世界は魔ま獣じゆうがいるらしくて、かなり危なそうだから出来る限り、自衛のために訓練はやっておきたいと思った。いつ、魔獣に襲おそわれるか分からないからな……。

　そして、今まで魔力操作の練習や実験として魔法を試してみて分かった事がいくつかある。まず、ハンドは魔力操作次し第だいで、触しよく手しゆの範はん囲いと触手の本数、触手の力に影響する。触手の本数を増やしたら範囲が狭せまくなったり、力が弱くなったりするので、ハンドの魔法で使える魔力の総量があり、それをパラメーターをいじる様な感覚で魔力を分配するのではないかと推測していた。

　今の操あやつれるハンドは小石位の大きさしか持てないけど、将来的に武器や盾たてなどを触手に持たせたら武器だけが宙に浮ういているように見えて強そうだ。と言うか格好いいから是ぜ非ひやりたい。

　シールドの魔法は、ハンドと同じで魔力の総量を面積や強度や枚数のどれかに必要量だけ割り振ふり、強くしたり多くしたりといった感じになる。今はまだ全身を覆おおうような面積は無いし、強度も枚数も使えるレベルではないが、ハンドと共に将来性はある魔法だと思うので積極的に練習していきたい。

　あとボールとボックスに関してはあまり必要性を感じなかった。ボックスは、スキル取得した当初にかなり試行錯さく誤ごしながら使い道を考えていたのだが、無理矢理に使うとしたら椅い子すの代わりや踏ふみ台しか思いつかなかった。

　しかし、他人に見えないボックスに乗ると、他人からは自分が宙に浮いてるように見えてしまうので人前では使えなかった。あと、ボックスの試行錯誤中にストレージというスキルも取得していた。この点に関してはボックスを使いまくって良かったなと思った。

　しかし、この２つのスキルの関連性がよく分からないな……。

　ボールも魔力の総量で、球の強度や大きさや届く範囲が決まるのだが、投げるにしても自力で投げるのなら、ハンドがあれば十分な気がするので必要性は無い。

　ファンタジー世界の定番魔法のファイヤーボールみたいに、撃うち出すコツがあるのだろうか？

　そして、これらの魔法は自分なりに実験してみた結果、１つの仮説を立てていた。

　それは周辺にある魔素と体内にある魔力を混ぜて、密度を上げたあと自分の魔力で覆い、それを操る感じだから魔力量と魔力操作を上げる必要があるのではないかと考えていた。魔力量を上げるには肉を食べないといけないのが憂ゆう鬱うつであり、どうせ食べるなら美味しい肉が食べたい。この世界にある食材は似たような見た目と味や名前があるのが鑑かん定ていにより分かっている。この事から、ほぼ間ま違ちがいなく地球からの転生か転移者がいると考えていた。

　知識チートをしたら転生者って事がすぐにばれそうだから、地球の知識はほどほどにしようと思う。その内、この世界の常識が書いてある様な本があれば両親に欲ほしいって言ってみようかな。似たものが有っても前世の常識で動いたら痛い目を見そうな気がするんだよな。




　アリアさんがモロットに来てから半年位が経過していたのだが、突とつ然ぜん旅立つ事になった。

　彼女が旅立つ理由は自分には聞かされていないが、両親は最初から知っているみたいだった。アリアさんはモロットに来た時から長くても１年と言っていたから、何かの合間にモロットへ来てくれたのだろう。

「レイくん、私の事は記き憶おくから薄うすれていくとは思いますが、同じ魔眼使いとしてプレゼントがあります」

「プレゼント？」

「はい。私がずっと身につけていた腕うで輪わなのですが、もらってくれますか？」

「はい！」

　そう言うとアリアさんは左手首につけていた腕輪を外して渡わたしてくれた。

「この腕輪はきっとレイくんの助けになると思います。調整型の私よりも完全制せい御ぎよの魔眼使いであるレイくんが持っている方がミリアも喜ぶでしょう」

「ミリアさん？」

「はい。この腕輪はミリアという親友が将来の魔ま導どう王おうに向けて遺のこした形見なのです。今は理解出来ないとは思いますが、腕輪と共に魔導王を目指してくれると嬉うれしいです」

　そう言ってアリアさんは自分にミリアさんの形見の腕輪を託たくして旅立って行った……。

　本当はもっといろいろ聞きたい事があったのだが、２歳児がいろいろ質問したら怪しいだろうと思って頷うなずくくだけにした。というか魔導王ってなんだ？

　完全制御の魔眼使いとか、ミリアさんの腕輪の件も謎なぞだらけである。

「レイ、アリアちゃんからもらった腕輪はつけてみないの？」

「ぶかぶかじゃない？」

　細身のアリアさんがつけていた腕輪なので将来的にはつけられるだろうけど、２歳の自分には明らかに大きかったので、まだつけてはいなかった。

「大丈夫よ。その腕輪は自動的にサイズ調整されるから」

「……え？」

　なにそのハイテク腕輪。この世界のアクセサリーはサイズフリーなのか？

　お母さんに勧すすめられるがままに腕輪をつけてみると、本当に自分の細い腕にぴったりのサイズに変化していった。

【魔眼結けつ晶しよう・魔ま喰くいの装着を確かく認にんしました……】

【魔眼結晶・魔喰との同期を開始します】

「えっ？」

　何かスキル取得以外で久しぶりに脳内アナウンスを聞いたのでびっくりしてしまった。

「どうしたの？」

「あ、なんでもないよ」

　腕輪を見ると、いくつかの宝石みたいなのが付いているのだが、これが魔眼結晶ってやつなのだろうか？

　試ためしに鑑定してみたが、鑑定不可と出てしまった……。

　鑑定不可なんてあるのか。

　こうしてアリアさんからの謎プレゼントを意味も分からずつけることにしたのだった。







　幼なじみ達と子供っぽい遊びをしながらもこっそりと魔力操作、鑑定などを使い続けること１年が経過していた。

　自分は３歳になったことにより、遂ついに今日から親公認の魔法訓練が始まる事になった。

　そして、今日の魔法訓練に合わせて父親も休みを合わせてきたらしくて、自宅庭には自分と両親の３人がラフな格好で立っていた。魔法訓練だから、ちょっとは魔法使いっぽい杖つえなどがあるんじゃないか？　と少し期待していたが、そんなものは無いらしい。




「今日は俺が魔法について教えるが、内容が難しくて分からないところもいっぱいあるだろうが、しっかり聞いているんだぞ」

「私はお腹なかの件もあるから見学しているわね」

「分かったよ!!」

　母親は妊にん娠しん中になり、間もなく２人目の子供が生まれそうな状態らしい。そんな理由もあり、父親が帰宅してるこのタイミングで魔法訓練になっていたのもあった。

「まずは難しい話は無しで、レイの魔眼について教えるぞ。とは言ってもレイやアリアみたいに魔眼を持っている者は極きよく端たんに少ないから、詳しよう細さいまでは俺にも分からない。これから話す事はアリアから聞いた簡単な基き礎そ知識だと思ってくれ」

　なるほど、魔眼はそんなにレアなのか。もし魔眼が強かったら実力を隠かくしたほうが良いかもしれないな。

「アリアさんがいれば良かったのにね」

「……ああ、そうだな。本来はアリアにも立ち会って欲しかったのだが、大切な旅に出ていくのを引き止められないから、仕方ない」

「そうだね」

　何となくお父さんが一いつ瞬しゆんだが悲しい顔をした気がしたけど、気のせいかな？

「俺も魔眼についてはレイが生まれてくるまではほとんど知らなくてな。アリアの話では２つの能力があるらしい。まず１つ目は魔眼保有者でも個人差が激しいらしいが、魔ま素そや魔力が見える様になる人が多いらしい」

「うん？」

　魔眼があるからと言って、全員が魔力などを見ることは出来ないのか。

「本人の持つ属性のみの魔力が見られるってのもあるし、アリアみたいに属性に関係なく魔素や魔力が見られる人もいるみたいだ。ハッキリとは分からないらしいが、魔眼の種類によって変わる傾けい向こうが強いと言っていた」

「そうなんだ」

　なら自分の鑑定の魔眼は後者になるのかもしれない。

「普ふ通つう、一部の者を除いてほとんどの人が魔素や魔力は見えない。当然、俺やソフィアも見えない」

　それは良い事を聞いたな。そしたら今、自分が覚えている魔法のほとんどが普通の人には見えないことになるのだ。

「レイは右目で見ると霧きりの様なモヤモヤしたものが見えないか？」

「うん。見えるよ」

「それが魔素と言われているものだ。そうなるとレイは魔素や魔力が見えるタイプの魔眼みたいだな。そして魔眼のもう１つの能力に関しては他人には分からない」

「え？」

　まさかの分からないのか!!

　びっくりし過ぎて変な顔になっていたらしく、父親がそれを見て苦笑いする。

「まあ、調べる方法はあるから安心しろ。心の中でステータスと考えれば、目の前にステータス画面というのが出てくるからレイもやってみろ」

　ああ、なるほど。魔眼のもう１つは鑑定みたいな固有の能力って意味か。ステータス画面が見えるのは一いつ般ぱん知識なのか、鑑定の魔眼についてはとりあえず正直に言うかな。

「鑑定の魔眼ってあるよ」

「鑑定の魔眼か。鑑定は貴重ではあるが鑑定する事が出来る魔道具があるからな。名前、年ねん齢れい、状態、属性が分かる。だがステータス画面にある様な職種とスキルは分からない」

　なるほど、そしたら自分の魔眼はむしろ隠す必要がないのか。道具でも代用出来る魔眼だと思ってもらった方が他人も安心かもしれないな。

　……ん？

　自分の鑑定は職種が分かるよな？

　それに成長スピードも分かるけど……。

　何か普通の鑑定と自分の鑑定は性能が違う気がしてきたぞ。とりあえず余計なことは言わない方が良いから鑑定初期には名前しか分からなかったからそう伝えるか。

「名前しか分からないよ？」

「ふむ……。最初だから名前しか分からないのかな。ステータス画面では表示されないが、スキルには練度というものがあってスキルは使い続けると上達する。今のレイにはまだ難しい話かもしれないな。とりあえず、レイの魔眼は危ないものではなくて安心したぞ」

「……危ないのもあるの？」

「風を操あやつったり、未来や過去が見えたり、魔素を吸収、見たものを石にしたり、麻ま痺ひ、魅み了りようなど過去の歴史でたくさんあったらしい。でも子供の内はほとんど効果が出ないから小さい内から訓練すれば大たい抵ていは制御出来るらしいが、能力次し第だいでは制御不能になる場合もあるらしい」

　石化とか魅了はやばいな……。

「そうなんだ」

「あとは歴史的に問題になったのが、制御不能になり暴発した事により大都市の半分を吹ふき飛ばしてしまった事件も……いや、この話はいいか」

「…………」

　その話、超ちよう恐こわいんですけど。なに、暴発して大都市破は壊かいとか……そんなの天災レベルじゃん？

「まあ、レイの魔眼については危なくないから、鑑かん定ていを無理に使い続けたとしても大だい丈じよう夫ぶだ」

「レイの魔眼が安全なもので安心したわ」

「ぼ、僕も……」

　自分も心配が減って良かったよ。

「次は無属性魔法と属性魔法について簡単な説明だけしておく」

「はい」

　おお、次は魔法かっ!!

　楽しみだな！

「無属性魔法と属性魔法とかは子供には難しいから今は簡単に説明するが、レイが大きくなったら学校で教わるだろう。今日はまず、基本的な魔法の実演と練習方法だな」

「うん！」

「レイには魔眼があるから無属性魔法などの上達は早いかもしれないな。貴族や冒ぼう険けん者などの子供は、親が魔法を使えるのもあるから、早い家では３歳から教え始めて５歳になる頃ころに１つ魔法を覚える位が普通だろう。優ゆう秀しゆうな子供なら４歳の頃には１つ魔法を覚える位だな」

「え……？」

　覚える数が少なくないか？

　自分は既すでに何個も覚えているとは言えないじゃないか。前世の記き憶おくがあるのもデカいけど、もしかして魔眼はすごいチートなんじゃないだろうか？

　ちょっと嬉しいな。

「まず俺が実演するから魔眼で見ると良いだろう」

「はい！」

「最初が一番難しいが無属性魔法のボールという基本の魔法を覚えてもらう。やり方は手のひらに魔力を丸く固めるイメージをする。魔眼が無い人は魔力が見えないし、感じないからイメージも出来ずに必ず苦労するが、レイの場合は魔力が見えるなら楽に出来るかもしれないな。レイは俺が出している丸い魔力が見えるか？」

　魔眼で父親の手のひらを見ると、自分が作るボールよりも高密度で綺き麗れいなボールが出来ていた。魔力操作の違いなのか、同じボールでも全然別物の魔法みたいだった。

　こういう差を感じると、基礎は必要だなと実感する。ゲームでいうレベルみたいなものだから応用力が高いはずだ。

「見えるよ～」

「流石さすがは魔眼だな。次は属性魔法を付ふ与よ……まぁ、加える事だな。レイの属性は雷かみなりだよな？」

「うん。なんで分かるの？」

「属性は髪かみの色に反映される事がほとんどだから、髪の毛や瞳ひとみの色で大体分かるぞ。中には特とく殊しゆなタイプで、髪の毛と瞳が違う色だったり、髪の色を変えている人もいるから、必ずではないけどな」

「そうなんだ」

　髪の毛の色を変えている人もいるのか……。

「あと俺やレイの使う雷属性はこっちの地域ではレアな属性で使う人数が少ないから、参考になる情報が少ない上に雷属性はスキル取得が特に難しいんだ」

「レア属性だから難しいの？」

「いや、属性付与する為ためには、雷をイメージしなくてはいけないが、レイは雷を見たことがないだろう？」

「うん。見たこと無い」

　前世で散々雷の実験などを見たりしていたとは言えないからな。

「こっちの地域は雷が少なくてな。実際に雷を見た事がある人なんてほとんどいない。それもあって雷のイメージをするのはかなり難しいから取得するのが大変なんだ」

　そうか、地域により火とか水に比べて雷は見る機会が少ないのか。そう言うと父親の手のひらのボールが、バチバチ音をたてて光りだした。まるでプラズマが出来てるような感じで凄すごいとは思うのだが、それよりも……。

「お父さん、眩まぶしい!!」

「ああ、悪い」

　そう言うと父親の雷属性を付与したボールは、急に電球位の明るさまで下がっていた。

「属性魔法の周りを更さらに魔力で覆おおうと何な故ぜか光と音が抑おさえられる。雷属性を人前で使う時はこれを出来てからが良いかもな」

　目め潰つぶしかと思ったよ!!

　でもこの光や音を消す技術は他ほかの魔法にも使えそうだな。

「そして、本来はこれを標的にぶつけるが、庭でやると大きな穴が空いて危ないから、今日はこれで終わりだ。これが無属性魔法に属雷性付与した属性魔法のサンダーボールだよ」

　そう言うと手のひらにあったサンダーボールは霧む散さんした。

「レイにはまずはボールの取得を頑がん張ばってもらう。それが出来たら次は属性付与だな。ボールは魔力を泥どろ団子のように固く丸めるようにしてごらん。分からなければお父さんかお母さんに聞けばいいから」

「うん！　分かった!!」

　もうボールは取得していますとは言えないので、後日出来たフリをするか……。

　これからも自分は隠れて魔法の練習をするのが決まったのだった……。




　現在、自分は生活環かん境きようを改善する為、とある魔法を取得する練習をしていた。

　それは、殺虫魔法である。

　この前お母さんに殺虫魔法があるかを聞いてみたが、そんな魔法は聞いたことがないと言われてしまった。

　自分としては虫がいっぱい徘はい徊かいしている家の中で寝ねたり食事をするのはストレスでしか無かった。最初は慣れるかなと思ったけど、前世での記憶が長いせいか虫に慣れるのは難しそうだった。

　それにしても、この世界に殺虫という概がい念ねんは無いのだろうか？

　そもそもこの世界には魔法が普ふ及きゆうしているからなのかは謎なぞだけど、科学が発展していないんだよな。殺虫剤ざいの成分なんて知らないから科学的なイメージで殺虫魔法を取得するのは……。

　そう言えばクリーンは細さい菌きんを殺してるみたいだけど、科学を知らないお母さんが使えていたし自分もイメージだけで使えるようになっていたな。それならクリーンの対象を虫に置き換かえれば殺虫出来るのかな？

　しかし、虫をイメージするって気持ち悪いな……。

　いやいや、快適な生活環境を整える為だから仕方ない。

　自分はそれから毎日、庭に出て嫌きらいな虫を観察してはイメージ力を付けていった。

「レイはなにしてるにゃ？」

「じめんばかりみてないであそぼうぜ」

「虫を観察してるんだよ」

「むしってなんにゃ？」

「むし？」

「虫が分からないか……」

　自分はブラットとエレナに土の中にいる虫をハンドを使い、掘ほり起こして見せてみる。この世界は何故かは分からないが、虫とかは前世の地球に凄く似ていた。竜りゆうがいるようなファンタジー世界なのにＧとかがいるのだ。

　Ｇは世界から殲せん滅めつしたいな……。

「これが虫だよ」

「にゃ、うねうねしてきもちわるいにゃ」

「おれはへいきだな」

　そう言うとブラットは普ふ通つうに虫を直接摑つかんでいた。

「うわ、よく触さわれるな」

「それでむしをさがしてなにしてるんだ？」

「その虫を倒たおす魔ま法ほうを考えてるんだよ」

「なんでだ？」

「何でって気持ち悪いからだよ」

「つぶせばはやいだろ」

　確かに、ブラットの言うとおり虫は直接倒した方が早いかもしれない。しかし……。

「その虫はのんびりしてるけど、速い奴やつだったり大量にいたら難しいだろ？」

「……そうだな」

「そういえばママがむしをまほーでたおしていたにゃ」

「えっ？　本当に？」

　エリーさんは殺虫魔法を使えるのか？

「つめたくして、パラパラにしていたにゃ」

「ああ、なるほど」

　エリーさんはエレナと同じ髪色だから、きっと氷属性なんだろう。多分だがエリーさんは虫を凍こおらせて殺しているのだろうと予測出来た……。

　しかし、自分には氷属性が使えないから、無理なやり方なんだよな……。

　何日か虫を調べては、虫を殺すイメージでひたすら魔力を込こめるという作業を繰くり返していた。

　その努力もあってインセクティサイドという謎魔法を取得する事が出来た。

　この魔法は、魔眼にしか見えない霧きりが散布されるのだが、人や動物には無む味み無む臭しゆうで反応すらしないのだが、虫にだけ効果があった。しかも、魔力を大量に込めると広こう範はん囲いかつ高こう濃のう度どらしくてＧですら瞬しゆん殺さつする神魔法だった。

　これで自分は菌きんと虫に対する特とつ攻こう魔法を手に入れたことになる。

　そして、インセクティサイドを家中に散布した次の朝、お母さんの悲鳴で目が覚めたので駆かけつけてみると、台所周辺の床ゆかに大量のＧや小さな虫の死し骸がいが散乱している場面に遭そう遇ぐうした。

　その後、お母さんがエリーさんを呼び出して瞬間冷れい凍とうしたのを袋ふくろに掃はき集めていた。お母さん達も理由は分からないが、虫の死骸を放置してはいけないという感覚があるらしい。

　今度は死骸を処理する魔法が必要なのか？

　自分の生活環境を改善する為の果てしない戦いは、まだまだ続くのだった。







　自分が３歳になってからしばらくしたら、自分にも可愛かわいい妹が生まれたのだった。

　妹の名前はフローラといい、母親にそっくりな青い髪に青い瞳をしており、属性は水だった。妹の顔は生まれたばかりなのもあり、お猿さるっぽいけど、きっと母親に似て美人になるだろう。

　モロットは小さい町なので、フローラと同学年の子は数人しかいなかった。自分の場合は幼なじみがブラットとエレナだが、同学年はもう少しいるらしいが見たことは無い。

　最近、母親のことをお母さん、父親をお父さんと呼ぶようになるのも違い和わ感かんが無くなっており、最初の頃ころのように両親が他人のようには感じなくなっていた。身体からだと精神が馴な染じんできたのだろうか？

　だからと言って、精神が肉体に引っ張られる事はなかったが、一応は子供っぽい演技をしているので、演技に引っ張られる感じはあった。あと、３年間ずっとお母さんを見てきて思ったのだが、子育ては初めてだったから良いとしても、家事全ぜん般ぱんが得意では無さそうだった。天然のおっとりしてる感じだけど怒おこらせてはいけない気がする。

　来年からはお母さんの家事手伝いをして良いとお父さんから言われてるので、今年は妹の面めん倒どうを見ようと思っている。

　まずは妹に嫌われないように頑張ろう。







　そういえば自分の見た目を３歳にして初めて知ったのだが、髪の色はお父さんと同じ金色で、瞳が右が黒で左が金色。自分で言うのもなんだけど見た目は良いほうかもしれない。

　ナルシストではない筈はずだが、かなり顔は整っている気はする。

　しかし、魔眼である右目は黒い瞳ひとみと言われていたが、黒というよりは灰色でぱっと見では失明してるように見えていた。そして魔眼を使うと瞳に謎の魔ま法ほう陣じんみたいなものが浮うかび上がるのだが、これはやはり魔眼でないと見えないものだった。

　鑑かん定ていをする度たびに瞳に魔法陣が浮かび上がっているのが普通の人に分かってしまうと、毎回魔眼を使っているのがバレてしまうので良かったなと思った。他の魔眼使いがどうか分からないけど、なんかゲームの敵キャラで出てきそうな感じだった。お母さんからは眼帯でもする？　と言われたが、全力で拒きよ否ひした。

　前世の悪い病気が発はつ症しようしてしまうからだ。




　最近、親公こう認にんになった魔眼、魔力操作、鑑定を頑張りながら体力作りも頑張っている。

　お父さんの話では外に出るには戦えなくとも逃にげるために最低限の体力作りが必ひつ須すになるらしい。どうも自分の体力は平均的に見ても低いらしく、両親からもいろいろアドバイスを受けているのだが、あまり成果は良くない。

　前世で運動したことがほとんど無かったから、精神的にかなりしんどいし、もしかしたら身体の使い方が前世の記き憶おくに引っ張られて悪いのかもしれない。

　可能ならば身体強化などが出来ないかと考えているのだが、魔力が血管を流れている感じだけど、身体強化だと筋肉か骨を強化するイメージだろうか？　とかいろいろ考えはしたが成長期に余計な強化をして背が低くなったりしたら最悪だから未いまだに試ためせてはいない。

　だから今はアイデアだけを考えて、成長したらいろいろ試してみようと思っている。

　あと最近、魔力操作を練習している一いつ環かんで、ボックスを活用出来ないか考えている。第一に試したいのが建築物などの型かた枠わくに使用する事は出来ないかを考えている。

　魔眼で魔力を確認しながらイメージを鮮せん明めいにすれば出来そうではあるがまだ出来ていない。

　型枠が作れたら建築、土木、料理と活用法は無限であると思う。

　無属性魔法の説明を聞いてから魔力操作で試行錯さく誤ごしながらいろいろな事に挑ちよう戦せんしていたら、魔力自体は形がないものだけど、魔力操作を使えば固めたりも変形も自由なので、かなり万能なものだった。

　しかし魔力を使った無属性魔法は一いつ般ぱん的には使い道の薄うすいものとして認識されており、属性魔法を使う手前に覚えるだけのものとされていた。

　魔眼のように魔力が見えるか、感覚で分かる天才肌はだの人しか分からないのと魔力操作でかなり練習しないと実用レベルまでいかない。見えないものに努力するなら目に見え、しかも活用し易やすい属性魔法が普及するのは当然だろう。

　それなら自分の持って生まれたアドバンテージは生かすべきだろう。

　それに魔眼保有者達も、他の人に感知されづらい無属性魔法の利点をわざわざ教える必要はないから認知度も低いのかもしれない。

　でも元々争いの少ない世界で育った自分としては護身と生活改善に力を入れたいと思う。少し冒ぼう険けん者も憧あこがれるけど、ネットゲームの時もプレイヤースキルが無くてよく死んでいたしな……。




　多分、今世も戦う才能は無い気がする。











第３章　世界






　この前、言っていた世界の常識が分かる本をお父さんにそれっぽく欲ほしいと言っていたら、お父さんはすぐに自分達が住んでいる世界の歴史を絵本にした分かりやすい本をもってきてくれた。依い頼らいを受けている貴族とは仲が良いらしく、子供が絵本を読みたいと言っていたという話になったら、譲ゆずってくれたらしい。

　貴族の家庭にも自分と似たような年ねん齢れいの子供がいるらしいからちょうど良かった。絵本だとしても少しでも歴史の勉強が出来るのはとても助かると思った。

　あとちょっと気になったのが、その貴族の子供が女の子でお父さんが自分の自じ慢まんをするものだから興味をもっているらしくて、一度は会ってみたいと言っているらしい。貴族の女の子って、許嫁いいなずけにされるパターンじゃないのか？　とかいろいろ考えてしまった。

　出来れば許嫁とかは止やめて欲しいな。




　お父さんからもらった絵本によると……。

　この世界の本当の名前は遠い昔に忘れ去られ、世界の人々は世界を５つに分けて名前を付けていた。

　そして、自分達が住んでいる地域はイーストエンド地方と名前を付けたらしい。この地域は人類が住める最東とう端たんというところから来ているみたいだ。

　ここの土地は昔、邪じや神しんと神の使徒との最終決戦があった場所で、数百年にも及およぶ戦いだったらしい。

　神の使徒とは神の能力を継けい承しようした14人の英えい雄ゆうの事で先頭に立ち戦ったらしい。

　７つの美徳スキルを継承した聖人７人。

　７つの大罪スキルを継承した魔ま王おう７人。

　ゲームや物語で魔王と言えばラスボスの代名詞だけど、こっちの世界では英雄達だったのか。

　この14のスキルは固有スキルと呼ばれ、誰だれかが亡なくなると世界でもっとも適した人物に継承されるもので、固有スキルの中でも特とく殊しゆな部類になる。

　だから必ず世界には14人の英雄達がいることになる。神にダメージを与あたえられる者は、神のスキルを継承した人物だけで、スキルを継承すると授さずけた神には逆らうことが絶対に出来なくなる決まりがある。

　とても神にとって便利なシステムだな……。

　見方によっては神によるボードゲームみたいな印象すら受けるな。

　長い邪神との戦いが続いていたのだが、とある時代に神のスキルを継承した14人が歴代最強クラスの力を持っていた世代があった。

　それを神々は最後の機会と考えて、持てる最大の加護を14人に与えた。

　しかし、それでも邪神は倒たおせなかったらしい。

　最後の手段として聖人、魔王は命と引き換かえに邪神の力を14分ぶん割かつし、巨きよ大だい結けつ晶しようへ封ふう印いんする事に成功した。

　邪神本体は神の住む世界に封印して……。

　14個の巨大結晶は大陸内にわかりづらい様に封印されており、そのうちの７つが封印されているのがイーストエンド地方で、もう７つは最西せい端たんに封印されている。

　巨大結晶は神が浄じよう化かしても微び量りようの力が漏もれ出していて、それが魔素になっている。

　イーストエンドの大地に火・水・風・土・木・闇やみの６個の巨大結晶、天空に時の１個の巨大結晶があり、魔素によりそこに住む人々には他ほかの大地より多くのスキルを取得することになり、この大地は繁はん栄えいしたのでした。

　この本には実話って書いてあるけど、話がデカすぎて噓うそ臭くさい。現実に魔王とか神はいるらしいから本当なのか？

　魔眼で見たときにうっすら魔素が大地から湧わいているのが見えていたのは不思議だったけど、大地から魔素が出ていると考えればあってるのかな。

　あとは時の魔素が天空から（？）漏れているとしても、魔眼で見えないのは何でだろう？

　ある程度の実話が入ってるけど、売る為ために脚きやく色しよくした物語みたいなものかな。




　お父さんから世界の歴史を書いた絵本をもらってから数ヶ月が経過したのだが、その間も何冊もの絵本をもらって来てくれていた。

　あまりに自分の興味のありそうな絵本ばかりもらって来てくれるから大だい丈じよう夫ぶなの？　と聞いたら、もういらない絵本をもらって来ているから大丈夫だと言っていたが、とても嫌いやな予感がしていた。この世界の貴族がどんなものかは知らないが、自分のイメージでいう貴族がそんなに無む償しようで絵本をくれるとは思えなかった。とは言え、前世でも貴族なんてラノベの世界でしか知らない激レアなものだが……。




　そして、数週間後に嫌な予感は的中するのだった。

「ちょっと、レオン！　どうするのよ!?」

「いや、遊びに来るくらい平気だろ……？」

　お母さんが珍めずらしくお父さんを怒おこっていた。

　何が起きたのだろう？

「お母さん、どうしたの？」

「あっ、レイ。レオンが懇こん意いにしてもらっている貴族が明後日あさつてに来るって約束を勝手にしてきたみたいなのよ」

「え、お父さん……本当に？」

　まじかよ。

「ああ、だけどソフィアが急に怒りだしてな」

「ちなみに、お父さんは貴族の人が来たとしてどこに泊とまらせるの？　うち？　宿屋？　うちは論外として、モロットにそんな豪ごう華かな泊まる場所は無いよ？」

「ほら、３歳のレイですら気が付く事を何であなたが気が付かないのよ」

「いや、流石さすがに聞いたぞ？」

「そしたら何て言ってたの？」

「うちに泊まるので良いらしい」

「レオン!?　何でそんな事を勝手に！」

「マジか……」

　うちの家はモロットの中ではちょっと広いかもしれないけど、貴族を呼べるほど広くはない。幼なじみのブラットやエレナを呼ぶのとは訳が違ちがう筈はずだ。

「いや、まてまて。ふたりは勘かん違ちがいしているかもしれないが、貴族と言っても来るのは息むす子こと娘むすめの２人と護衛だけだ」

「え、何で子供だけで来るの？」

　貴族がモロットに来るのですら意味が分からないのに、子供だけで来るとか理解不能である。

「レオン、細かく経けい緯いを話しなさい」

「ああ……」

　お父さんの話では、貴族の息子が５歳で娘が３歳なのだが、娘の方は魔法の訓練を始めてから半年ほど経過しているのだが結果が良くなかったらしい。

　そして、たまたま親同士の子供自慢話を聞いて、同い年の男の子が魔法の才能があるという事を知り、自分に興味が湧いたらしい。そこで貴族の娘は自分に会いたいと言い出したのだが、お父さんは息子を王都まで連れてくるのは無理だと話したら（お母さんとの話し合いで子供は学校へ行くまで遠出をさせないと決めているらしい）、娘が会いに行くとわがままを言い出したらしい。

　しかし、貴族の親は仕事が忙いそがしくてモロットに来る時間は無いので護衛と娘だけで来る筈はずだったが、最終的に息子まで来ることになったらしい。

「それにしても子供と護衛だけで来て大丈夫なの？」

「それは道中が危ないという意味か？」

「うん」

　自分を町の外に出さないのは、町の外で危機が発生した場合に３歳児がいては危ないという意味らしいので、自分以上に貴族の子供なんて慎しん重ちようになるべきではないだろうか？

「それは大丈夫だ。グラン特とく殊しゆ騎き士し団だんの数名が護衛する筈だから、仮に竜りゆう種しゆが出ても大丈夫だ」

「お～、なんか強そうだね。お父さんよりも強いの？」

「はははっ、俺の方が強いに決まっているだろう」

「へ～、お父さんって凄すごいんだね」

　グラン特殊騎士団の強さが分からないが、話の流れ的に強そうなのに更さらに強いとなるとお父さんは相当強いのだろうか？

「そうだぞ、お父さんは凄いんだ！」

　めったに自分がお父さんを凄いとは言わないから凄く自慢顔だった。

「レオン……問題は道中の話ではないのよ？」

「あ、はい……」

　表情が一気に申し訳ない感じになっていた。表情が急変してちょっと面おも白しろいな……。

「それで泊まるところはどうするって言っていたの？」

「ああ、子供達はうちで泊まらせて、護衛達は町の宿屋に泊まるらしい」

「レオン、何の準備もしてないから無理よ？」

「いや、普ふ通つうの生活を体験させるのも良い経験だってジュラエルさんが言っていたからさ……」

「ジュラエルさんが言うなら良いのかしら……？」

　うちにある寝しん具ぐなんて子供の自分が言うのもアレだけど、かなり質素なんだけど、ジュラエルさんという親は理解しているのかな？




　貴族の子供がモロットに来るという話は一気に広がり、到とう着ちやくする当日は初めて見る町長を始めいろいろな人が出で迎むかえの為に入口に来ていた。町長とか宿しゆく泊はく施し設せつの人は突とつ然ぜん過ぎて大変だろうな……。

「レイはその子にあったことあるのか？」

「いや、ブラットと一いつ緒しよでモロットから出たこと無いから、あるわけないじゃん」

「そうなんだ。つよいやつなのかな？」

「ブラット、偉えらい人だから戦ったり怪け我がをさせたら駄だ目めだからね？　問題になっちゃうよ」

　最近、ブラットが脳筋体質だなというのが分かっていた。エレナは逆に頭が良さそうだけど、たまにウッカリミスをしたりするタイプみたいだ。この前も自作のオセロゲームを一緒にやっていたら、強いけど眠ねむいのか集中力が弱い印象だった。

「そうだにゃ、あとでママがレイの家に行くらしいにゃ」

「エリーさんが？　じゃあエレナも来るんだね」

「いくにゃ」

「おれはオヤジにてつだいをやらされるんだよな……」

「へ～、ブラットがガインおじさんの手伝いって珍しいね」

「いつかかじってやつをおぼえさせるためらしい」

「なるほど、小さいうちから覚えさせるのか」

　まあ、３歳から覚えさせるのは早過ぎる気はするが、この世界の子供は何な故ぜか成長が早い気がするので、前世のイメージ的には４歳か５歳位ではないかと思っている。

　もしかしたら魔ま物ものみたいなのがいるファンタジー世界だから、それに合わせて成長速度も早いのかもしれない。

「おっ、あれじゃないのか？」

「ん？　どれ？」

　ブラットが貴族の一団を見つけたらしいが、自分にはまだ見えてなかった……。

「あれだよ。いっぱいのひとがいるぞ」

　ブラットの指差す方向をじっと見ていると豆まめ粒つぶみたいな大きさで何かが見えるが、ブラットはあれが見えているのかと分かると驚きよう異い的な視力だなとビビった。

　しばらくしたら確かに２台の馬車と護衛らしき騎士が何人か見えてきた。あれがお父さんの言っていたグラン特殊騎士団の人達か。グラン特殊騎士団の人達は、顔を出しているが全身真っ黒な鎧よろいに、化け物じみた大きさの黒い馬に乗った人が６人もいた。漆しつ黒こくの鎧に黒い馬って憧あこがれるな。

　その騎士達のあとを２台の馬車がこちらに向けてゆっくりと走っていた。




　貴族の一団が町の中に入り、馬車が止まったタイミングで、モロットの町人達は一いつ斉せいに歓かん迎げいの声せい援えんを送っていた。

　そして、止まった馬車にお父さんとお母さんが近寄った。

「ザビーダ騎士団長、わざわざお疲つかれ様です」

「これはこれは、レオン様。わざわざ出迎えてくれてありがたい。ソフィア様もお久しぶりです」

「以前はありがとうございました。無事に息子と娘が生まれました」

「レオン様とソフィア様の子供ですから、我々も将来が楽しみですよ」

　両親と騎士団長が話をしていたら、馬車から２人の子供が降りてきた。

　あれが貴族の子供だというのがすぐに分かる位には良い服を着ているし、何となくだが一いつ般ぱん人にはない気品みたいなのがあった。男の子の方は既すでに腰こしに小さな剣けんを装備しており、白馬がいれば確実に絵本に出てくる王子様と間違えてしまいそうな位、イケメンな上に立ち振ふる舞まいが紳しん士し的な感じだった。女の子は逆にお姫ひめ様みたいなドレスを着ており、こちらは３歳なので挨あい拶さつなどは多少はぎこちなかった。

「あれが貴族か……」

「おれたちとはちがうかんじがするなっ！」

「そうだにゃ。あんな服を着てみたいにゃ」

「エレナもいつかはドレスみたいなのを着てみたいの？」

　やっぱり、エレナも女の子だからお姫様みたいなドレスには憧れるのだろうか？

「一度は着てみたいにゃ」

「なるほどね……」

　いつかはエレナにドレスみたいなのを着せてあげるのも悪くないな。エレナは普ふ段だんは男の子っぽい動きやすい服装をしているけど、お姫様っぽい服装も似合いそうな気がする。そう言えば前世でコスプレ衣い装しようを作るのを頑がん張ばった記き憶おくがあるな。

　エレナみたいなリアルネコ耳少女にドレス……。

　何か創作意い欲よくが湧いてきたぞ。

「エレナ、もし僕がエレナに似合うドレスを作ったら着てくれる？」

「本当かにゃ!?　絶対に着るにゃ！　楽しみだにゃ～」

「いや、もし作ったらだよ？　って聞いてないな……」

　エレナは自分がドレスを作ってあげるという事に凄く喜んでしまい、今いま更さら作らないかもしれないとは言えない状じよう況きようになっていた……。

「今からレイの作ってくれるドレスが楽しみだにゃ～」

　エレナはそんなにドレスが着たかったのか……。

「おれはいつものふくがいいな。あれだとうごきにくそうだしな」

「ブラットは相変わらず動きやすさ重視なんだね……」

　自分がそんな話をしながら貴族の子供を遠くから見ていたら、お母さんだけがこちらに向かって歩いてきた。

「レイ、私達は先に帰りましょう。レオン達は町長とか騎士団長と滞たい在ざい中の相談があるらしいわ」

「貴族のふたりは？」

「もちろんレオン達と一緒よ」

「分かった」

　ブラットとエレナに挨拶をして、自分とお母さんは家に帰ってきた。




　数時間が経過したらお父さんと貴族のふたりだけがうちに来ていた。騎士団長とかは同行しなくて良いのか？

　それからリビングには貴族ふたりと自分とお母さんとお父さんという５人が机を囲んで座っていた。ちなみに妹は自分が生まれた時に寝ねていたベッドですやすやと眠っている。

　そしてお母さんが自分の紹しよう介かいをしてくれた。

「アルフレード様、テレーザ様、こちらが息むす子このレイです。よろしくお願いしますね」

「初めまして、レイです。よろしくお願いします」

「なるほど、君が噂うわさのレイくんだね。私はアルフレード・グランだ」

「わ、私は、テレーザ・グランです……」

　軽く挨拶してみてふたりから受けた印象はかなり違ちがい、アルフレード様からは何となく敵対心みたいなものを受け、テレーザ様はビクビクしていて人見知りしているのかな？　という印象を受けていた。

「ってか、グランってもしかして……？」

　この国の名前がグラン王国で、名前にグランって付くって事は王族関係者なのか？

　というか、この世界に家名を付ける風習があるとは思わなかった。

「アルフレード様とテレーザ様の父親は国王の弟なんだよ」

「うわっ、お父さんはそんな凄い人達をうちに泊とめようとしてるんだ……」

「そうなのよ。王族を一般人の家に泊めるなんて通常では有り得ない事だわ」

　貴族とは聞いていたけど、王族だなんて聞いてないぞ。

　流石さすがに貴族や王族のシステムが分からなくても、一般人の家には泊まらないのは分かる。

「す、すみません。私がどうしてもレイさんに会ってみたかったので、おとうさまにお願いしたんです」

「えっと、僕に会ってみたいって……僕は普通なんだけど……」

「王国の英えい雄ゆうであるレオン様があれだけ褒ほめていたのだ。凄くないわけがないだろう」

「アルフレード様、俺に様は付けないで欲しいのですが……」

「何を言ってるのですかレオン様！　英雄を呼び捨てになんて出来ませんよ！　ああ、私もレオン様の子供に生まれたかった……」

「アルフレード様、止やめてくださいよ。凄すごく恥はずかしいですから」

　アルフレード様はお父さんのファンなのか？

「レオン様と一緒にいられるレイくんが羨うらやましい……」

　あ、何かアルフレード様から敵対心みたいな感じを受けていた理由が分かってきたぞ。

「すみません、兄はレオン様の大ファンで……それでレイさんが凄くうらやましいみたいなんです」

「やっぱりそうなんですか……」

「はい。私はレイさんに会いたく、兄はレオン様の家に泊まりたかったので、おとうさまにふたりでお願いしたんです」

「ああ、お父様を説得するのは大変だったな」

　なるほど、子供ふたりの願いを叶かなえた結果が、子供と護衛だけでモロットみたいな田舎いなか町に来ることになったのか……。

「うちに来るのはそういう理由だったんですね」

「はい。それでレイさんにおねがいがあるんですが……」

「えっ、僕にお願い？　僕に出来る事ならやりますけど……」

　流石に王族関係者のお願いを断る気はないが、自分に出来る事なんてあるのか？

「ほんとうですかっ!?　ぜひ、私に魔ま法ほうを教えて欲しいんです！」

「僕がテレーザ様に魔法を？　僕はまだ魔法を習い始めたばかりなんですが……」

　魔法を教えるなら詳くわしい人に教わるのが一番良いはずなのだが、何故自分に教わりたいのだろうか？

「それはわかっているのですが……」

　テレーザ様は言いにくいのか、黙だまってしまった。

「テレーザ、ひとりでお願いすると言っていたのに、仕方ないな……。あとは私から説明するよ」

　アルフレード様の話では、テレーザ様は３歳になる前から魔法に関する英才教育をされていたらしいのだが、全く魔力の反応すら無いので誰だれもテレーザ様に教える事が出来なかったらしい。

　魔法に関しては周りから諦あきらめられてきた時、お父さんから同い年である自分の事を聞いたらしい。それを聞いたテレーザ様は同い年の自分に教われば、大人に教わるより分かるかもしれないと考えたみたいだ。多分、大人の説明方法が難しいから、子供の自分からなら説明が分かりやすいと考えたのだろう。

　それを聞いて、テレーザ様の考えていることも分からなくはないのだが、自分は普ふ通つうに無理じゃないのか？　と思ったが、やらない内から無理とは言えないので町に滞在中なら大だい丈じよう夫ぶですよと伝えておいた。ちなみに滞在期間は２週間近くあり、その間だけはお父さんも護衛任務的な感じでお金が出るらしく、家にいるみたいだ。




　そうしてテレーザ様の魔法レクチャーが始まった。

「テレーザ様は魔力を操あやつるための魔力操作スキルはありますか？」

「レイさん、様は付けなくて良いですよ」

「え、でも……」

　自分とテレーザ様から少し離はなれた位置にアルフレード様がいるのだが、仁に王おう立だちをして見つめているので不用意な発言をして怒おこられないか気になってしまうので、チラッとアルフレード様の方を見ると力強く頷うなずいているので、許可が降りたと解かい釈しやくする。

「じゃあ、テレーザさんで」

「はい。それにおにいさまはじゃまなのであっちにいっていてください」

「なっ、テレーザ、兄を邪じや魔まとは……」

「レイさんが緊きん張ちようしてしまうのでじゃまです！」

「くっ、分かった。レイくん、後で話があるからな！」

　そう言いながら、テレーザさんに邪魔だと言われたアルフレード様は自分の周りから退散していった。

「えぇ……」

　後で話ってなんだろ……。

「これで魔法の練習に集中できますね。それで魔力操作スキルですが、私は使えません」

「そうなんですね。ならまずは魔力操作を覚えるところからやった方が良いのかな？」

　魔力操作の取得から始めたら２週間なんてあっと言う間に終わってしまいそうだな。

　と思っていたが、なんと魔力操作は３時間程ほどで取得してしまった。

「レイくん、やりました！　初めてスキルを覚える事が出来ました。やっぱりレイくんに見てもらって良かったです」

「いや、僕はほとんど何もしてないよ」

「そんなことないですよ。今までの先生は魔力操作を覚えろとは言いませんでした」

「えっ？　そうなの？　それじゃあ、どうやって魔法を……」

「私の属性は光なのですが、ひかる球をイメージしろとか、傷をなおすイメージをしろとかでした」

「うん、それじゃあ難しいかもね」

　単純に先生の教え方が悪いのか……。

　しかし、テレーザさんが魔力操作に集中しているときこっそりと鑑かん定ていしたら怪あやしいスキルがあった。

「レイさん、どうしましたか？」

「テレーザさんは天使の因子って分かりますか？」

「いいえ、天使の因子という言葉は分かりません。天使とは絵本に出てくる神の使いに関係あるのですか？」

　うーん、どういうことだ？

　テレーザさんすら分からないスキルが自分の鑑定には表示されていたのは言わない方が良いかな。貴族の人を勝手に鑑定して良いのか分からないし……。

　しかし、自分の直感的には話した方が良い気がする。

「えっと、僕には相手のステータスを調べるスキルがあるのですが、先ほどテレーザさんを調べたら天使の因子というスキルがあったのです。それと勝手にステータスを見てごめんなさい」

「ステータスを見たのは大丈夫ですよ。他ほかの先生も見たりしていましたから。でも私にそんなスキルがあるのは初めて知りました」

「出来れば他の人には秘密にして欲しいんですけど、僕のステータスを調べるスキルには、通常では調べられないものも分かるみたいなんです。だから天使の因子というスキルも通常は分からないのかもしれないです」

「レイさんはすごいスキルを持っているんですね！　うらやましいです！」

　テレーザさんはステータスを調べられた事や知らないスキルがあったのも気にしないという感じで、自分のスキルを笑え顔がおで褒めてくれた。

　もしかしたら天使の因子とは天使みたいな性格になるとかそんな効果だったりして……。

「レイさんは他にどんなスキルがあるんですか？　是ぜ非ひ見てみたいです！」

「うーん、どうだろう……」

「ステータスを見るスキルみたいに内ない緒しよにしますから、見てみたいです」

「いや、見せるのは良いんですが、僕の使えるスキルは見えないのばかりなんですよ。だから見ても面おも白しろくないですよ」
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「……？　見えないのにどうやって使っているんですか？」

「僕の眼めって色が違うじゃないですか」

「はい。綺き麗れいなゴールドとグレーですね」

「これは魔眼ってもので……」

　自分はあまり人に魔眼の説明をする気はないし、スキルの話もしないのだが何な故ぜかテレーザさんには話しても良いかなという気になったので、転生者である事や赤あかん坊ぼうの時から記き憶おくがあるのをぼかしながら、いろいろ魔眼を使った訓練方法や自分なりの魔力操作などを話していた。

　そしたら、テレーザさんの自分を見る目が変わり……。

「レイさんは魔法の練習を始めたのは私と同じ位ですよね。それなのにいっぱいいろいろ考えてるなんて凄いです！」

　赤ん坊の時から３年間も考えていた訓練方法を話したのだが、テレーザさんには訓練を始めて数ヶ月でいろいろなアイデアを出す天才に映ってしまったらしい。

「あ～、そんなには凄くないよ……」

「おにいさまみたいに自じ慢まんしないのも素す敵てきですね！」

「いや、本当に凄くないからね？」

　なんかズルして手に入れたみたいなものを純真な心の少女に褒められると恥ずかしくなってきた。

　その後、テレーザさんは自分の事を尊敬できる先生みたいに思ってしまい、自分が考えて実じつ践せんしていた魔力操作の訓練方法を一いつ生しよう懸けん命めい練習していた。魔力の形は見えないので自分が細かくどんな状態かを伝えながら頑がん張ばっていた。テレーザさんは頭も良く、魔力操作も理解して練習しているので魔法の取得はすぐかなと思われた。

　しかし、テレーザさんは３日が経過しても魔法を覚える事はなかった。

　おかしいな……自分がこのレベルの魔力操作を出来た時には魔法スキルを取得していたと思うんだけどな。

　テレーザさんには何が足りないんだろうか？

　ひとりで考えるより両親に相談した方が早いかなと考えて、テレーザさんの事を相談してみた。

「なるほどな。俺達には魔力が見えないから分からないが、レイが言う事から考えるとテレーザ様には魔法の才能が無い可能性があるな」

「才能が無い……」

　流石さすがにテレーザさんに才能が無いとは言えないな……。

「いや、勘かん違ちがいするなよレイ。魔法の才能が無いだけで他の才能はあるはずだ。特にグラン王国の王族は守りに特化したスキルを取得する人も多いからまだどんな才能に目覚めるかは分からないんだ」

「そうなの？　良かった」

「どちらかというとレイみたいな魔眼で魔力が見える方が稀まれだからな。普通は魔力の方は分からないから５歳位まで頑張ってみて、才能があるか無いかを判断するものだからテレーザ様は運が良いと言えるな」

　なるほど、そういう考え方なのか。

　しかし、そうなるとテレーザさんの才能って何だろう？

「レイ、エレナちゃんが遊びに来たわよ」

「そっか、今日はエレナが遊びに来るって言ってたね。僕が遊んでいる間、テレーザさんはどうしますか？」

「エレナさんとは何して遊ぶんですか？」

「遊ぶというか、模も擬ぎ戦の真ま似ね事ですね」

「もぎせん……？」

「えっと、木の剣けんとかを使って戦う感じです」

「そうなのですね。私も見に行ってもいいですか？」

「僕は良いんですけど、見ていてもそんなに面白くないですよ？」

　模擬戦とは言うが、ほとんど自分がエレナに翻ほん弄ろうされるだけの戦いだからな。自分としては近い年で、自分よりも戦いの才能があるエレナやブラットに負けても良いから模擬戦をする事はプラスになると思っているけど、観戦するとなると退たい屈くつなのではないだろうか？

「私は大丈夫ですから、レイさんの戦いを見てみたいです」

「基本的にはボロ負けですけどね」

　そんな話をテレーザさんとしていたら近くにいたアルフレード様が突とつ然ぜん話に参加してきた。

「模擬戦とは面白そうだな。私も参加しよう」

「えっ……」

「なんだ？　テレーザは参加しても良いのに私が参加するのは駄だ目めなのか？」

「いえ、見学は良いのですが、アルフレード様の言う参加とは模擬戦をやるって意味ですよね？　流石に木の剣だとしてもアルフレード様に武器を向けるのは駄目ではないかなと思いまして」

「なるほどな。しかし、私も来年からは学校に通うのだ。模擬戦位はしても構わないだろう」

　いやいや、アルフレード様が良くてもこっちは責任があるんですよって言いたくなったが、お父さんの方をチラッと見たら、やはり困った顔をしていた。

「アルフレード様、やはり見るだけにしませんか？」

「ふむ、もしかしてレイくんは私に怪け我がを負わせられると勘違いしていないかい？　私はこれでも天才魔ま法ほう使つかいと呼ばれているのだよ」

「いえ、まさかそんな事はありませんが、事故が起きるかもしれませんし……」

　それに自分には怪我させるのは無理でもエレナなら勝ってしまうかもしれない。

　しかし、自分で天才魔法使いって言ってるけど、どうなんだろう？

「レイさん、おにいさまがああ言ってるので仮に倒たおしても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「えっ、いいの？」

「はははっ、テレーザの言うとおりだ。仮にだが、私を倒しても問題には一いつ切さいしない」

「それならいいんですけど……」

「レイ、私も見てるから大丈夫よ。片かた腕うでくらいなら吹ふき飛んでも問題なく治せるわ、だけど頭と心臓は治せないから駄目よ」

「お母さん……それは大丈夫って言わなくない？」

　片腕が吹き飛んだら大問題だと思うんだけど、何が大丈夫なのだろうか？

「私は回復魔法が得意だから片腕くらいなら瞬しゆん時じに治せるのよ」

「マジで？」

　回復魔法ってそんな便利なものなの？

「流石ソフィア様ですね。王都ではレオン様と同じくらい人気があるだけはありますね」

「お母さんも有名人なの？」

「……まあまあ有名かしら。でも、あまり目立つのは好きじゃないのよ」

「へ～、お母さん凄すごいんだね」

「レイ、俺も凄いんだからな？」

　自分がお母さんの事を凄いなぁと褒ほめていたら、お父さんも褒めて欲しいのか、凄いんだアピールしてきた。しかし、アピールされると微び妙みように褒めたく無くなったので無視する事にした。

「それじゃあテレーザさん、エレナも外にいるだろうから一いつ緒しよ行こうか」

「はい！」

　エレナが自由気ままな猫ねこっぽい妹みたいなイメージなら、テレーザさんは従順な賢かしこい犬っぽい妹にみたいに感じてきていた。まあ、エレナは実際に猫だが……。




　テレーザさんも一緒に外へ出るとエレナとエリーさんが待っていた。

「にゃ？　今日は人がいっぱいにゃ」

　普ふ段だんより人数が多いからエレナはびっくりしていた。普段は自分とブラット位だからな。

「うん、今日はアルフレード様とテレーザさん、あとお母さんも一緒に行くことになったんだよ」

　テレーザさんとの魔法訓練は家の庭でしているが、模擬戦になると庭では狭せまいので近くの公園みたいな広場に最近では行くようになっていた。お母さんの話では町の外に隣りん接せつしている本格的な訓練場もあるらしい。

「ソフィアが行くなら私もいこうかにゃ」

　エリーさんも模擬戦を見に行くと聞いた瞬間にエレナのしっぽと耳がピクンッとなったあと、シナシナとしっぽが垂れていていく。エレナがこんな反応をするなんて珍めずらしいな。

「ママは来なくていいにゃ……」

「エレナは模擬戦をエリーさんに見られたくないの？」

「そうにゃ、ママは戦いになると厳しいから嫌いやなんだにゃ。きっとあとで怒おこられるにゃ」

「そうなの？」

　エレナがこんなに嫌がるってどんなスパルタ教育なんだろう……。

「エリー、そんなにエレナちゃんへ厳しくしてるの？」

「そうにゃね、５歳になる頃ころにはある程度の形にしたいと思ってるからにゃ」

「５歳って普ふ通つうなら初めて戦せん闘とうの基き礎そを学ぶレベルよ？」

　そうなのだ。自分達は３歳から魔法の練習や模擬戦を普通にしているが、これはモロットの４歳や５歳と比べれば分かるが、異常な事なのだ。

　いくらこの世界の子供は成長が早いと言っても、きっと他ほかの同年ねん齢れいは言葉がやっと話せて遊んでいる位な筈はずだ。まあ、モロット基準だから他の町は分からないが、そんなには変わらないと思う。

「それは分かっているにゃ。だけど、エレナとブラットくんには頑張ってもらわないと駄目なんにゃ」

「僕は大丈夫なの？」

「レイくんはそのままで十分だと思うにゃ。ちなみに私は見に行くからにゃ」

　幼なじみの中でエレナとブラットだけを厳しく指導するのには意味があるのだろうか？

「にゃ～」

　肩かたを落としながらエレナは近くの公園にとぼとぼと歩いていった。

「レイさん、エレナさんとはどういう仲なんですか？」

「只ただの幼なじみだよ。まあ、親が知り合い同士だから２歳位からずっと遊んでる感じだね」

「そうなんですか、私は同じ年齢の方とはほとんど会わないので、エレナさんとも仲良くなりたいです」

「それは良い案かも。エレナも自分やブラットとしか遊んでないから同じ年齢の女友達がいても良いかもね」

「ならあとで話しかけてみます！」

「うん、頑張って」




　近くの練習場に到とう着ちやくした自分達は、早さつ速そくいつも通りにエレナと模擬戦をやろうとしたのだけど……。

「レイくん、私と勝負だっ!!」

　アルフレード様がいきなり割り込んできた。

「いきなりですか……」

「勝負するならレイくんの体力がいっぱいある初戦が良いだろう！」

「確かにアルフレード様の言ってるのは合ってるけど……」

　疲つかれていたからって言い訳をしない為ためとかいう事だろうけど、そもそも３歳と５歳が勝負しようという事に戦力差が有りすぎるのだが、それをアルフレード様に言っても駄目なんだろうな。数日だが、アルフレード様と生活していて分かったことだが、アルフレード様は重度のシスコンだった。テレーザさんの前ではそんなにデレデレした仕草はしないが、所々でテレーザさんの前でかっこいい所を見せたがっていた。

　しかし、普通に勝負したら体格差もあるので勝負にすらならないし、治るとしてもアルフレード様を傷つけるのは何となく駄目な気がする。

「どうした、私と勝負するのが嫌なのか？」

「いえ……そうだ、アルフレード様は魔法が得意みたいですから、魔法のみの特とく殊しゆルールで勝負しませんか？」

「魔法勝負は構わないが、特殊ルールとはなんだ？」

「アルフレード様には攻こう撃げき魔法を僕に撃うってもらって、僕の防ぼう御ぎよ魔法を貫かん通つうしたらアルフレード様の勝ちというのはどうですか？」

「攻撃魔法……」

　攻撃魔法と聞いた途と端たんにアルフレード様は渋しぶい顔をしだしたな……。

「別の勝負にしますか？」

「いや、それで構わない」

　結局は自分が提案した魔法勝負をする事になった。自分はまだ攻撃系の魔法やスキルは弱く、逆にシールドの様な防御系のものは得意だったりする。仮にシールドを貫通されてもお母さんが治してくれるだろうから、数秒の痛みを我が慢まんすれば大丈夫だろう。

　早速、自分は魔力操作を全力で行い、現状で最高のシールドを展開する。

　自分が防御魔法を得意なのは全力を出すと危ない攻撃系に比べて、防御系は全力を出しても誰だれにも迷めい惑わくはかからないからだ。

「いつでも良いですよ」

「あ、ああ……」

　ちょっと自信が無さそうな感じで右手に魔力を集めるアルフレード様だが、天才と呼ばれているにしては魔力操作がうまくないのか、思うように魔力が集まっていなかった。攻撃系が不得意な自分でもボールを展開するための魔力は５秒位で集められるのにアルフレード様は既すでに20秒は魔力操作をしている……。

　こんなに長い時間魔力を集めていたら近接戦闘が得意なブラットやエレナにはボコボコにされてしまうだろう。もしかしたら自分の使うボールみたいな弱い魔法ではなく、展開が難しくて強力な魔法を撃とうとしているのだろうか？

　そうなら自分も気合いを入れて防御しないとヤバいかもしれない。

　そんな事を考えながら防御に気合いを入れていると、やっとアルフレード様は魔法が完成したのか、右手の周りに光り輝かがやく魔法があった。

「よし、いくぞ！　ライトボール!!」

　やはり自分の使うただのボールとは違ちがう強力な魔法だったかっ!?




　パシュ……




「えっ……？」

「は？」

　アルフレード様の撃ったライトボールは自分のシールドに一切の衝しよう撃げきを与あたえない程ほど、弱いものだった。これならブラットの木の剣けんを使った攻撃の方が数十倍は強いと思う。ブラットの攻撃は３撃位で自分の全力シールドを粉ふん砕さいしてしまうからな……。

　今の攻撃が一いつ般ぱん的な天才レベルならブラットやエレナはどの次元にいるのだろうか？

　幼なじみ達がチート持ちな気がしてきたぞ。

「な、なんだと……俺の光属性魔ま法ほうがレイくんの無属性魔法に撃ち負けただと……？」

　アルフレード様は攻撃魔法があっさり自分のシールドに防がれた事に動どう揺ようしていた。

「えっと、僕の勝ちで良いのですかね」

「レイさん凄いです！」

「い、いや、待て、私は攻撃魔法が不得意で失敗したのだ。もう一度撃たせろ」

　アルフレード様はテレーザさんの声に反応して、負けられないと思ったのか、もう一度撃たせろと要求してきた。

「それは構いませんが……」

　自分としては油断をするつもりは無いが、自分達とアルフレード様とではレベルが違う気がしたので負ける気は全然しなかったから、アルフレード様の気が済むまで攻撃魔法を撃たせる事にした。




　ライトシャベリン!!　　　パシュ……




　ライトアロー!!　　　　　パシュ……




　ライトバレット!!　　　　パシュ……




　ライトソード!!　　　　　パシュ……




　最後には右手に光の剣を展開して斬きりかかってきたが、全すべて自分のシールドの前では無力だった……。

　アルフレード様の攻撃が一切効かないって、もしかして自分は超ちよう天才なのではないか？

「ハァハァ……。もう魔力が……」

　バタッ

　アルフレード様は魔力が尽つきたみたいで、その場に倒たおれてしまった。

「レイさん凄すごいですよ！　おにいさまは守りが得意とはいえ、おにいさまの魔法を全て防いでしまうなんて！」

「あ、やっぱり攻撃魔法は苦手だったんだ」

「いえ、おにいさまは苦手なものは無いと言ってましたからレイさんが凄いですよ！」

　なるほど、多分だがアルフレード様はテレーザさんの前では欠点の無い兄を演じているから攻撃魔法が苦手とは言えなかったのではないだろうか。アルフレード様はシスコンの面めん倒どうくさい人ではあるが、テレーザさんが絡からまなければ基本的には紳しん士し的で良い人なんだよな。

　シスコンさえ無ければ……いや、人の事は言えないかもしれないな、自分にも妹が生まれたばかりだから、アルフレード様と同じにならない様に気を付けないといけないな。

「さてと、今度はエレナとやるか……」

「えっ……。レイさんは魔力的に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　おにいさまは魔力が切れて倒れちゃいましたけど……」

「ん？　ああ、僕は何な故ぜか魔力が切れたことはほとんど無いかな。10時間位魔力操作した時は流石さすがに切れたけどね」

「す、凄いです！」

「レイが魔力切れで倒れた事無いから凄い量だとは思ったけど、魔力操作を10時間も出来るって異常な事なのよ？」

「えっ、そうなの？」

　薄うす々うすは魔力が多いとは思っていたけど、お母さんに言われる程に凄いのか……？

「私ですら魔力操作だけでも２時間位が限界よ。魔力馬ば鹿かと言われているレオンですら６時間が限界じゃないかしら」

「そんなになの……？」

「しかも３歳でその量だと、成人したら最低でも数倍にはなってるかもしれないわ」

「レイさんは凄いです！」

　マジか。実は自分は魔力量が凄いという才能を秘めていたのだろうか？

「レイ、そろそろやるにゃ～」

「ああ、ごめん。待たせちゃったね」

「あまりやりたくはないにゃけど、ママが見ているから最初から全力でいくにゃ」

「エレナも大変だね」

「レイも最初から全力でくるにゃ。ママは手加減とか嫌きらいにゃからね」

「全力か……」

　さっきはシールドに全力だったけど、攻撃系だとボールかな。まだ同時に魔法を展開出来ないから、全力のボールをまずは撃ってみるかな。全力と言っても威い力りよくを上げるというよりはスピード重視の全力だ。

　エレナは自分やアルフレード様みたいに魔法は使えないだろうから当たりさえすれば威力はほとんどいらないだろう。というか３歳の子供に全力で魔法を放つ訳にはいかないだろう。

「もう大だい丈じよう夫ぶにゃ？」

「うん、大丈夫だよ」

　もう既にボールは展開しているから、エレナが向かってきた瞬しゆん間かんに当てるだけだ。今までの模も擬ぎ戦は木の剣で打ち合いながら、自分がシールドを絡めていくだけだったのでエレナからしたら見えない上に初めて受けるボールは必中の筈はずだ。

「いくにゃ！」

　予想通り、エレナは両手に木の短たん剣けんを持ち、真まっ直すぐ走ってきたので自分は必中のタイミングでボールを放つ。

　スカッ

「えっ？」

　見えない筈のボールをエレナは完かん璧ぺきなタイミングで回かい避ひしたのだ。

　見えていても回避は難しいタイミングで放ったのになんでエレナは避よけられたんだ？

「レイさん危ない!?」

「えっ、あ!?」

　ボールを回避されて動揺してしまい、考え事をしている間にエレナは近くまで来ており、木の短剣が目の前にあった……。

　ガコン

　意識がそこで途と切ぎれた。




　自分が目を開けると、そこにはテレーザさんとエレナの顔が目の前にあった。

　これは……？

　周りをよく見ると自分達は寝しん室しつで寝ねていた。これはどういう展開なんだ？

　自分は上体を起こし、周りを更さらに確かく認にんするとテレーザさんとエレナが一いつ緒しよに寝ていて、自分はほんの少しだが離はなれた位置にいた。自分が起きたことにより、エレナは素す早ばやく反応して起き上がった。

「にゃ、レイが起きたにゃ」

　エレナの声にテレーザさんも目を覚ます。

「あっ、レイさん心配しました！」

「えっと、なんでふたりがここにいるの？」

「私の攻こう撃げきでレイが倒れたにゃ。それで起きるまで見てたにゃ」

「なかなか起きないので心配しました」

「そっか、模擬戦をしていて気絶したのか。ふたりとも心配してくれてありがとうね」

「まさか私の攻撃をまともにうけるとは思わなかったにゃ」

「あれはエレナが僕の攻撃魔法を綺き麗れいに避けるから動揺していたんだよ」

「レイさんは攻撃魔法を使ったのですか？」

「僕の魔法は防ぼう御ぎよのときと同様に他人には見えないんだよ」

「そう言えば、おにいさまの攻撃は見えない何かに当たっていましたね」

「うん、エレナはどうして見えない攻撃を避けられたの？」

「何となくにゃ」

「何となくって……完璧に見えているように避けていたよ」

「そこにいちゃ危ないって感じたかにゃ」

「…………」

　そんな理論無視の天才的センスで負けたのか？

　それじゃあ、対策のしようがないのではないだろうか……。

「そう言えば、前より服が増えてるにゃ」

「それは私の服です。一部だけですけどね」

　そう言えばテレーザさんは自分達と同じ部屋で寝ているから、一気に部屋が狭せまくなったんだよな。

「私もあんな服を着てみたいにゃ～」

「着ても良いですよ。多分サイズも変わらないですし」

「ほんとかにゃ!?」

　エレナはしっぽをピンッと伸のばしながら目をキラキラさせていた。

　先日のドレスの件といい、モロットにはオシャレな服屋なんて無いからか、エレナはテレーザさんの服に興きよう味み津しん々しんだった。それからはエレナがテレーザさんの服を片っ端ぱしから試着してはクルクル回ったり楽しそうにしていた。唯ゆい一いつ残念なのが、うちには鏡が無いのでエレナは自分の姿を見ることが出来ない点だろうか。前世の知識には鏡を作る知識は全まつたくないので、この世界の技術力では難しいかどうかも分からない。あっ、そう言えばブラットの家は鍛か冶じ屋やなんだから、鏡があるかどうか分かるのではないだろうか。今度、ブラットに会ったときにでも聞いてみようかな。

　そろそろエレナのファッションショーも終わりが近付いていた。

「エレナさん、あとはこの私がモロットに来た時に着ていたドレスだけですけど、着てみますか？」

　ああ、あれはエレナが羨うらやましがっていたドレスか。コスプレっぽいドレスもエレナ用に作ってみたい気はするけど、あれを着られればエレナは満足するのかな？

「ドレスはレイが作ってくれるから大丈夫にゃ」

「えっ、レイさんがエレナさんの為ためにドレスを……？」

「そうにゃ。いつか作ってくれるって約束したにゃ」

「本当ですか、レイさん？」

　テレーザさんは驚きよう愕がくの表情でこちらを向いて尋たずねてきた。

「ん？　本当だよ」

　ドレスを作る事に何か問題でもあるのだろうか？

「……欲ほしいです」

「えっ？」

「私もレイさんの作るドレスが欲しいです！」

「えっと、テレーザさんには……」

「私にはダメですか……？」

　テレーザさんは懇こん願がんするような瞳ひとみで見てくる。作るのは構わないのだけど、テレーザさんはエレナと違ちがって……。

「ドレスを作るにしても将来的な話だからね。エレナとは幼なじみだからいつでも作れるかもしれないけど、テレーザさんとは気軽に会えないんじゃないかな」

　テレーザさんは貴族の娘むすめだからな。

「それならきっと大丈夫です！」

「えっ？　何が大丈夫なの？」

「それは秘密ですよ。大丈夫だったら作ってくれますか？」

「うん、ならいいよ」

　テレーザさんは笑え顔がおではあるがプレッシャーを感じてしまい頷うなずいてしまう。またモロットへ来る機会なんてあるのだろうか？

「レイ、私のドレスも忘れちゃダメにゃからね」

「うん、大丈夫だよ」




　テレーザさんにドレスを将来的に作ってあげると約束をした日の夜。自分は横になりながらテレーザさんに似合う服を考えていた。テレーザさんの容姿は白銀の髪かみに金色の瞳なのだが、髪の長さは腰こし位まである。個人的な趣しゆ味みで白銀には青い髪留めかリボンが似合うと思っていた。髪留めを作るのは３歳には無理だが、リボン位ならお母さんに頼たのめば何とかなるかな？

　明日あしたの朝にでもテレーザさんがいないところで聞いてみよう。




「お母さん、青くてリボンに使うような布ってあるかな？」

「リボン？　エレナちゃんかテレーザ様にあげるの？」

「テレーザさんにあげるやつなんだけど……」

「……レイがそんなに気を利きかせられるなんて予想外ね。これは本命がエレナちゃんじゃないのかしら？」

　お母さんがボソボソと話していて内容が聞き取れないけど、悩なやんでいる感じだから青い布が無いのかな？

「布はなさそう？」

「ん～、青い布はあるんだけど、リボンにするには加工が必要なのよね。でも私は裁さい縫ほうなんて出来ないし……」

「とりあえず、見せてよ」

　しばらくしたらお母さんはいくつもの布を持ってきたのだが……。

「お母さん、これって高いの？」

「あら？　よく分かったわね。買うと高いけど貰もらい物だし、好きに使って良いわよ」

　前世でコスプレ衣い装しようやバイク用のアクセサリーを作ったりしていたから分かるが、この布はかなりの高品質だと分かった。しかし、お母さんは基本的に家事が苦手なので貰い物の高い布も使い道がなく眠ねむっていたのだろう。

　家の中にはテレーザさんがいるので、午前中は魔ま力りよく操作の練習をしてもらっている間にブラットのお母さんが経営している食堂にお母さんと一緒に来ていた。本当はひとりで来たかったが、３歳児が勝手に外出するのを許されるわけはなく、お母さんが同行してくれる事になった。何な故ぜかこの件に関してお母さんは積極的に協力してくれた。

　テレーザさんにプレゼントするリボンは、ただの布だけでは味気ないのでリボン形に作ったものを髪につけるだけで良いものにしようかなと思っている。

「レイ、テレーザ様にプレゼントするのは分かるけど、エレナちゃんにはあげないの？」

「エレナに？　特に予定してないけど……」

「それは不公平になるから良くないわ。エレナちゃんにも何かプレゼントしなさい。欲しいものがあれば私が用意するから」

「何でエレナに……分かった、何か作るね」

「頑がん張ばってね」

　何でエレナに作るの？　と言おうとしたが、お母さんのプレッシャーには逆らってはいけない気配があったのでエレナにも何か作ることにした。




　テレーザさんがモロットに来てから２週間位が経過した辺りでふたりは帰らなくてはいけなくなった。元々、滞たい在ざい期間はふたりと騎き士し団長の３人で決める事になっていたのだが、アルフレード様が学校へ行くための準備をするために王都へ戻もどらなくてはいけなくなったのだ。最初はテレーザさんだけが魔力操作の練習をしていたのだが、アルフレード様は自分に負けてから練習に参加するようになっていた。

　まあ、アルフレード様には何も教えてないが既すでに基き礎そがあるので、あとは戻ってから優ゆう秀しゆうな教師に教わった方が良いだろう。

「というか、結局はテレーザさんに魔力操作のコツしか教えられなかったね」

「いえ、レイさんに魔法の才能が無いと教えてもらえただけでも良かったです。それにレイさんとも……」

「ん？　最後がよく聞こえなかったんだけど」

「何でもないです!!」

「そう？　あと、テレーザさんに似合うかなと思ってリボンを作ったんだけど、良かったら使ってね」

「え、レイさんが私に？」

「うん。お母さんから布をもらって、僕がリボン形にしたんだよ」

「凄すごく嬉うれしいです！　良かったらレイさんが私にリボンをつけてくれませんか？」

「うん、良いよ。髪をしばっても良いかな？」

「はい、レイさんの好きにしてみて下さい」

　テレーザさんに髪を好きにしていいと言われたので、自分が思い描えがく髪型に変へん更こうする事にした。テレーザさんの髪を初めて触さわるが、自分の髪とは違い凄くサラサラしていて綺麗だった。テレーザさんの髪をドキドキしながらツインテールを作っていき、ちょっと後ろ方向にリボンを２つつける。自分がテレーザさんに似合うと思った髪型はツインテールだったのだ。ツインテールにちょっと大きめの青いリボンをつける事により、テレーザさんが更さらに可愛かわいくなった気がした。

「出来たよ」

「ありがとうございます。凄く綺麗なリボンですね」

「元々良い生き地じだったんだけど、加工したら質感が更に良くなったんだよね」

　あれ？

「このリボンはずっと外しませんね！」

「いや、ずっとは良くないからね？」

　何かリボンをつけたらテレーザさんの髪がキラキラしてきた気がするんだけど、気のせいだよね？

「また今度、レイさんに会うときにはびっくりする位、成長してみせます」

「うん、僕もテレーザさんに負けないように頑張るよ」

　こうしてテレーザさんとアルフレード様は名残なごり惜おしそうに帰っていった。テレーザさんはまた会えるみたいな口調だったが、自分としては貴族と関かかわる様な人生になるのか疑問だった。

「あっという間にテレーザは帰ったにゃね」

「そうだね。２週間位だからあっという間だよ」

「もっとテレーザと話したかったにゃ」

「エレナは最後の数日間はよくテレーザさんと話してたね。話の内容は僕に教えてくれなかったけど……」

「それは私とテレーザの秘密にゃ」

　秘密と言われたら気にはなるけど、女同士の話を無理に聞こうとは思わない。前世のサラリーマン時代に女子会などの会話はほとんど悪口か噂うわさ話ばなしだと聞かされてから、知らない方が幸せなこともあるのだろうと悟さとったのだ。

「そう言えばエレナ、これあげるよ」

「にゃ？」

「テレーザさんには髪が長いからリボンをあげたんだけど、エレナには耳みみ飾かざりが似合うかなと思って木を削けずって作ってみたんだよ」

　エレナは癖くせっ毛けの短い髪だから髪飾りは微び妙みようかなと思ったが、エレナにはピンッと立った猫ねこ耳みみがあるのを思い出し、猫耳に似合う耳飾りを作ってみたのだ。

「ありがとうにゃ。大切にするにゃ」

「まあ、そのうち金属で加工する事が出来る様になったら新しいのを作るよ」

　ちょっと木の耳飾りだと子供が作った感じのものだから、いつか金属のをあげようかなと思う。

「楽しみにしてるにゃ」

「あ～、でも金属ならブラットの方が巧うまくなるかもね」

　ブラットはガインおじさんから鍛か冶じの英才教育を受けるだろうからな。

「ブラットよりレイの方がセンスが良さそうだから楽しみにゃ」

「そっか、なら期待に応こたえられるように頑張るかな」

　ブラットに負けない位、凄い細工品を作るかな。




「何か耳飾りをつけてからよく音が聞こえるようになったにゃ……？」




　自分はやっと４歳になっていた。

　４歳になるとかなり自由度が上がり、家の中なら好きに行動して良くなっていた。

　今年からはお父さんの許可を得て、食事革命をやろうと思っていた。随ずい分ぶんと前から気になっていたけど、うちの台所にある調味料はかなり充じゆう実じつしていると思う。

　それなのに、お母さんが使う調味料は塩とコショウだけの時がほとんどであった。何でも、モロットは立地的にグラン王国とドワーフ王国との中間地点にあり、行商人がよく通る宿場町として活用されるらしい。だから、お金さえ払はらえばいろいろな物が手に入るらしい。

　うちの台所にある調理器具とか調味料も食堂を経営しているブラットのお母さんであるシーラさんの勧すすめで便利なものが揃そろっている。この世界でコンロとか冷蔵庫があるのを見た時はびっくりしたものだ。てっきりもう少し文明が遅おくれているのかと思ったのだが、ファンタジーならではの魔力を使ったものらしくて、原理は分からないけど電気で動く自分の知っている家電とは使い方も全まつたく違ちがっていた。
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　そして凄く思うことが……お母さんはなんでこんなに恵めぐまれたキッチンであんな美お味いしくない料理が作れるのかという事だ。

　見た目はお嬢じよう様の様に優ゆう雅がなお母さんだから、実はどこかの箱入り娘むすめだったのかもしれない。とりあえず自分はお昼のスープを自由に作って良いことになった。

　今回は下準備とかは時間が無かったから、次回以降に手間をかけようと思う。

　まずは出だ汁しを取るところから始めよう。

　自分の為ための食事革命の第一歩はやはり料理の基本から始めないといけないだろう。

　今回は食材庫に乾かん燥そうしてある煮に干ぼしっぽい魚があるから、それで出汁を取ろうと思う。煮干しの頭と内臓を取って身を裂さく。これでかなり味が違ってくるので面めん倒どうだが重要だ。

　次に煮干しと水を鍋なべに入れて少し放置する。本当は数時間から一晩位は浸つけたいが、そんな時間は無いので今回は諦あきらめよう。煮干しの入った鍋を火にかけて強火で一度、沸ふつ騰とうさせる。直すぐに弱火にして浮うき出たアクを取り除きながら数分間煮に出だす。

　そして、それをザルで濾こしたら出汁の完成だ。

　前世みたいな食材が多種多様あるのなら鰹かつお節ぶしなどで出汁を取ったものと合わせても良いのだが、流石さすがに鰹節は無かった。無いものは仕方ないので、先ほどの鍋に出汁とひとつまみの砂糖を入れて火にかける。

　あと、シンプルだが少しベーコンを長細く切ったものと野菜を食べやすい大きさに切ったものを、固いものから順に入れてアクを取りながらゆっくりと煮る。

　そろそろお腹なかが空すいてきたが、料理は焦あせりが禁物だ。丁てい寧ねいにアクを取っていくが、多少はアクも残しておく。高級料りよう亭ていではないのだから多少強い雑味もあった方が良いだろう。

　あと、本来なら味み噌そとか醬しよう油ゆが欲ほしいけど、うちには無いんだよな……塩とコショウはあるからそれで味を付けて……。

　最後に味見をして微び調ちよう整せいしたら完成かな。

「えっ？」

　……どういう事だ？

　予想以上に旨うまくなってるぞ。

　美味しくなるように作りはしたけど、それでもこの美味しさは異常だ。野菜やベーコン、出汁から出る本来の旨うま味み以上の何かが染しみ出てる様な至高の味がする。前世でもこんな旨いものは飲んだことが無いかもしれない。あまりにも旨すぎて、逆に怖こわくなってきた……。

　これは食材が良いからなのか？

　いや、流石にそれは無いだろう。食堂をやっているシーラさんの料理は美味しいが、こんなに旨くはなかった。

　……そういえばスキルに素材の極きわみってあったな。あれって建築材や鉱石とかの素材とかに効果を発揮するスキルかなと勝手に思っていたけど、もしかしたら料理に影えい響きようするのか？

　もしくは自分のスキル内にある料理が影響してるのか？

　スキルの影響範はん囲いが分からなすぎて困るな。まあ、考えても分からないし、分からない事はとりあえず後回しにしてスープを仕上げるかな……。

　あと、妹のスープは粗あらみじんにして食べやすくしてと……。




　お母さんは芋いもを蒸むしたものとパンを用意していた。

「お母さんスープ作ってきたよ～」

「ありがとうね。手伝ってくれて助かるわ」

　そしてみんな席について食べ始める。最近、妹の食事担当は自分である。

「レイ、このスープ凄く美味しいわ!!　もしかしたらシーラが作る料理以上かもしれないわ！」

　お母さんが突とつ然ぜん大きな声で話しかけてきて、妹はびっくりしていた。まぁ、自分でもそうなるかもしれない。４歳の子供が初めて作るにしては旨すぎる。出来ればスキルのことはあまり知られたくないから誤ご魔ま化かしたいな～。

「そこまでじゃないよ～。初めて手伝ってもらったから美味しく感じるんじゃない？」

「……そうかしら？　そう言われるとそんな気もする？」

　おっ、強引に行けば、いけるか？

「お昼食べたら遊びたいから、さっさと食べちゃおうよ」

「そうね……。食べちゃいましょう」

「フローラもしっかり食べようね～」

　妹もスープを嬉しそうに飲んでくれた。とりあえず妹の笑え顔がおが見られたから良いかな。あとでパッシブスキルについて考えよう。

　その後はレイがスープ担当になるのだった。




　自分は初めてのお昼ご飯作りを終えて、食事と片付けのお手伝いが終わってから、庭に出ていた。そしてステータス画面を開く。




　名前・レイ（４歳）　状態・良好＋食事効果（ステータス微び増ぞう）

　属性・雷かみなり　職種・無　種族・人族

　成長スピード　力３　器用８　速さ３　知力８　魔ま力りよく８

　パッシブ・人見知り、建築、土木、料理、素材の極み

　アクティブ・魔力操作、魔力感知、鑑かん定てい、クリーン、ボックス

　　　　　　　ボール、シールド、ハンド、ストレージ

　固有スキル・ジョブホッパー、鑑定の魔眼




　状態の所に食事効果が微増と付いていた。今まで食事をしてステータスが上がる事なんて無かったよな？

　それ以外に変化は特に無さそうだったが、ステータス微増って表現が分かりづらいな……ステータスの何が上がっているのか分からないしな。ステータス画面が見られるのは便利だけど、慣れると不便だと思うところが出てくるんだよな。とりあえず鑑定でパッシブスキルを見てみようかな。

　人見知り……人見知り状態になりやすくなる。

　建築……建築に関する作業効率が上じよう昇しよう。建築に関連するスキル取得率が上昇。

　土木……土木に関する作業効率が上昇。土木に関連するスキル取得率が上昇。

　料理……料理に関する作業効率が上昇。料理に関連するスキル取得率が上昇。食事効果を付ふ与よ。

　素材の極み……素材の加工時、メンテナンス時に品質が上昇。上昇率は素材に対する認にん識しき度により変化する。

　人見知りのスキル以外は結構良い効果な気がする。食事効果付与は料理スキルがあれば付くと仮定したら、ステータス画面を見られたらスキル取得してる事をバレるなぁ……。

　全体で料理スキルを持っている人がどれ位いるか知りたい。まぁ、料理スキル位なら両親や知り合いになら知られても良いかなとは思う。建築、土木、料理の関連スキルって持って無いけど、これらも使い続けたら取得するのかな？

　あと、素材の極みだけは他ほかのパッシブスキルに比べて異質な気がする。たぶんだけど、今回のスープで旨くなった原因はこれだなぁと思っている。この世界には魔ま石せきとかがあるみたいだから、それがスキルのいう素材として該がい当とうするなら、生産系の職種になった時はかなり有利かもしれない。子供のうちはあまり有名になると誘ゆう拐かいみたいな事があるかもしれないから用心しないとな……よし、このスキルは取得してる事を隠かくそう。

　とりあえずは料理スキルのせいにすれば大だい丈じよう夫ぶかな？

　しかし、それだとシーラさんには疑われるかもだからなんか対策が欲しいな～。

　チート無む双そうには憧あこがれるけど、無難に生きたいと思っている。前世では出来なかったスローライフとは言わないがのんびりとした生活がしてみたいのだ。あまり目立たず、のんびり快適な生活を目指すにはどうするかを考えないといけないな。

　５歳から職種に関連するイベントがあるみたいだから今から楽しみではあるが、ジョブホッパーというスキルも気になるんだよな……。

　あと、将来に何の職に就つくか成人までに考えないといけないな。




　４歳になってから料理の手伝いの他に、幼なじみ達と共に戦いの基き礎そ訓練をさせられている。３歳の時から模も擬ぎ戦はしていたが、ほとんど自己流の遊びみたいなものだったが、４歳になってからはたまにお父さんやエリーさんが暇ひまなときは見てくれるようになり、本格的な模擬戦になりつつあった。ステータスの成長スピードを見て、うすうす気付いていたけど自分には戦せん闘とうの才能と言うか器用さはあるけど力と速さがないのを感じていた。

　現在、自分は木ぼつ剣けんを素す振ぶりしているのだが、幼なじみふたりの近接戦闘の才能にはついていけないでいた。ブラットは剣、エレナは短剣の二刀流で打ち合っている。もちろん両方とも素材は木なので本物の金属より軽いだろうが４歳児のスピードではない速さで打ち合っている。

　この世界の４歳児は怖いくらい強いのかもしれないと思う反面、このふたりが異質な感じがする。まぁ自分は魔ま法ほう使つかいの後衛側だと思われるから近接戦闘が苦手でも仕方ない話かもしれない。

　自分が近接戦闘を苦手な代わりにブラットはテレーザさんみたいに魔法が苦手らしく１年前、同じ時期から魔法の練習を始めているけど、ブラットは魔力操作は出来ていても全然魔力の形成が出来ていない。もしかしたらテレーザさんもブラットみたいに近接戦闘寄りなのかもしれないな。穏おだやかなテレーザさんが近接戦闘をするイメージが全く湧わかないけどな……。

　ブラットに対してエレナはスキル取得まではいってないがもう少しでボールを取得しそうな感じである。エレナは近接戦闘も出来るし魔法も出来る、覚えがいいから頭もいいかもしれないので欠点が今のところほとんど無かった。こういう時、魔眼があると相手の魔力が分かるから便利だなと思う。

　自分は木剣すら重くて、まともに振れない。でもお父さんからは基礎は知っておいた方が良いと言われていた。武術的な経験が無いから素振りの必要性が全く分からないが、ゲーム脳的にはスキルを覚えるんじゃないかと期待してる。気分的には斬ざん撃げきとか飛ばしたり、必殺技わざみたいな派手な技が使いたい。

　今、考えている技の候補は魔力を刀の形に固定して戦うか、ハンドの魔法に剣を持たせて戦う、またはハンド自体を鞭むちのように使うかのどれかかな。

　この前に庭の木に魔力の刀を形成するイメージで斬きりつけてみたら、魔力の刀は強度不足と刃やいばが付くほどの鋭えい利りさが再現出来なかった。ハンドで木剣を持つことは出来ても木を叩たたくと衝しよう撃げきで木剣を持っていられない。ハンドを鞭のようには使えるがそれだけではこの世界は生きていけない気がする。

　あと、お父さんの素振りを見たけど、５メートル位離はなれていても風圧で倒たおれそうだった。

　世界は化け物ばかりだと思った。

「ブラットとエレナはずっとそんなに動き回って体力がよく保もつね」

「まあな、まだ肩かた慣ならしだから、これからが本番だぜ？」

「そうにゃ～。レイは体力も足りなすぎるにゃ」

「マジか……。もう足と腕うでがガクガクなんだけど」

　幼なじみのふたりも化け物候補でした。




　今日は木剣が重いので自分用の軽くて短めな木刀を作ろうと思っている。目標としては小こ太だ刀ちみたいなやつかな。

「今日は自分用の木剣を作りたいから訓練パスで！」

「いつも使ってるのじゃ、ダメなのか？」

「あれでも僕には重いんだよ。だから軽くて、少し短いのを作りたいんだ」

「レイは体力とかないから、もっと肉食えよ」

「いや、そういう次元の話ではないんだよ！」

　基本スペックが違ちがうんだよ！

　しかも、ブラットの発想が脳筋だよ。




　目の前には１メートル位の角材がある。

　木刀に使うには軽いがまあまあな硬かたさがあるから練習用には良い木刀が出来そうだ。なぜ自作しようと考えているかと言うと、素材の極みの効果を試ためしたかったからだ。

　木材の加工についてはかなり得意だったけど、木刀の作り方なんて分からないからオリジナル木刀だ。

　まずは木を荒あら削けずりして形成、そしてひたすら研けん磨ま。最後に木刀後ろ半分に薄うすく切れ込みを入れる。普ふ通つうに使えば強度が落ちるが、そこは切れ込みに強化したハンドを流し込み使う。

　魔ま法ほう剣けんみたいに魔力強化した木刀の完成だ。

　木刀を操あやつっている風に見せて魔力操作を使えばかなり細かく速く振れる。そして、鑑定してみると。




　神木の小太刀……御ご神しん木ぼくを使用した小太刀。魔力を流すと魔ま除よけの結界を発動。




　コレ、ダメナヤツジャナイカ？

　なんで普通に買える木材が御神木に変化してるんだ？

　当分は素材の極きわみの使用は控ひかえよう。

　これがパッシブスキルじゃなければ悩なやまないのに。

　試しに神木の小太刀に魔力を流したけど見た目は普通の小太刀だからばれないかな？

　魔力流しながら小太刀を振ると速くて気持ちいいかも。……とりあえずこれで魔力流しながら素振りするかな。







【ソフィア】

　最近、レイが生まれてから一番の衝撃を受ける出来事が起きた。

　それはレイが前からやりたいと言っていた、料理のお手伝いでの出来事だったわ……。

　私は昔から料理をするのは苦手で、私の作る料理は美お味いしくない自覚はかなりあった。

　食堂をやっているシーラが作るお昼ご飯を食べるレイの表情を見れば明らかだわ……。

　初めてレイが料理するというので、怪け我がをしないかが凄すごく心配で、後ろから見ていたけど、レイはブツブツ独り言を言いながらも凄く手て際ぎわが良く料理をしていた……。

　包丁の使い方が私より上う手まいかも……!?

　料理系のスキルでもあるのかしら？

　途と中ちゆう、何をしているのか分からない工程がたくさんあった。

　そしてスープを完成させていた。

　私が用意している蒸むし芋いもと買ってきたパンを準備していると、隣となりから既すでに美味しそうな匂においがしていた……。

　そしてスープを飲んだ時、あまりの美味しさで身体からだに衝撃が走っていた……。

「レイ、このスープ凄く美味しいわ!!　もしかしたらシーラが作る以上かもしれないわ！」

　興奮し過ぎて大声を出してしまった。

　私に料理を作る才能は無くても、味覚は昔から良いものを食べていたから正確な筈はず……。

　きっとシーラが作る料理より美味しいわ。

「そこまでじゃないよ～。初めて手伝ってもらったから美味しく感じるんじゃない？」

　……レイに言われるとそんな気がしてきたわ。

「……そうかしら？　そう言われるとそんな気もする？」

　あれ？

　……このスープ危ない成分は入って無いわよね？

「お昼食べたら遊びたいから、さっさと食べちゃおうよ」

「そうね……。食べちゃいましょう」

　急に身体が熱くなってきたわ……。

「フローラもしっかり食べようね～」

　私、大丈夫かしら……。

　それからスープに関してはレイに任せることにした。だけど、何な故ぜかスープ以外を作りたがらなくなった……。

　そしてフローラのレイに対する感じが変わった気もする。その事をシーラに相談してみると……。

「ただの親おや馬ば鹿かなだけじゃないかしら？」

「それなら良いんだけど、レイの作るスープに依い存そん性がありそうな気がするのよね……？」

「レイちゃんの職種が分からないけど、もし料理系の上位職種なら……勝手に依存性や媚び薬やく効果が付ふ与よされるスキルがあるらしいけど、私は見たことが無いわ」




　媚薬効果……。




　まさかね……。




「５歳からの体験学習をシーラの食堂でさせられないかしら？」

「私は別に良いわよ」

「ありがとう、その時はお願いね」







【レイ】

　この世界に生まれて、やっと５歳になりました。

　この世界では誕生日という概がい念ねんが無くて、年が明けると全員年ねん齢れいが上がる仕組みになっていた。

　そして、５歳になるとみんな一いつ斉せいに誕生祝いという大イベントがあるのだった。

　昔は５歳までの餓が死しや病気での死亡理由で生存率が低かったらしく、その頃ころからの風習で５歳になってやっと誕生日になるみたいだと聞いた。

　現在は、ほとんど亡なくなる子供がいないからこの考え方はあまり関係はないらしいけど、５歳になると変わることが１つある。




　それは認にん証しようの指輪というものが貰もらえる。




　神の使徒が運営している聖教会が神の祝福を受けた認証の指輪を配布しているのだが、この指輪は貰うのは義務ではないが、貰わないメリットがほぼゼロなのでみんな貰う事になる。強しいてデメリットを挙げるなら、指輪をつけると神の祝福を受け、神に逆らえなくなる事くらいだろうか。

　イメージ的には神様発行のマイナンバーカードみたいなものだろうか？

　極ごくまれに貰わない人がいて、神様からの祝福が無い代わりに神様への攻こう撃げきが出来るらしく、反神組織の子供が貰わないでテロみたいなことをするらしいが魔王の誰だれかが出向いて秒殺されるらしい。この世界を管理している神は人々が幸せになるようなことしかしないし、無理な命令もない。




　そして、神の定めたいくつかの禁止事じ項こうがある。

　①神に攻撃してはならない。

　②国同士が全面戦争してはならない。

　③国は国民の為ための政治を考えなくてはならない。

　④大量自然破は壊かいをしてはいけない。




　この禁止事項が曖あい昧まいで決まったセーフティラインがない。ライン近くになると聖人が忠告に向かい、それでも改善がないと魔王に国を滅ほろぼされるらしい。

　だからと言って国は軍事力を持たなくて良いかというとそうでもなく、世界には魔ま獣じゆう、魔ま竜りゆう、悪あく魔まなどがいて、その討とう伐ばつをしなくてはいけない。魔王とかが全すべて退治してくれればよいのだが、世界規模の強敵の時だけ退治してくれる。

　その辺も曖昧で、みなで考え自主的に行動して欲しいからめったに神様や魔王は世界に介かい入にゆうしない。魔王も７人しかいないから頼たよりすぎてはいけないということだろう。

　聖人は聖教会の管理、運営、指輪配布や世界の災害救きゆう援えん活動などいろいろしてるらしい。

　認証の指輪はクレジットカードみたいな機能もあり、管理や保証は聖教会がしている。貨か幣へいが無いかというとそうでもなくて、大金しか預けられないので生活に使うお金は国発行の貨幣を使う。悪いことをして稼かせいだら預けられないから悪人は貨幣を溜ため込む。謎なぞの管理システムが高性能過ぎてすごいと思う。

　あと認証の指輪の最大の特とく徴ちようはステータス画面が登録されていて、神の祝福により職種が解放される。

　職種に書いてある職につけというわけではないので、人によっては職種とは関係ない好きな仕事をする事がある。しかし、ほとんどの人は職種の仕事をした方が有利だから、やりたいことがない限りは大体その職につくことになる。神様がとても優やさしいようだけど、世界の崩ほう壊かいを防いでいるだけである。

　そして今日、自分は認証の指輪を貰い固有スキル、ジョブホッパーの内容を知るのだった……。

　今日は５歳になる子供の誕生祝いをする日という事でモロットに聖教会の人が祝福を与あたえに来てくれていた。

　初めて聖教会の人を見たのだけど、普通のおじさんっぽい人達だった。ただ、違い和わ感かんがあるのは聖教会って言うから白いローブを着た神官みたいな人を予想していたが、実際に来た聖教会の人達はみな黒いスーツにグレーのワイシャツ、黒いネクタイをしていた。お母さんに聞いてみたら、これが聖教会の正装らしい……。

　自分に前世の記き憶おくがあるからなのか、聖教会の服装はまさに闇やみの組織が着ていそうな感じだから、教会って言葉と上手く結びつかなかった。しかし、自分以外の同年齢男子達は聖教会の黒いスーツを見て、かっこいいとか言っていたので憧あこがれの服装みたいだった。ブラットもいつかはあんなスーツを着たいと言っている位だ。

　モロットで誕生祝いをする場所は、町で一番大きな集会場になり、今年で５歳になる子供とその親がみんな来ていた。

　今年はモロットで５歳になる子供は８人みたいだが、初めて見る子供も何人かいた。当然、８人の中に幼なじみふたりも来ていた。

　家族以外の他ほかにも町の偉えらい人や近い世代の子供など沢たく山さん来ており、ちょっとしたお祭りムードだった。

「レイくん、おめでとう」

「ありがとうございます、ガインおじさん」

　集会所近くでガインおじさんとブラットに会って話しかけられた。ガインおじさんは久しぶりに見たなと思う。

「やはりうちの息むす子ことは違ちがって礼れい儀ぎ正しいな。レオンが羨うらやましいぜ」

「いや、レイの事はソフィアに任せっきりだから逆に良かったのかもな」

「確かにレオンが育てたらうちの息子みたいになりそうだな」

「オヤジ、レイが変わってるんだから、真ま似ねは難しいぜ」

「馬ば鹿かやろう！　少しでもレイくんを見習え。将来に鍛か冶じ屋やをやりたいなら必要な事だ」

「う～、分かったよ……」

　ブラットはガインおじさんにいろいろ注意されてちょっと可か哀わい想そうになってきていた。ブラットの言うとおり、同年齢男子は大体がブラット位かそれ以下位の理解力しかないので、前世のある自分と比べられるのは災難だなと思った。

　ガインおじさんは鍛冶屋で働いているドワーフ族で、ブラットと同じく赤い髪かみをしていた。

　ファンタジー世界のテンプレであるドワーフ族は小さいオジサンのイメージだが、この世界のドワーフ族は全まつたく違い、長身のゴリマッチョなのだ……。

　ガインおじさんは身長が２メートル中ちゆう盤ばん位はありそうで、顔はワイルドな感じでカッコいいのだが、デカすぎるので子供から見たら泣きそうな位に怖こわい。

　うちのお父さんは人族の細マッチョで良かったよ。




　祝福の言葉を話してから、聖教会の職員がみんなに順次認証の指輪を配っていった。毎回渡わたすときに何かをするわけではなく、認証の指輪をつければ良いだけなので重複しないように渡しているだけだった。その場で認証の指輪をつける人もいるけど、大体が家に帰ってから落ち着いた中でつけ、職種が判明したら家族に報告する。そして家族でお祝いをする感じである。

　自分やブラットやエレナも認証の指輪を貰い、子供は家に帰り家族達は集会所の片付けをしてから帰ってくるらしい。

「ブラット、エレナ。また明日あしたな！」

「またにゃ～」

「おぅ。またな！」

　ふたりとも別れて帰宅した。

　しばらくしたら片付けを終えた両親が帰って来た。

「お父さん、お母さん。指輪をつけるのはひとりで落ち着いてからで良い？」

「ああ、レイの好きにするといい！」

「良いわよ。つけたらみんなでお祝いね」

「ありがとう。ちょっと部屋でひとりになるね」

　固有スキルにジョブホッパーって職に関するスキルがあるから、普ふ通つうじゃない事がありそうだと予想していた。

　ここは少し落ち着いてから確認したいんだよね。

　とりあえず認証の指輪を左手の人差し指にはめる。そうすると自動的に成長と共にサイズ変へん更こうされて認証の指輪が指から取れなくなる。

　認証の指輪は素材が不明で自分の肌はだと融ゆう合ごうしたみたいに柔やわらかい。この世界の神様はいろいろとぶっ飛んだ謎なぞ超ちよう技術をばらまいているな。

　死ぬまで取れないって呪のろいのアイテムみたいな感じもする。しかも破壊する事が出来た人がいないらしい。




　さて、ステータス画面オープン。

　名前・レイ（５歳）

　状態・良好　属性・雷かみなり　職種・未設定　種族・人族

　成長スピード　力３　器用８　速さ３　知力８　魔ま力りよく８

　パッシブ・人見知り、建築、土木、料理、素材の極きわみ

　アクティブ・魔力操作、魔力感知、鑑かん定てい、クリーン、ボックス

　　　　　　　ボール、シールド、ハンド、ストレージ、ウィップ

　固有スキル・ジョブホッパー、鑑定の魔眼

　武器・神木の小こ太だ刀ち




　職種は未設定か……。




　そして、未設定を選せん択たくしてみると項こう目もくが出てきた。




　ジョブを設定してください。

　魔導剣けん士し・召しよう喚かん師し・魔導技師

　※ジョブホッパーの説明

　とりあえず説明を選択しよう。




　ジョブホッパー

　①ジョブの変更が可能。（適性ジョブのみ）

　②ジョブの練度が数値表示される。

　③ジョブを追加するには最新ジョブの練度３・０以上必要。

　④同系統のジョブが一定練度になったらジョブが統合される。

　⑤初期のスキルが覚えやすく、極みのスキルが覚えづらい。




　微び妙みように分かったような、分からないような感じの説明だな。最終的には選択可能なジョブは全部取れるのかな？　練度３・０以上がどの程度大変か分からないから、使えそうなジョブから取るか。

　昔からスキルを覚えやすかったのは⑤のおかげかもしれないな。確かにジョブホッパーは転職を繰くり返すから仕事を覚えるのは早いかもしれない。そしてベテランになる前に転職してしまうから、その職を極めづらい。

　あと、素材の極みみたいなスキルは他にもあるんだな。

　魔導剣士……魔導を操あやつる剣士。

　召喚師……召喚を操る魔導師。

　魔導技師……魔導具を造る技師。




　職種に関しては説明が少ないから迷うな……。

　気分的には昔ネットゲームで使っていた召喚師を取りたいけど、地じ雷らいだったら怖いから魔導剣士にしようかな。

　それから迷ったけど、結局は魔導剣士を選択した。




【ブレードを取得しました】

【武器強化を取得しました】




　ジョブ専用スキルか？

　この世界のこういうところは本当にゲームっぽい。

　またステータス画面を確認する。




　名前・レイ（５歳）

　状態・良好　属性・雷　職種・魔導剣士　１・０　　種族・人族

　成長スピード　力３　器用８　速さ３　知力８　魔力８

　パッシブ・人見知り、建築、土木、料理、素材の極み

　アクティブ・魔力操作、魔力感知、鑑定、クリーン、ボックス

　　　　　　　ボール、シールド、ハンド、ストレージ、ブレード

　　　　　　　ウィップ、武器強化

　固有スキル・ジョブホッパー、鑑定の魔眼

　武器・神木の小太刀




　なんか自分の考えていた職種のシステムと違うんだよな……。

　あとは両親に相談してみるか。




　ステータスの確かく認にんが終わった後に、部屋を出て両親のいる居間へと向かった。

「お父さん、お母さん。職種の確認は終わったよ」

「そうか、それでどんな職種だった？　基本的に職種が何になっても気にすることないからな」

　そうお父さんに言われながら自分は席に着く。

「それでね、職種は魔導剣士になったよ」

「ほう、魔導剣士か、意外だったな。俺はてっきり生産職か魔ま法ほう師しとかになってると思ったぞ」

　選せん択たく肢しに２つともあったけどね。

「魔導剣士って割と多いの？」

「職種に関しては同じ名前の職でも中身が違うことが多いからなんとも言えないな。例えば、俺の職種は魔ま剣けん士しだけど普通は魔法を使う剣士だが俺の場合は魔剣を召喚する剣士だな。名前が一いつ緒しよでも全然違ちがう。ただ、魔導という名前が付く職種は聞いた事がないな……」

　お父さんの職種は知っていたけど、魔剣召喚って格好いいな。名前が同じで中身が違うと鑑定による職種判断は危あやういな。

「初めて知ったよ」

「レイの魔導剣士に関しては俺にほとんど情報が無いから分からない。しかし、職種ってのは生活していく中で徐じよ々じよに感覚で中身が分かってくる筈はずだ」

　普通、職種の説明は出ないのか？

　他ほかの人と違うかもしれないから迂う闊かつなことを言わない方が良いかもな。

「お父さん、職種を変えたりは出来ないの？」

「出来ないな、職種は天職みたいなものだから選択肢が出ても変更は出来ない。たまに記き憶おく喪そう失しつや事故で職種が変わることや継けい承しようタイプの固有スキルなどを継承したら、その時に職種が変わることもあるらしいが」

　職種変更が可能なのはジョブホッパーが特とく殊しゆだからか。

　ずっと職種は魔導剣士として通しておこう。

　まず魔導剣士の練度を３・０に上げないといけないがどの位時間がかかるか知りたいな。

「気長にやってみるよ」

「聞きたい事があれば何でも俺かソフィアに聞くんだぞ？」

「そうね、魔眼以外の事なら私達に聞いてもらえれば大体は答えられると思うわよ」

「うん、知りたい事があったら聞くね」




　今日はもう寝ねようかな……。

『レイさん、お久しぶりですね』

　自分は気が付いたら前世の応接室みたいな部屋にいた。

『あっ……ここはもしかして……？』

　この部屋は昔に見た気がするぞ……。

　どこで見たんだっけかな……もう少しで思い出せそうなのにモヤモヤするな。

　しばらくすると予想通りの美女が部屋に入ってきた。

　そして、その美女を見た途と端たんに忘れていた記憶が一気に溢あふれ出してきた。

『今回はレイさんが５歳になったので祝福をする為ためにここへ呼びました』

『ありがとうございます！　えっと、○○○○様ですよね』

『ええ、そうですよ。無事、レイさんが５歳になれて嬉うれしいです』

『何で自分は今まで○○○○様の事を忘れていたんだろう？』

『それはここでの記憶が肉体に持っていけないからですよ。レイさんがもう少し成長してもらえれば肉体に持ち越こしても大だい丈じよう夫ぶなんですけどね……』

『そういえば、お願いされていた事は記憶に無かった筈なのにいくつかは完かん遂すいされてるんですね』

『魂たましいに刻まれていますからね。それではまた会えるのを楽しみにしていますよ』

　次の日、幼なじみふたりと職種について話していた。

「僕の職種は魔導剣士だったよ。ブラットとエレナは？」

「俺はグラディエーターってやつだな。オヤジと同じしょくしゅが良かったけど、これはしかたないな」

「私はレンジャーだったにゃ～」

「３人の職種はパーティー組むには良いかもね」

　ブラットが前衛、自分が後衛、エレナが支し援えん。

「ああ、そうだな。将来は分からないけど学校でのパーティーは一緒にやりたいな」

「そうだにゃ～」

「お互たがい職種を鍛きたえて頑がん張ばろう！」

「おう！　使いこなしてみせるぜ！」

「私も頑張るにゃ」

　３人の中で一番頑張んないといけないのは才能の無い自分だけどね！







　ちなみにふたりの鑑かん定てい結果はこれだった。

　名前・ブラット（５歳）

　状態・良好　属性・火　職種・グラディエーター　種族・人族

　成長スピード　力９　器用６　速さ７　知力４　魔力４

　武器・大たい剣けん（木）




　名前・エレナ（５歳）

　状態・良好　属性・氷　職種・レンジャー　種族・獣じゆう人じん族（猫ねこ）

　成長スピード　力５　器用８　速さ８　知力３　魔力６

　武器・短たん剣けん　２本（木）




　今日は自宅の庭ではなくて、ブラットとエレナと共に町の外に来ていた。

　自分達は職種を得てから何度も訓練をして、お互いに感覚で職種について分かりかけていた。

　今日はそれを実戦で試ためすために、町の隣となりにある訓練場に来ていたのだ。

　ここは常に警備の人がいるし大人も訓練してるから子供だけで来ても安全な場所だった。

「今日、僕は魔ま導どう剣けん士しで覚えたスキルを試したいからさ、ひとりで的に向かって攻こう撃げきしてるよ」

「分かった。それじゃあ、俺はエレナと稽けい古こしてるよ」

「はいにゃ～」

　今日、試したいスキルはブレードと武器強化の属性付ふ与よだ。

　ブレードは魔力を固定した透とう明めいな剣で、戦せん闘とうならかなり有利な攻撃なのだが、今まで武器に出来るほどの強度が出せなかった。しかし、これを使えば魔ま法ほう剣けんが出来そうだ。

　武器強化は既き存そん武器に魔力を纏まとわせて強化するもので、若じやつ干かんブレードに似た性能だった。

　２つの違いは無から魔力のみで武器を作るか、武器を魔力でさらに強くするかの違いかな。通常なら武器強化の方が効率的で強い筈だ。とりあえず、昨日までの復習でブレードを試してみるかな。

　自分はブレード、魔力操作を使い魔力で剣の形をイメージして固定してみる。スキルがあると意外と形成が簡単だな。

　今までは武器の形を明確にしないと変な形の武器とかになっていたからな。

　自分は的に向かって作ったばかりのブレードを使って斬きりつけてみる。




　ガッ




　的が少し傷付いただけかな……。

　次は初めての試みだけど、雷かみなり属性を付与してみよう。ブレードを維い持じしながら、更さらに魔力を雷に置き換かえる感じに……固定されていた魔力が流出してる感覚になるな。昨日もこの辺で魔力が霧む散さんしてしまったんだよな。だけど、今日は更に試したいことがある。

　ブレードの外側を魔力で覆おおい、二重のブレードを作る。それから内部を雷属性に変へん換かんする……。

　そうすると劇的に安定してきた。

　雷属性を纏ったブレードがかなり安定した所で、的に攻撃してみる。

　ブォ──ン

　的がバターを切るように簡単に真っ二つに斬れていた。




【サンダーブレードを取得しました】

　なかなかの威い力りよくだな……しかも新しいスキルを取得出来た！

　今日は気分が良いから、そのまま武器強化をやりたいけど、今日は木ぼつ剣けんを持ってきてないんだよな……あっ、そうだ！

　こっそり神木の小こ太だ刀ちをストレージから取り出す。

　そして、神木の小太刀に武器強化を使い、魔力で強化してみる。そのまま雷属性の付与が出来そうだったからやってみる。

　そしたらなんと１回で成功した。

　元になる武器があると形成も必要無いし、魔力操作もかなり楽だったな。




【雷属性付与を取得しました】




　なんか武器強化の方が簡単だな。しかも見た目がただの木刀だったのが、パチパチと音を鳴らしながら放電している。

　超ちようカッコいい！

　そして何も考えずに的を攻撃してしまった。




　ドッガーン！

　的と近くの地面が無くなりミニクレータが出来ていた。

　あ、やばい……思ったより威力が強かった。

　周りを見たら大きな音を聞き、大人達やブラット、エレナも集まっていた。

「ぼうず、流石さすがに属性付与のスキルは危ないから親のいる前でやらないと駄だ目めだぜ」

　訓練をしに来ていたおじさんに軽く注意される。

「凄すごい音したにゃ」

「レイ、すげー威力だな！」

「あと作った穴は自分達で埋うめるようにな。スコップとかは向こうの用具入れにあるからな」

「……分かりました、ごめんなさい」

「まあ、怪け我がが無かったから、地面さえ直せば良いから大丈夫だよ。しかし、決して人に向けてはダメだからな？」

「はい、分かりました」

　前世でおじさんだったのに、こんなところでやらかすのは凄く恥はずかしい。

「私も一いつ緒しよに埋めるにゃ」

「俺も手伝うぜ」

「エレナ、ブラット。ありがとう」

　そしてミニクレータを埋め戻もどすのにかなりの時間がかかった。




　今日はそのまま家に帰り、報告したらもちろん両親に怒おこられた。

「まさか、サンダーボールではなく雷属性付与を先に使うとは想定外で油断したな」

「５歳で雷属性付与が出来たなんてレイは天才かもね」

　おかしな威力と両親の反応が気になり聞いてみる。

「サンダーブレードの時も威力が強いけど、雷属性付与は何であんなに威力が高くなるの？」

「サンダーブレードまで覚えたのか……。まずサンダーブレードはサンダーボールなどと同じで、強さは魔力操作の出来次し第だいだ。だからレイの場合はまだ、そんなに威力は出ない筈はずだ。そして、属性付与は武器次第で威力が変わる」

「な、なるほど……」

　お父さんの視線がちょっと下の方へ向く。

「そこで、前から気になっていたがレイの木剣は変わってるな？　なんか業わざ物ものの武器みたいな感じがするんだが」

　ああ、やっぱりあの威力は神木の小太刀が犯人かよ。

　どうしよう……。

「すごく良さそうな角材を見つけたから薄うすくて短いものに加工したんだよ」

「ふむ……ちょっと借りて良いかな？」

　お父さんは神木の小太刀を構えてから数回振ふってみる。相変わらずお父さんが武器を振るうと、武器が見えなくなるほど速い。

「…………」

　やらかした武器がバレたかな？

「レイ、この武器での魔力強化は良いが属性付与は使用禁止だ。魔ま獣じゆう相手ならまだ良いが、人に向けてはいけないぞ」

「……うん、分かったよ」

「あと、この武器は良い出来だから大切にするんだぞ」

　武器についてはあまり突つっ込んで来ないのは助かるな……。

　それに自分も身内に誤ご爆ばくは嫌いやだから属性付与は禁止だな。











第４章　邪じや神しん族復活






【マリオン】

　俺とアンジェラ、イザークの３人はとある事情から大人の目をかいくぐり、モロットの外に出ていた。

　俺達３人は当然ながら３人だけでモロットの外に出るのは生まれて初めてだった。

　勝手に外に出たなんてバレたら親に怒られるんだろうなぁと今から憂ゆう鬱うつになっていた。

　まさか、学園の冬休み中の帰省時にこんな事になるなんて……。

「マリオン、やる気ない顔してどうしたのよ？」

　アンジェラが俺に心配そうな感じで聞いてくる。

　それにしてもやる気ない顔……。

「やる気がない顔と言うよりは、不安な顔って言ってくれないかな。というかアンジェラ、今からでも引き返さない？」

「ぼ、僕も恐こわいからそろそろ帰りたいよ」

「ここまで来て何を言ってるのよ！　私は伝説の剣けんを手に入れるまで帰らないわ！」

「本当に伝説の剣がモロット周辺にあるのかな……モロットなんて何もない町だよ？」

　俺達３人が何な故ぜ、モロットから内ない緒しよで出てきたかと言うと、絵本・伝説の邪じや剣けん伝説に登場する伝説の邪剣をアンジェラが欲ほしいと言い出したのが発ほつ端たんだった。

　思ったら直すぐに行動してしまうアンジェラを、本来なら俺とイザークが止めないといけないのだが、俺は大好きなアンジェラに、付いてこないと絶交だと言われてしまい、どうしても嫌きらわれたくないから、あまり強く否定する事が出来なかった。

　イザークはいつも付いてくるばかりなので、文句を言うキャラではない。

「きっとあるわ！　お父さんが封ふう印いんの祠ほこらがあるって言ってたもん！」

「ああ、アンジェラのお父さんは有名な冒ぼう険けん者だもんな」

　アンジェラのお父さんは有名な冒険者だったみたいだが、レイやブラットの親が生きる伝説的な冒険者なので、有名の度合いで言えばかなり負けていると思う。

　まあ、アンジェラはファザコン気味ではあるから仕方ない。

「そうよ！　私はお父さんみたいな有名な冒険者になりたいのよ、その為ためにはレイ達に負けられないわ」

「あ、あの、アンジェラちゃん？　レイくん達に勝つ必要があるのかな……？」

「お、おい、イザーク。余計な事を聞くな……」

　俺はイザークのお尻しりを軽くつねると、イザークは身体からだをビクッとさせながらも軽く頷うなずく。

　アンジェラのことが大好きだからこそ、危ない事をやりそうなら止めないといけないのだろうが、もう町を出てしまったし、帰らない宣言をしたアンジェラを止めて帰るのは厳しい。

　ならば、せめて俺達に出来るのはアンジェラを煽あおらないことだ。

「お父さんは子供の頃ころに無敗だったって言ってたわ。なら私も無敗でなくてはいけないわ」

「そ、そうなんだ……」

「…………」

　それから俺達は余計な事を言わずにアンジェラの後を付いて歩くのだった。

　途と中ちゆうでイザークが俺に聞こえるか分からないギリギリの声で「無事に帰れるかな……」と呟つぶやいていたのが気になった。

　俺達がモロットを出てから30分位歩いた頃、小さいが本当に祠みたいなのがあった。

　その周りを鎖くさりみたいなのが巻いてあった。

「あの伝説は実話だったのか？」

「お父さんが噓うそ吐つくわけ……」

　バタッ

「あっ、アンジェラちゃん!?」

「アンジェラっ！」

　アンジェラが突とつ然ぜん倒たおれてしまった。

「イザーク！　回復魔ま法ほうを早く！」

「う、うん。分かった！」

　イザークの職種は神官であり、得意ではないらしいが回復魔法を少しは出来る。

　イザークは不慣れながら一いつ生しよう懸けん命めい回復魔法を使ってくれているが、アンジェラは目覚めない。

「マリオンくん、アンジェラちゃんは怪我じゃないみたいで効果が無さそうだよ……」

「そうか、なんで倒れたのかな」

「もしかして邪剣の呪のろい？」

「まさか、邪剣は封印する為のやつだろ？　しかも俺達には影えい響きようないし……」

　イザークの魔力も尽つきて、俺達は目覚めないアンジェラを前に途と方ほうにくれていたら、なんとアンジェラが目覚めてくれた。

「……う」

「アンジェラ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「アンジェラちゃん！」

「ふたりともごめん」

「「えっ!?」」

　アンジェラが突然謝りだして、俺とイザークはビックリしてしまった。

　何故ならアンジェラが俺達に謝った事なんて一度も無かったのだから……。

「私、邪剣の呪いにかかっちゃったみたいで、解除するには……」

　アンジェラは邪剣の呪いにかかり、解除するにはやらなくてはいけないことを話し出した。

「の、呪いってそんな」

「アンジェラ。何で呪いだとか解除方法とか知っているんだよ」

　勉強嫌ぎらいなアンジェラにそんな知識は無い筈はずだ。

「頭の中に声が響ひびくの……助かりたければ邪剣の呪いを解除しろって」

「罠わなっぽいな」

　明らかに怪あやしい。

　特にアンジェラの頭の中に響くという声は誰だれだ？

「一いつ旦たん、アンジェラを担かついで帰るぞ。大人に相談しないと俺達には分からない」

　俺にも深い知識があれば何とか出来たかもしれないが、分からないのに怪しい声に従う訳にはいかない。

「だ、ダメよ！　邪剣から一定距きよ離り離れたら死ぬって。それに何もしなくても30分したら死ぬって……」

「まじかよ」

　その声の主が噓を吐いている可能性が高いと俺の勘かんが言っているが……。

　もし、勘が外れたらアンジェラが死んでしまう。

「マリオンくん、封印解除をしようよ。僕達３人の職種なら奇き跡せき的に可能だよ」

「可能ではあるんだけどな……」

　その奇跡的に可能な職種の３人が祠に集まる事なんてたまたま起こるか？

　アンジェラが教えてくれた封印解除方法は、闇やみ属性の戦術系の資質がある者、闇の選せん択たく肢しに全すべて正解し、最後は聖なる鎖を解除する事が出来る神に仕える職種持ちが必要になるというものだった。

　アンジェラが闇属性の漆しつ黒こく戦士て、イザークが神に仕える神官、俺の遊ゆう戯ぎ師のスキルなら１日10回まで選択肢が５択たくまでなら確実に正解する事が出来る。

　俺達には正解が分からないので、アンジェラを助ける為に邪剣の封印解除をする事に決めた。




　邪剣の封印は思っていた以上に、あっさりと解除出来てしまった。

「簡単に封印解除出来てビックリだね」

「ああ、って事は俺達がここに来たのも仕組まれていた可能性があるな……」

「まさか、そんな事はないんじゃない？　マリオンくんは考え過ぎだよ」

「マリオン、イザーク、ありがとう」

「まあ、何かあれば３人で責任を取ろう。アンジェラ、邪剣をその辺に置いて一旦町に帰ろう」

「分かったわ。えっ、邪剣が手から離はなれない!?」

「まじかよ……」

『ふはははは、邪剣の呪いというのは、封印解除したものに降りかかるのだよ』

「誰だっ！」

　突然、頭に響く感じで声が聞こえてきた。

　これが封印解除方法を教えたっていう声か……。

　周りを見回すと、祠の上に半はん透とう明めいな人が座っていた。しかし、あれは明らかに人ではない何かだ。

　俺は本能的に恐きよう怖ふして、身体が震ふるえだしていた。

『君達には本当に感謝しているよ。まさか私がドワーフ如ごときに封印されるとは思わなかったよ。怯おびえなくとも私は封印解除の感謝として、君達だけは見み逃のがしてあげよう。ちなみに邪剣の呪いで、呪いを解除していないのに祠から離れたら死ぬのは本当だから気を付けるといい』

「お前は何なんだ……」

『私は邪じや神しん族のベヘブルズ』

「邪神族？」

　邪神族なんて聞いたこと無い。

『おや？　邪神族を知らないのですか……私が封印される前は子供でも知らない者はいない位には有名な種族だった筈ですが、もしかしたらかなりの時を封印されていたのでしょうか？』

「今の世界では滅ほろびた種族なんじゃないか？　そのまま、また封印されたらどうだ？」

『ふはははは、子供なのに君は度胸があって良いですね。しかも、頭もかなり良さそうだ。私は君みたいな者は好きですよ』

「こっちは嬉うれしくないけどな……」

『しかし、邪神族が知られていないとなると、まずは数を増やさないといけませんね』

　俺達はヤバいのを封印解除してしまったのだけは会話で分かったけど、どうしようか。

　いや、やれることはあまりないな。

「イザーク、直ぐに町へ知らせに行け。レイ達の親なら何とかなるかもしれない」

　俺の勘だが、こいつの対処は町の大人達では無理だと思う。

　ならば、モロットでの強者に頼たよった方が被ひ害がいが少ないだろう。

「えっ、マリオンくん達はどうするの……」

「俺とアンジェラはここに残る。アンジェラをひとりには出来ないからな」

「マリオン、ごめんね」

「さあ、早く行け！」

　イザークは臆おく病びようだが頭は悪くない。だから今何をするのが最善かを理解して、モロットへ向けて走り出した。

『なるほど、あちらに町があるのですね。出いでよ、邪じや鬼き召しよう喚かん』

　ベヘブルズの近くに見たこともない丸い図形が浮うかび上がったかと思ったら、そこから紫むらさき色の人型の煙けむりが大量に出現してきた。

「な、なんだこいつらは……」

『邪鬼達よ。あの子供の後を追い、町を滅ぼしなさい』

「させないわ！」

「アンジェラ!?」

　アンジェラは無む謀ぼうにも邪鬼と呼ばれた人型の煙に、邪じや剣けんで斬きりかかった。

　ズバッ!!

　ギギッ……。

「えっ、アンジェラの攻こう撃げきが効いた？」

　アンジェラは弱くはないが、邪鬼は明らかにヤバそうな感じだったから、アンジェラの攻撃は効かないと思っていたのだけど、邪剣の一いち撃げきで邪鬼が幻まぼろしだったかの様に消えていった。

「やったわ、マリオン！　私でも倒せるわ！」

　アンジェラは１匹ぴき目を倒した後、続けて２匹、３匹と邪鬼を倒していった。

『ほう邪剣を振ふり回せるとは意外ですね……。しかし、邪鬼は弱いとはいえ、子供に倒せるほど弱くはない筈。もしかしたら貴重な原石かもしれませんね』

　俺もアンジェラに続き、邪鬼を剣で攻撃したが霧きりを斬っているみたいで手て応ごたえが無くスカスカしてしまっていた。

「何で斬れないんだっ!?」

『普ふ通つうの剣で斬っても無む駄だですよ。我々には深しん淵えん系統か魔導系統、神聖系統しか効きません。邪剣は深淵系統の武器ですから特別効いただけです』

「なら私があなたを倒すわ！」

『ふはははは、それは流石さすがに笑えない冗じよう談だんですね。数十年鍛きたえれば分かりませんが、邪剣が有効でも子供が使う攻撃では私に傷すら付けられませんよ』

「やってみないとっ、キャッ！」

　アンジェラはベヘブルズにも斬りかかろうとしたが、見えない壁かべに阻はばまれて吹ふき飛ばされてしまう。

『調子にのられても面めん倒どうですから、拘こう束そくさせてもらいますよ』

「な、なによ。身体からだが動かない……」

　ヤバい、アンジェラが……！

　俺は玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでベヘブルズに突つっ込もうとしたが、アンジェラと同じく見えない壁に阻まれてベヘブルズのところまで行けない。

『無理をしなくても彼女は殺しませんよ』

「そんな言葉が信じられる訳ないだろ！」

『そうですね……彼女を殺さない事にメリットがあると言えば信じますか？』

「メリット？　人質にでもするのか？」

『人質に近いですが、少し違ちがいますよ。その邪剣は真しん邪じや王おう降こう臨りん剣けんというもので我らが邪王様復活に必要なものなのですが、使用するにはいろいろ制約があって今は使えません。それに私達は邪剣を触さわれませんし、近くにあると都合が悪い。だから使用するときまで彼女に保管してもらうのです』

「そんな事を俺達に話したら破は壊かいか封ふう印いんするぞ」

『ですが、それをしたら彼女を殺します。彼女が所持している限りは破壊も封印も出来ないって事です。あなた達人族は悪人ですらなかなか殺せないでしょう』

「…………」

　ベヘブルズの言っている事は本当っぽいが、全てが本当とは限らない。

『という訳で私は撤てつ退たいしましょう。数十年後にまた会いましょう』

　そう言うとベヘブルズはあっさりと消えてしまった。

「私達、助かったの……？」

「ああ、そうみたいだな。しかし、イザークが町に着いてからが心配だな……」

「邪鬼は軽く見ても１００匹以上はいたわよ」

　邪鬼は煙状だったから正確な数は分からなかったけど、イザークの後をかなりの邪鬼が追っていってしまったからな。

　イザークは兎と人じん族で、子供ながらあれでいて脚あしがかなり速い、町までは逃にげられるだろうけど、その後が心配なのだ。

　仮に町に着いても大人に連れん絡らくしている間に邪鬼が襲しゆう撃げきしてきそうだし。

「だけど……俺はそろそろ立ってるのすら限界だ」

「私も……」

　ベヘブルズと対たい峙じしているだけで精神力と体力をゴッソリ削けずられた感じだ。




　本来はモロットへ行かなくてはいけないのだろうけど、俺とアンジェラは疲ひ労ろうが為ために倒たおれてしまった。

『ふふふ、敵の言葉を信じるなんて愚おろかですね。ですが頭の良い子供は今後、役に立ちそうですからふたり共連れて行きましょう。彼女の方は邪剣適性があるので将来が楽しみですね。後は私を復活させてくれた人間がどんなものか見に行きますか……』







【レイ】

　自分はいつもの様にブラット、エレナと共に模も擬ぎ戦をしたりしてトレーニングをしていた。

「今日もアンジェラは来ないんだな」

「先日、レイがやらかしたからにゃ～」

「いや、やらかしたって……間違いではないけど、向こうから突っかかって来たんだし……」

　先日、威い嚇かくの意味でアンジェラの近くに雷かみなり属性を付ふ与よした属性攻撃をした時に、アンジェラは激しい爆ばく音おんと光にビックリし過ぎて失禁して泣いてしまったのだ……。

　あの後、お母さんにもかなり怒おこられたんだよな。

「そう言えばイザークやマリオンのセットも見ないにゃ」

「確かにあの３人は僕達みたいな感じの仲がいい幼なじみだしね。あれ、ブラットどうしたの？」

「なあ、何か向こうの空が急に暗くなってないか？」

「本当だ、雨が降りそうな感じではないのに不思議だね」

「俺からしたら天気を予測するレイの方が不思議だよ」

「ははは、天気を当てるにはコツがあるんだよ」

　前世の知識が役に立っているとは言えないが、自分の天気を当てる確率はまあまあ高くて、農民の大人からは密ひそかに頼られたりしていた。

「何か嫌いやな予感がするにゃ……」

「エレナまで止やめてよ。エレナの場合、勘かんが当たり過ぎるから洒落しやれにならないよ」

「レイ、エレナはマジっぽいぜ……」

「えっ、本当に嫌な予感がするの？」

　ブラットに言われて、エレナの顔をまじまじと見ると普ふ段だんは眠ねむそうなのに、真しん剣けんな顔をしていた。

　ああ、これはマジなやつだな。

「私はちょっとあの暗い方角を見に行くにゃ」

「俺もついて行くよ。こんな時にオヤジは王都に行っていていないんだよな……」

「なら僕はお母さんに知らせてから向かうよ。もしかしたらエリーさんもお母さんといるかな？」

「ママはガインおじさんと一いつ緒しよに王都にゃ……。今日には帰ってくるはずにゃけど」

「そっか、ならお母さんにだけ知らせてからそっちに向かうよ。特にブラットは絶対に町からは出ちゃダメだって言われてるからね？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと様子を見るだけさ」

　自分はブラットやエレナと別れて自宅に向かうのだった。

　エレナの嫌な予感はガチでヤバい事が多いから、そんな時は親達に知らせるように言われているのだ。

　こんな時に限ってうちのお父さんもいないんだよな……。




　自分はお母さんにエレナが嫌な予感がすると連絡したらフル装備で出ると言って準備しだした。

「レイ、あなたは家で留守番していなさい」

「えっ……」

　過保護なお母さんだから何となく予想は出来たけど、本当に留守番になるのか。

「えっじゃないわよ。あなたはまだ子供なんだから家の中にいなさい」

「でも、ブラットとエレナが……」

「……あのふたりもなの？　ならふたりを迎むかえに行くのは許しますけど、その後は３人で食堂に行きなさい」

「分かったよ」

　ブラットのお母さんが経営している食堂だったら直すぐに行かないと後でお母さんにバレるから言うことを聞かないとな……。

「絶対に言うことを聞きなさいよ？」

「大丈夫だよ」

　そうして自分はブラットとエレナを迎えに行くのだった。




　自分がふたりのいる場所に向かう途と中ちゆうで、イザークと共に走ってこちらに来るブラットとエレナがいた。

「ブラット！　エレナ！」

　ふたりが自分に気が付き、こちらに走って来た。

「あっ、レイにゃ。町の周辺はヤバいから逃げるにゃ！」

「ヤバいってどうしたの？」

　エレナとブラットが必死に逃げているシーンは初めて見るかもしれないな。

「変な感じの動物とかが押し寄せてきたんだ！」

「魔ま獣じゆう？」

「いや、町周辺を警備してるおっちゃんの話だと魔獣とは違うらしい。あとは、イザークが……」

「あ、あれはきっと邪じや神しん族ってやつの手下だっ！」

「邪神族？　そんな種族いたっけ？」

　お父さんが貴族からもらってくれた本には、そんな種族は書いてなかった気がするけど、もしかしたら昔に絶ぜつ滅めつ寸前になった種族かな？

「じ、実は伝説の邪じや剣けんを……」

「あの封印を解いたのね？」

　後ろからかなり怒った声がしたから振ふり返ったら、お母さんがいた……。

　あ、これはガチで怒ってるお母さんだ。

「ご、ごめんなさい!!」

「それよりも封印を解いたのね？」

「は、はい。そしたら邪神族のベヘブルズってのが復活してしまって……」

「あの封印はイザークくんひとりでは無理なはずよ。他ほかの子はどうしたの？」

　そう言えば、アンジェラとマリオンがいない……。

　まさか……？

「アンジェラは邪剣の呪のろいで祠ほこらから離はなれられなくて、マリオンは一緒に残りました。僕はマリオンに言われて町に邪神族の事を……」

　まだふたりは無事なのか？

「分かったわ、ならあなた達は食堂に逃げて待ってなさい。町周辺の敵を倒したら祠に行くわ」

「お母さん、気を付けてね」

　邪神族がどのくらいの強さかは分からないが、名前からして危険そうだから、心配だ。

「ありがとう、レイ。私の専門は回復だけど、町にいる中では私が一番強いから安心して」

　自分の不安そうな顔に対してお母さんは両手に持っている２本の金属で出来た棒を笑顔でヒュンヒュン振り回していた。

　ってか振り回した棒の先せん端たんが見えなかったぞ……。

「大丈夫そうだね」

「ええ、私は強いから大丈夫よ」

　僕達は急いで食堂へ避ひ難なんする事にした。







【ソフィア】

　私はレイ達と別れてから町の外に向かっていた。

「レイに心配されちゃうなんて、無傷で帰らないとダメね」

　邪神族の封ふう印いんはモロットに来てから初めて知ったのだけど、ガインさんがモロットに住んでいる理由は歴代のドワーフ族の最強が守護する役割のためだった。

　ガインさんと言えば冒ぼう険けん者内ではドラゴンスレイヤーとか、千せん剣けんの王などと呼ばれる大陸屈くつ指しの有名人だから、何でこんな町で鍛か冶じ屋やをやっているのか不思議だった。

　未いまだにエリーさんがモロットにいる理由は知らないけど、ガインさんと同じ様に何かしらの理由があるのかもしれない。

　ガインさんとエリーさんはレオンに勝てないかもしれないと言わせるほどの実力者であり、小さな町にたまたま住んでいるなんて事は有り得ない筈はずよね。

「だけど、邪神族ねぇ……ガインさんに聞かされるまで知らない位、遥はるか昔に生きていた種族が私達の生きている時代に復活するなんて思ってなかったわ」

　そんな事を考えながら走っていくと、すぐに町周辺で凶きよう暴ぼう化した動物と戦う町の大人達がいた。

　多分、ここが凶暴化した動物の多いところみたいね。

　まだ凶暴化した動物が攻せめてきてから数十分しか経過してない筈なのに大人達は既すでにボロボロになっていた。

　町の大人達は現役の冒険者よりは確実に弱いが、魔犬レベルなら倒せる強さはあったはず。

　それなのに、こんなにすぐボロボロになるくらい動物達が強いということかもしれないわ。

「あなた達！　ここは私が殲せん滅めつするから他の町周辺を見てきて！」

「おお、ソフィアさんが来たら安心だっ！」

「よし、俺達は右側から回るから、お前達は左側を頼たのむ！」

「おう！」

　私が来たことで町の大人達は元気を取り戻もどしたみたいね。

「それじゃあ頼んだわよ！　水の祝福！」

「おお、傷が癒いえていく……」

「凄すごい！」

「流石さすがはソフィアさんだ！」

　私が集団回復魔法・水の祝福を発動したことにより、町の大人達は傷が癒えていく。

　この水の祝福は重傷者には効果が薄うすいが、軽傷者には絶大な効果を発揮する。

　さて、私は凶暴化した動物を叩たたき殺して回っているけど、明らかに魔獣ではない特とく徴ちようがあった。

　魔獣は動物が変化したものだから、倒たおせば死体は残るのに凶暴化した動物は死体が残らずに霧む散さんしてしまう。

　これは召しよう喚かん師の召喚獣じゆうが死んだ時の現象に似ているわね。

　これは例の邪神族が召喚した生物なのかしら？

「あら？　たまに死体が残る場合もあるのね……」

　大体、30匹ぴきに１匹位の割合で凶暴化した動物の死体が残っていた。

　私は今までにないタイプの敵だから用心しながらモロットに押し寄せて来ていた動物を倒していった。




　私は凶暴化した動物をあらかた倒すことに成功していた。

「数えてはいないけど、３００匹はいたかもしれないわね。私がいなかったらと思うとゾッとするわね」

　１匹の強さは魔犬並みではあるけど、数が多すぎるので、私が町にいなかったらモロットは全ぜん滅めつしていたかもしれない。

　こんな事を出来る邪神族ってのは、私だけではヤバいかもしれないわね……。

「こんな時にレオンがいてくれたら安心だけど……。レオンに頼たよりっきりも良くないわね」

　最悪の事態には私の裏うら技わざを使う必要があるけど、出来ればアレは使いたくない。

　レオンの最強スキル程ほどではないけど、リスクがあるのよね。

「さてと、封印の祠まで行きますか。っと、すんなり進ませてくれないのね」

　さっきまでは魔犬に近い容姿の動物が多かったけど、今度は魔ま猪ちよみたいな容姿の動物だった。私からすれば、魔猪も魔犬もそんなに強くはないけど、モロットの大人達では冒険者経験のある人じゃないと対応する事は出来ないかも……。

　しかも、１匹ではないから絶対にモロットへ入れてはダメね。

　そして私はまた凶暴化した動物を狩かり続けるのだった。







【レイ】

　自分達はイザークと共にブラットのお母さんが経営する食堂へ来ていた。

　一応、魔獣が町を襲おそってきた時のマニュアルとして食堂や集会場などは避難場所になっていたので町の子供や年寄りも集まっていた。

「ソフィア様がいるから安心じゃな」

「そうだな、ガイン様やエリー様、レオン様は町にたまたまいなかったけど、ソフィア様がいてくれて良かった」

　何だか町の大人達はお母さんに対する信しん頼らい度どがもの凄く高いな。

　凄い冒険者だったのは分かるけど、お母さんは回復魔法師……。

　前世のイメージでいけばひ弱な後衛職であり、前衛が守って、敵を倒してくれるから活いきる職種なのではないだろうか？

「お母さんってそんなに強いのかな？」

「さあ？　どうだろうな。たまに怒おこると恐こわいけど、基本的には優やさしいからな、ソフィアおばさんは」

「結構強いらしいにゃよ？　ママが『ソフィアは本気で怒らせてはいけない人』って言ってたにゃ」

「おや、レイくん達はソフィア様の伝説を知らないのかい？」

　自分達がお母さんについて話していたら、近くにいたおじさんが話しかけてきた。

　確かこのおじさんは怪け我がをして戦えなくなった元冒険者だったかな？

　今では近くの青果店をやっている気さくなおじさんだが体格は凄く良いんだよな。

　そんな事より、お母さんの伝説ってのが凄く気になった。

　お母さんは何な故ぜか冒険者時代の話をしてくれないんだよな。

　お父さんに聞いても目を泳がせて教えてくれないし、何かと黒歴史的なやつがある筈はずだ。

「お母さんの伝説……知らないので是ぜ非ひ教えてください」

「おう、昔は伝説のパーティーの一員でな、俺が冒険者をやっていた時のソフィア様の二つ名は殲滅の女め神がみって……」

　殲滅の女神って穏おだやかじゃない二つ名だな。

「お、おい！　そんな事をレイくんに話すなっ!?　後でどうなっても知らないぞ！」

「あっ、やべ……。あ～、レイくん？　今のは忘れてくれないかな？」

「忘れはしないですけど、お母さんはそんな事で怒ったりしないと思いますよ？」

　たまに怖こわいオーラの時もあるが、昔の話をしたくらいではあの優しいお母さんは怒らないだろう。

「いや、レイくんの前ではもの凄く優しいかもしれないが……バレたら死よりも恐おそろしい……」

「バ、バカ！　それ以上口を滑すべらすな！」

「あっ……。レイくん、今度おじさんが美お味いしい果物をご馳ち走そうするから内ない緒しよに……」

　みるみるおじさんの顔が青ざめていくが、どんだけお母さんを恐れているんだよ……。

「おじさん、内緒にしておくので大だい丈じよう夫ぶですよ」

「おお、そうか！　男同士の約束だぞ？」

　おじさんと謎なぞの約束をしたタイミングで食堂の外が騒さわがしくなっていた。

「なんだ？　もしかして町の中に侵しん入にゆうしてきたのか？」

「いや、なんか行商人の親子が外で騒いでるらしいぞ」

「ああ、たまに来る行商人の親子か。ソフィア様の強さを知らないから魔ま獣じゆうの大襲しゆう撃げきでパニックになってるのかもな」

「それなら大丈夫だと説得すれば良いんだが、どうも雰ふん囲い気きが違ちがうみたいだぜ？」

「なんだそりゃ？」

　おじさん達は食堂の窓側に移動して、外で騒いでいるという行商人親子を見に行った。

　モロットに来る行商人は沢たく山さんいるけど、行商人の親子と言われているのは１組しかいない。

　自分も何回か見たことあるけど、確か子供の方が自分と同じくらいの歳としで、行商人をしている父親の手伝いをしているのが印象的だったな。

　父親の方は行商人なのにメンタルが弱そうな人で、少し前に奥さんに逃にげられたとか話しているのをお母さん達の会話で聞いたことがあった。

　自分位の小さい子を父親ひとりで育てるのは大変そうだなと思う。

「ありゃやべえな……」

「ああ、普ふ通つうなら食堂内に避難させてあげたいところだけど、あの叫さけんでいる内容が本当なら……」

　あれ？

　どうしたのだろう、なんかトラブルかな……。

　自分もちょっと気になったので窓側に移動してみたら、行商人の父親が叫んでいる内容が聞こえてきた。

「邪じや神しん族様！　約束通りに行動したので我々親子に邪神様の加護を下さい！」

　うん、完全にアウトだな。

　あの父親がこの事件に荷か担たんしてるって大声で暴ばく露ろしてるよ……。

　ってか邪神様の加護ってなんだ？

　絶対にろくでもない加護だろ……。

「しかし問題は食堂内に戦える人がいるのかな？」

　食堂内に避ひ難なんしている人は年寄りや非戦せん闘とう職の人や怪我をして戦えない人、自分達みたいな子供位しかいない。

「多分、私達より戦える人はいないにゃ……」

「いざとなったら俺達が出るか？」

「いや、僕達は子供だし……余計な事は……」

「多分、町の中を見回りしている人もいる筈だから大だい丈じよう夫ぶにゃ」

「そっか……」

「何でブラットは残念そうなんだよ」

　ブラットは戦う気満々だったのか、戦ってはダメだという流れになったらガッカリした感じになっていた。

　確かにブラットやエレナは強いと思うけど、所しよ詮せんは５歳になったばかりの子供だ。

　優ゆう秀しゆうなスキルとかあったとしても、大人には勝てないだろうと思う。

　しかし、突とつ然ぜん状じよう況きようが変化する。

「な、なんだあれは……」

「ん？　どうした、レイ」

「行商人のおじさんが急にやな感じになったにゃ」

　魔眼を持つ自分か、勘かんの鋭するどいエレナしか分からないかもしれないが、魔力が体外に溢あふれる事もない弱そうな行商人のおじさんから突然に異質な魔力が溢れてきた……。

　そして、元々行商人親子は茶色の髪かみ色をしていたが、髪色が黒に変化していった。

　エレナじゃないけど、自分の本能がヤバいと警けい鐘しようを鳴らしていた。

　というか、何で行商人のおじさんの魔力が変化したんだ？

　普通は生まれ持った属性が変化する事は無いとお母さんから聞いたのだが、例外があるのか？

「おお!!　私に邪神様の加護をありがとうございます、邪神様！　力がみなぎってくる感じがします！」

　行商人のおじさんがヤバい感じになったのは邪神の加護ってやつのせいなのか？

　加護って事は、あのおじさんは邪神の眷けん属ぞくみたいなのになったということなのか……。

　食堂内の人達も行商人のおじさんがいきなり変へん貌ぼうした事によりかなりとまどっていた。

「お、お父さん、どうしたの!?　変なことを言ってないで、僕達も避難を……」

　ズボッ

「えっ……お父さん、な、なんで……」

　行商人のおじさんは、どこから取り出したか不明の黒いナイフにて止めに入った息むす子この腹を刺さしていた。

「喜びなさい、ジークス。お前は邪神様に捧ささげる生いけ贄にえに選ばれたのだ。もしお前に適性があれば、邪神族としての道もあると邪神様は仰おつしやっている」

「た、助けて、お父さん……」

　息子の腹からは大量の血が流れ出し、数秒したら倒たおれてしまった。

　あの血の量から言って、あのジークスとかいう息子はかなり危険だ……。

　ジークスが危険なのはみんな分かっているが、食堂内にいる人達には戦う術すべがないので完全に行商人のおじさんが纏まとう異様な魔力にすくんでしまい見ているしか出来なかった。

　魔力が見えない筈はずのみんなにすら影えい響きようを与あたえる異様な魔力は危険だ。

「ふむ……。私の息子なのに適性が無かったのか？　こうなったらモロットにいる子供全員を生贄に捧げて、適性が有った者を私の新たな息子にするか……」

　行商人のおじさんの発言に食堂内の人達がざわめき出す。

　モロットは小さい町だから子供は少ないが、食堂内に避難しているだけでも、自分達を含ふくめて10人はいる。

　しかも、自分達３人以外の子供は戦闘関係の職種ではないので武器はおろか、運動すらあまりしていない子供もいるので、あんな危険なおじさんに狙ねらわれたらひとたまりもない。

「やべえな……」

「いざとなったら、やるしかないにゃ……」

「ふたりとも、先に言っておくけど危ないことをしたらダメだからね？」

「だけどよ、俺達で時間稼かせぎ位はしないとヤバいぜ」

「そうだにゃ、ソフィアさんが戻もどって来るまでは守らないとダメにゃ。この中で戦えるのは私達位にゃ」

「確かに、そうだけど……」

　自分も精神が子供なら、ブラット達みたいに正義感と強さへの自信があるかもしれないが、自分には前世の記き憶おくがあるせいか保身の方が強いんだよな。

　それだけ行商人のおじさんが纏う魔力に恐きよう怖ふを感じていた。

　そんな話を自分達がしていたらブラットのおばさんが話しかけてきた。

「ブラット、時間稼ぎをするのは良いけど、自分の身体からだを第一に考えな。ガインみたいに突つっ込むんじゃないよ？」

「流石さすがおふくろ、話が早いぜ」

「おばさん、ブラットを止めないと危ないですよ？」

「仕方ないわよ。この子はガインの息子だからね。エリーさんもエレナちゃんが戦うのは許可するだろうけど、レイくんに関しては……」

　そこでおばさんは身体をぶるっとさせる。

　どんだけお母さんが自分に対して過保護になっているのかを知るのがちょっと恐くなってきた……。

「レイ、そんな事を言っている感じじゃないぜ」

「あっ、こっちに向かって来た……」

　行商人のおじさんは漆しつ黒こくのナイフを片手に持ち、食堂に向かって歩き出したのだ。

「食堂に入られたらヤバいにゃ」

　食堂内にはかなりの人が避難してきているから、行商人のおじさんにもし食堂内に入られたらパニックになって、何人もの怪我人が出てしまうだろう。

「…………」

　もう、戦うか戦わないかという事から、どう時間稼ぎをするかに変化してしまった気がする。

　ここで迷っていては後手に回ってしまいかねない。

「レイ、やるしかないぜ」

「うん……分かっているよ。やるからには先制を取りたい」

「おう、レイならそう言ってくれると思ったぜ」

「それで、どうするにゃ？」

　ブラットとエレナの戦闘能力は年ねん齢れい的に規格外の強さをみせるが、やはり戦略的には子供なので直線的になってしまう。

　やはりここは前世の記憶がある自分が考えなくては……。

「それじゃあ、ブラットは……」

　自分とブラットはふたりで食堂の入口から出て行き、行商人のおじさんを止める事にした。

「おじさん！　食堂には向かわせないよ！」

「おや？　子供ふたりでどうしたのかな？」

「お前を俺達ふたりで食い止めるんだよ！」

「ああ、なるほど。食堂には戦える大人がいないんだな。確かに調査したとき、モロットにいる大人の大半は農業系や細工関係の職種ばかりだったからな。だからと言ってまだ戦えるレベルの年齢になっていない子供が足止めに来るとはな」

「僕はレイで、こっちがブラットだよ。おじさんの名前は？」

「ふむ、時間稼ぎか？　まあ、良いだろう。私の名前はジャックス。邪神様に加護を賜たまわりし者だ」

　子供の時間稼ぎになんてのらないと思ったけど、普通に会話してくれてビックリした。

　もしかして、このままお母さんが戻って来るまで……。

「さて、時間もあまりないからお前達から適性があるかを調べていこう」

　と思ったけど、ダメだったみたいだ……。

「ちょ、その適性って何ですか？　何をするの？」

「お前達は知らなくても良いのだが、この漆黒の短たん剣けんで内臓に邪神様の力を流し込むだけだ。適性があれば傷は癒いえて邪神様の加護が手に入る」

「適性が無ければジークスみたいになるってこと？」

「子供にしてはなかなか理解が早いな」

　くっ、ただの時間稼ぎだけでなく漆黒の短剣に刺されてもダメだという条件まで増えてしまった。

「ブラット……」

「ああ、あの短剣にやられちゃダメなんだろ？」

　ブラットは自分にイケメンスマイルをしたあと、木製の大たい剣けんを肩かたに担かつぎながらジャックスに向かって歩き出す。

「２人いるから、てっきり同時に来るのかと思ったが、所詮は子供か」

「おじさんはその子供にやられるんだよ！」

「ブラット！　突っ込んじゃダメだよ！」

　ブラットはいきなり大剣を構えてジャックスに斬きりかかった。

「むっ、予想外に速いな。しかし、残念ながら加護を受けた私には止まって見える」

　ブラットの大剣によるジャックスへのジャンプ上段斬りは漆黒の短剣ではなく左の手で軽々と止められてしまった。

　ブラットの攻こう撃げきを素す手でで受け止めるって、マジか……。

　何度もブラットの攻撃を模も擬ぎ戦で受けていたから分かるけど、木製の武器だとしても素手で受けたら簡単に骨折してしまう強さの筈である。

　そして、ジャックスは大剣を握にぎりしめ、ブラットの武器を封ふうじた所で漆黒の短剣をブラットに刺そうとする。

「まずは１人目……。むう？」

　しかし、ここまではある程度想定済みだ。

「右みぎ腕うでが何かに摑つかまれたみたいに動かない……。そうか、後ろの子供は魔ま法ほうタイプか」

　自分はブラットがジャックスに突っ込む直前、ハンドを１本発動させ、漆黒の短剣を持っている右腕に巻き付けておいたのである。

　このハンドには自分の全力を注ぎ込んでいるため、そう簡単には……。

「てっきり武器を持っているから２人とも戦士タイプかと勘かん違ちがいしたよ。しかし、２人では……」

　ドゴンッ！

「ガハッ……」

　ジャックスは背後からの攻撃により膝ひざをついていた。

「レイの作戦がうまくいったにゃ」

「ああ、珍めずらしくうまくいったな」

「珍しくって……」

　自分の考えた作戦はジャックスが自分とブラットに意識を集中している状じよう況きようで、背後から気配を薄うすくしたエレナが攻撃するというものだ。

　エレナはもう少し手加減して殴なぐるのかと思ったが、背後から脳天に全力に近い感じで木刀を振ふり下ろしていた。

　一いつ瞬しゆん、ちょっとやり過ぎではないかなと思ったけど、多分エレナの取った行動は正しいのかもしれない。

　自分が背後から攻撃する役だったら、下手に手加減をして倒しきれなかったら食堂の人達すら危ないからな。

　あとはこの倒れたジャックスをどうするかなと思い、視線を向けると頭から黒い煙けむりがうっすらと出ていたが、血は全まつたく出ていなかった。

「レイ、ヤバいにゃ。危険な感じが増えてるにゃ」

「マジか……あれって即そく死しレベルの攻撃じゃなかったか？」

「頭の骨が砕くだけた感かん触しよくはあったにゃ……」

　エレナは骨が砕けた感触が分かるのか……。

　そう言えばエレナはエリーさんから森の中で狩かりの英才教育をされているから動物の骨を砕いた感触はよく分かっているのかもしれない。

「それなら俺が止とどめをさしてやるぜ」

「ブラット、今は危ないにゃ！」

「倒たおれている今が最後のチャンスだっ！」

　ブラットが黒い煙を出しながら倒れているジャックスに向かって、大剣を振り下ろそうとした瞬間、ジャックスから出ていた黒い煙が突とつ然ぜんに意思があるかの様に動き出し、ハリネズミみたいに細い数千本の黒い針がブラットの身体を串くし刺ざしにした。

「ぐはっ!?」

「ブラット!!」

　まさか、ジャックスがうつ伏ぶせの状態から黒い煙を操あやつるとは。

「くそっ！　やってくれたな……。まさか、まだ子供がいたとは、だがもう不意打ちは効かないぞっ！」

　ジャックスは先さき程ほどまでの穏おだやかな表情から、怒いかりが限界になったかのように顔が豹ひよう変へんしていた。

「ブラット！　無事なら返事しろ！」

「…………」

　ブラットは倒れてから反応がない。

「マジかよ……」

　早くブラットに回復魔法をかけないとヤバい。

　ブラットの倒れている位置はジャックスの立っている横なので、ブラットを助けるにはジャックスの位置をずらさなくてはいけないのだが……。

　一か八かでシールドを張りながら突とつ撃げきしてみるか？

「レイ、落ち着くにゃ」

「いや、だってブラットが！」

「……ブラットはまだ平気っぽいにゃ。返事はないけど、手を見るにゃ」

「手？」

　ブラットの手を見ると、自分が以前に教えた親指を立てる仕草をしていた。

「多分、ブラットは本能的に急所をさけたのかもしれないにゃ」

「あの状況で……」

　そんなバカなと思ったけど、普ふ段だんの天才的な本能による回かい避ひ能力を思い出したら、あり得るかもしれないと考え直した。

「だけど、どうやって回復させるかな」

「私が囮おとりになるから、その間にレイがハンドで食堂まで連れて行くにゃ。多分、イザークが多少は回復魔法を使えるにゃ」

「分かった。気をつけてよ」

　エレナひとりで囮は危険だからダメだと言いたかったが、そんな時間は無いのでエレナを信じる事にした。

「私は大だい丈じよう夫ぶにゃ」

「なにをゴチャゴチャ話してんだよっ!!　そっちから来ないなら俺から行くぞ！」

　ジャックスの身体からだから出ている黒い煙みたいなものは、それ自体に意思があるかのようにうねうねと動いていた。

　アレがブラットを串刺しにしたんだよな。

「レイ、行くにゃ」

　エレナは木刀を片手に持ち、ジャックスへ斬りかかった。

「その木の武器は危険な気がすんなっ！」

　ジャックスは黒い煙を使い、エレナの木刀を軽々とさばいていくが……。

「レイ特製の木刀にゃ。お前には有効みたいにゃ！」

「ぐっ、何だっその武器は……身体が溶とける……」

　エレナの使っている木刀は、先日やらかした超ちよう危険木刀の神木の小こ太だ刀ちである。

　悪い敵を倒す為ためにある光の武器みたいな感じで、エレナの使う神木の小太刀はジャックスの黒い煙を簡単に斬っていた。

　ジャックスの意識がエレナに向かったのを確かく認にんした後、ハンドを使いブラットをゆっくりと浮うかせて食堂まで引っ張った。

「うう……。悪いなレイ。しくじったぜ」

　ブラットが近くまで来ると、痛みに耐たえながら苦笑いをして話しかけてきた。

「意識があるみたいで良かった。イザークに治ち療りようしてもらって」

　食堂前には自分達の意図を察したイザークが入口から出てきており、すぐさまブラットの治療に専念してもらった。

　ブラットをイザークに預けて、エレナとジャックスの方を見るとエレナが防戦一方だった。

　黒い煙は斬れているのに、無限に湧わいてくるのではないかと思えるほどに斬ったそばから再生していき、エレナを攻撃していた。

　エレナも回避に関しては神がかっているのだが、流石さすがに全すべてを避よけることは出来ず、細かい傷だらけになっていた。

「くそっ、チョロチョロとうっとうしい!!」

　先程まで触しよく手しゆの様に動いていた黒い煙は突然、黒い棘とげのように変形して撃うち出された。

「にゃにゃ!?」

　自分は咄とつ嗟さにエレナの前にシールドを何枚も展開するが、黒い棘はシールドを簡単に貫かん通つうしてエレナに突つき刺ささった。

「エレナ!?」

　ドゴンッ！

　エレナは黒い棘の勢いに押され、食堂の壁かべまで吹ふき飛ばされていた。

「残りは貴様だけだな」

「くそっ……」

　自分はボールを多重展開し、全てをジャックスへと撃ち出す。

「ふははっ、さっきのやつは武器が危険だったが、貴様からは一いつ切さいの脅きよう威いを感じないな。所しよ詮せんは子供か」

　自分の撃ち出したボールはジャックスの周りでウヨウヨしている黒い煙に当たると何事も無かったかのように消えてしまっていた。

　ヤバいな……。

　自分とジャックスでは力の差が有りすぎて相手にならない。

　せめて、神木の小太刀を使い雷かみなり属性付ふ与よした攻撃が出来ればチャンスはあるのにと思い、エレナの方をチラッと見たら、食堂の壁には吹き飛ばされた筈はずのエレナがいなかった。

　エレナはどこに行ったんだ？　と思ったら、突然エレナの声が聞こえてきた。

「レイの前で私は出るつもりは無かったけど、仕方ないわね……」

　エレナは突然ジャックスの背後に現れたと思ったら、ジャックスの肩かたに手を乗せていた。

「いつの間にか後ろに……」

「あなたはやりすぎたわ、そして凍こおりなさい」




　アブソリュート・ゼロ




「な、何だと……身体が凍りついて動かない……」

　エレナの声と共に周囲の温度は一気に低下していき、ジャックスの身体が凍りだしていた。

　そして、瞬またたく間にジャックスは氷づけになっていた。

　エレナが氷属性の攻こう撃げきをするのは初めて見たが、圧あつ倒とう的な威い力りよくだった……。

　こんな能力を隠かくしてたのかっ！　と思いながらエレナの方を見ると。

「エレナ？」

　見た目はエレナの筈なのに、雰ふん囲い気きが全然違ちがうエレナが立っていた。

「レイ、そろそろ私は限界……後は頼たのんだわよ……」

　そう言うとエレナは倒れてしまった。

「後は頼んだって、ジャックスは倒したんじゃ？」

「ぐがああああああ!!」

　氷づけになっていたはずのジャックスは咆ほう哮こうと共に身体の周りにあった氷を砕いたのだが、氷と一いつ緒しよに身体の表面も黒い煙によりズタズタに引き裂さかれ、既すでに人間の原型がないガス状の化け物になっていた。

「今度はモンスター退治かよ……」

　ってか自分に何か出来る事はあるのか？

「がぁあああ!!」

「いや、ブラットとエレナが頑がん張ばってくれたんだから、僕もやらないとな……」

　あと、自分の出来る事と言えばシールドでお母さんが戻もどるまで時間稼かせぎをする位だ。

　現在の自分が展開出来る限界量のシールドをジャックスの周辺に展開し続ける。

　ジャックスが移動する度たびに、シールドは簡単に破は壊かいされているが、移動速度は劇的に遅おそくなっている。

　しかし、所詮は子供の出来る時間稼ぎだから、保もって数分だ。

「くっ、展開数が限界に……」

　頭が割れる様に痛い。

　だけど、自分はぶっ倒れても良いという気持ちでシールドを展開し続けた。

「レイくん、よく持ちこたえたにゃ。後は私達に任せるにゃ」

「レイ、よく頑張ったな」

「あ、エリーさんにガインおじさん……」

　王都へ行っていた筈のエリーさんとガインおじさんが自分の目の前に立っていた。

「しかし、エリーの予感は当たり過ぎて困るぜ」

「何度言えば分かるにゃ、予感じゃなくて予言にゃ」

「それならもっと早く教えて欲しいもんだぜ。下手したら全ぜん滅めつしてたぜ」

「がぁあああ!!」

「うるせぇな。お前は大人しくしてろ、捕ほ縛ばくの刃やいば・激げき」

　ガインおじさんが、左手をジャックスに向けて捕縛の刃・激と言った瞬間、魔ま眼がんにしか見えない無数の刃がジャックスの足元からどんどんと生えていき、あっと言う間に刃はジャックスを滅めつ多た刺ざしにしていた。

　ジャックスは何とか動こうとするも動けず、叫さけぼうとしても声が出ない感じだった。
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　凄すごいスキルだ……。

「相変わらず、ガインのスキルは便利にゃね。流石は封ふう印いんに特化した剣王にゃ」

「エリーやレオンのスキルが派手すぎるんだよ。あんなのはほとんど災害レベルだぜ。っと息むす子ことエレナちゃんを治療しないとやべぇな。エリーに任せるぜ」

「ソフィアほど得意じゃないけど、任せるにゃ。天樹の術・癒ゆ」

　エリーさんがスキルを使うと、ブラットとエレナの周りに緑色の蔓つるが生えてきて、光りながら巻き付いていった。

　さっきのガインおじさんが使った捕縛の刃・激もそうだが、エリーさんの天樹の術・癒も魔眼にしか見えない特とく殊しゆな感じのスキルだった。

　まだまだスキルには分からない事が多いんだろうなと思うのだった。




「あら？　ガインさんにエリーがなんでモロットにいるの？」

　ブラットとエレナの治療が終わってから、しばらくしたらお母さんが戻ってきた。

「うわっ……」

「どうしたの、レイ？」

「にゃ……。ソフィア、その格好は恐こわいにゃ」

「格好？」

「お母さん、血まみれだよ」

　お母さんの格好は血まみれで両手に棒を持った状態だった。

　お母さんの笑え顔がおは素す敵てきだが、血まみれだと超ちよう恐い……。

「あらやだ。クリーン」

　お母さんがクリーンを唱えると、全ての血が幻まぼろしだったんじゃないかと思ってしまうほど一いつ瞬しゆんで消えていった。

「それでお母さん。アンジェラやマリオンは？」

「それが封印の祠ほこら周辺にはいなかったのよね。子供が移動する事が出来るだろう範はん囲いは見たから、連れ去られたか……」

「封印の祠だと？　もしかして、封印が解かれたのか？」

「ええ、イザークくんの話だと、アンジェラちゃんやマリオンくんの３人で邪じや神しん族を封印から解放しちゃったみたいなのよね」

「なんて事だ……。じゃあ、こいつは邪神族の眷けん族ぞくって事か」

　ガインおじさんはジャックスを睨にらみつける。

「多分、そうね」

「ガインおじさん、この人は行商人のジャックスで、あそこに倒たおれてるのが息子のジークスだよ」

「ああ？　こいつがジャックス？　人の原型が無いじゃないか。それでジークスはどこだ？」

「え、だからあっちに……。あれ、いない？」

　ジークスがジャックスに刺された場所には血だまりがあるだけで、ジークスはいなかった。

　ジャックスとの戦せん闘とう中に誰だれかが運ぶ余よ裕ゆうなんて無かった筈なのに……。

「あの血だまりは不自然だにゃ。まるでその場から消えたみたいにゃ」

「確かに、血だまりからは足あし跡あともないから不自然だな。しかし、血だまりがあるって事はあそこに倒れていたのは本当なんだろう」

　その後、アンジェラ、マリオン、ジークスを町のおじさん達がモロット周辺を探したが発見される事は無かった。

　そして、モンスターに変へん貌ぼうしたジャックスは、ガインおじさんの故郷であるドワーフの国に搬はん送そうされる事になった。

　結局、邪神族の話はイザークの話でしか分からず、全容は全まつたく分からないまま終わりを迎むかえてしまった。

　イザークは邪神族の封印を解除してしまった罪により聖教会の黒服に連れていかれる事になってしまい、その後イザークがどうなったかは子供の自分達には教えてもらえなかった。







【マリオン】

　俺は封印の祠で倒れたあと、目を覚ますと口には布のような物が巻かれ、手と足に拘こう束そく具を付けられた状態だった。

「ここはどこだ？」

　周りを見み渡わたすと、どこかの洞どう窟くつみたいだが気持ち悪い感じになる空気が蔓まん延えんしていた……。

　空気が淀よどんでいるのか？

『ここは邪神の息い吹ぶきと呼ばれるダンジョン内ですよ。ちなみに口につけているマスクをはがすと即そく死しするので外さないことをオススメしますよ』

「なっ、ベヘブルズ!?　どうしてお前が……」

　俺達が倒れる前にベヘブルズはどこかへ消えた筈はずなのに、何で俺はあいつに拘束されているんだ……？

『倒れていてちょうど良かったので連れてきたのですよ。そうそう、アンジェラという娘むすめも連れてきているので安心して下さい』

「アンジェラもいるのか!?　どこだ！」

　俺はアンジェラがいると聞いて周りを見てみるが、誰もいる感じはしなかった。

『彼女ともうひとりの少年には利用価値がありますからね。別の部屋で丁てい寧ねいに寝ねかせていますよ』

「もうひとりの少年ってイザークかっ？」

『いえ、確かジークスと呼ばれていましたね』

「ジークス？　誰だそれは……」

　ジークスなんて名前の少年は知らないぞ。

　モロット出身の同世代ならほとんどの名前を記き憶おくしている筈だけど、聞いたことが無かった。

　しかし、モロット周辺には町なんて無い。

『彼女も才能が素晴らしいですが、少年の才能には私もびっくりしましたよ。まさかあそこまでの神気量があるとは……。邪神の加護を与あたえるのが楽しみになってきましたよ。くっくっく』

　ベヘブルズの言ってる内容は分からなかったが、良くないことを企たくらんでいる事だけは分かった。











第５章　お手伝い






　この世界では６歳から12歳まで学校に行くことになっている。

　学校と言ってもいくつもタイプがあり、農作業が忙いそがしい村人が行くような私し塾じゆくみたいなものから、お金持ちや貴族が通うような私立学校みたいな豪ごう華かなものまでバラバラだった。




　職種を得てから学校へ行くまでの間、自分の生活している町では体験学習という名の、仕事をお手伝いする事が伝統になっている。

　幼なじみのブラットは、親父おやじさんの元で強制的に鍛か冶じ屋やの手伝いをやらされ、雑用をさせられており。エレナは彼女の母親と一いつ緒しよにハンターの体験をしていた。一緒に森へ行き、獣けものを狩かったり、薬草採とりなどしているらしい。

　そして自分はお母さんの推すい薦せんで、ブラットの母親であるシーラさんが経営している食堂で皿洗いをしていた。

　自分としては、簡単なお手伝いをしてお小こ遣づかいも貰もらい、仕事終わりに料理を教わることで自分が料理して旨うますぎても違い和わ感かんを無くす為ための偽ぎ装そう工作を学べる良い体験学習だった。

　シーラさんや他ほかの従業員に、料理についていろいろ話を聞いていたら、この町でも醬しよう油ゆや味み噌そが購こう入にゆう出来るらしい。しかし塩やコショウより高く、それにあまり使われないらしい。




　数ヶ月が経過して、食堂で働くのもだいぶ慣れてきていた。

　最近はハンドの先せん端たんが手の形をした触しよく手しゆを作れるようになったので（ただし、まだ１本だけしか作れない）、片手で皿を固定したらハンドがスポンジで皿を洗い、もう片方の手ですすぐという技わざを覚えていた。これにより、皿洗いの作業効率がもの凄く上がり、ピーク時は大人でも大変なレベルの量だけどひとりで乗り切れる位になり、シーラさんに褒ほめられた。

　もうすでに自分の握あく力りよくよりハンドの握力の方が上という哀かなしい現実がそこにはあった……。

　そして仕上げにお皿にクリーンを使い、除じよ菌きんをする。

　このクリーンさんは地味に万能でイメージを細かく指定でき、除菌から服に付いた砂すな埃ぼこりまで落とせる。しかし一部に効果が無いみたいだから謎なぞな仕様だったりする。

　例えばドレッシングは落ちても油とかはダメとか……。なので皿洗いは洗せん剤ざいをつけた手洗いになる。

　ちなみに、ハンドは１本だけ使えると家族や食堂の人にも公表していて普ふ段だんから使っている。何本も触手が出せるとかは言っていないから、子供のうちはこのままでいこうと思っている。

　ハンドが２本あったら堕だ落らくした生活をしそうではある……。




　今日はブラットと訓練をする為に訓練場に来ていた。

　あと、付き添そいでお母さんと妹が来ている。妹にはお兄ちゃんの良いところを見せなくてはいけない。

　そのためにブラット、犠ぎ牲せいになってくれ……。

　しかし、最近になりブラットの体型は大きくなりとても５歳に見えなくなってきた。父親が巨きよ人じんのようなドワーフだからかな？

　ある意味、ブラットはドワーフのパワーと人族の万能さを合わせたハイブリッド的な脳筋かもしれない。

　それに比べると自分の身体からだは全体的に筋肉は付いておらずプニプニしている。前世の５歳なら普ふ通つうだけど、この世界ではちょっと成長が足りないみたいだ。

　自分は完全に魔ま法ほう寄りだから、魔法無しだと確実にブラットに負ける。

　普段の模も擬ぎ戦では魔法禁止にしている。加減がしっかりしていないと下手したらキルしてしまうからだ。

「今日は魔法解禁で行くから、いつもみたいに負けないからな！」

「俺も本当の力をみせてやるぜ！」

「という事でお母さん、何かあったら回復をお願いします」

「お願いします！」

「大だい丈じよう夫ぶよ～。流石さすがに即死はダメだけど、腕うでくらいなら治せるわ」

　怖こわい事言っているけど、お母さんがいれば安心だ。お母さんは凄すご腕うでの回復魔法師で町では一番らしい。

「じゃあ、準備が出来たら始めていいわよ～」

「よし、いくぞ」

「おう。いつでも良いぜ」

　今日は雷かみなり属性付ふ与よとサンダーブレードは禁止だけど、それ以外の見えない攻こう撃げきをさせてもらう。毎回負けてるからたまには勝たせて欲しい。

　まずハンドで木ぼつ剣けんを持ち、そして右手にブレードを持ち、左手には木の丸まる盾たてを構える。

　本当はさらにシールドとボールを同時に使いたいけど魔法の同時制せい御ぎよをするのはまだ２つしか出来ない。

　ボールを制御せずに適当にばらまくなら、大量にボールを作る事は出来るけど、確実にお母さんに怒おこられるのでやらない。

　自分は戦せん闘とうの準備が出来たからハンドを使い先制攻撃をする。現在、ハンドの最大射程は３メートルもあり、長さ調節も可能だ。

「余よ裕ゆうでかわせるぜ」

　ブラットはハンドによる木剣攻撃を回かい避ひしながら突つっ込んで来て、自分の横まで一気に間合いを詰つめてくると、そのまま横から木製の大剣を薙なぎ払はらってくる。

　ここまでは計算通り、わざと横に来るように誘ゆう導どうしたから丸盾で攻撃を防いだら、見えない透とう明めい剣けんであるブレードで胴どう体たいに攻撃させて貰うよ。

　重心を下げて気合いでブラットの攻撃に耐たえようとしたが、丸盾に当たると自分は後方に２メートル位バウンドしながら吹ふき飛ばされていた……。

「今までよりパワーが段だん違ちがいなんだけど！」

　バウンドしたから擦すり傷が痛い。

「これが俺の新しいスキル重じゆう撃げきだぜ！」

「ブラットの新しいスキルか！」

「ああ、隙すきはデカいが強い攻撃を撃うてるんだぜ」

　作戦変へん更こうしてシールドとハンドの何も持たない状態にして、それを５つ出していくか。見た目が木剣と丸盾だけだからブラットの油断を誘さそえるはず。

「今度は返り討うちにしてやるよ！」

「レイの体重だと重撃は防げないぜ？」

　またブラットが突っ込んできて、今度は上段から振り下ろしてくる。

　それをシールドで防ぐ。

「なっ！　これを防ぐのかよ！」

　そして隙が出来た所でハンドを使い両手足と腰こしに巻き付ける。

　これで体が重く感じるはずだ。

　シールドを解き、木剣で鎖さ骨こつ辺りに攻撃する。

「ぐあっ」

　鎖骨が折れる音がして、ブラットがひざを突く。

「は～い。そこまで！　レイの勝ちね」

「やった～。やっとブラットに初勝利だよ」

「あたたっ……。レイに負けるのは地味にショックだな」

「先にブラットくんの怪け我がを治しちゃうわね」

　そう言うとお母さんはブラットの鎖骨あたりに手を当てる。

　そしたら優やさしい光がブラットの肩かた辺りを包む。

「はい。おしまい。怪我はどう？」

　ブラットは肩を何回か回してみて確かく認にんしている。

「はい。大丈夫です。ありがとうございます」

「回復魔法って便利だよね～。僕も覚えたいな」

「回復魔法は回復系の専門職しか使えないからレイが覚えられるとしたら自然治ち癒ゆかしら？」

「それも便利そうだね～」

　危険な世界だから回復手段は欲しいな。

「レイの後半に使ったスキルは何なんだ？　急に武器が弾はじかれたり、身体が重くなったぞ」

「魔力操作で覚えた見えない攻撃だよ」

「きっと無属性魔法の筈はずだけど、レイのは普通より強度が強いわね。シールドも普通は属性付与してないとほとんど効果が無いはずだけど、不思議ね？」

　普通は無属性魔法ってそんなものなのか。

「そうなんだ。そしたら魔眼のおかげかな？」




　その後も魔法ありで戦ったが勝敗はトータルすると引き分けだった。

「レイの見えない攻撃もだいぶ慣れたぜ！」

「……これだから戦闘センスのあるやつは。僕にももっと勝者の余よ韻いんを味わわせてよ！」

「レイの攻撃は奇き襲しゆうなどには良いかもしれないけど、戦闘に慣れた人なら魔力感知で対処出来ちゃうわね。魔力隠いん蔽ぺいというスキルがあれば別だけどね」

「そっかぁ。もっと戦略を考えないとかな？」

「５歳でここまで出来たらふたり共すごい方よ？　特にレイの無属性魔法はすごいわ」




　もっと魔力操作を頑がん張ばって強くなろう。







　今日は体験学習の最終日だった。

　体験学習の期間は実質９ヶ月位だけど、とても楽しかったし、お昼のまかない飯がとても美お味いしくて幸せだった。

　うちのお母さんのご飯を何年も食べていると、シーラさんの料理が物もの凄すごく旨く感じてしまう。

　そして最終日という事で、シーラさんと従業員への感謝の意味と追加メニューになればと思い、デザートを作ってみた。

　既き存そんのメニューにプリンアラモードがあるんだけどそれの別バージョンである。その名もとろとろのなめらかプリン。

　まず砂糖と水でカラメルをつくり、容器に入れる。そして冷やしておく。鍋なべに生クリームと牛乳を入れて低温で温める。ボウルで卵黄と砂糖を白っぽくなるまで混ぜる。温めた生クリームと牛乳を数回に分けて入れて混ぜる。２回細かいザルで濾こす。そしてカラメルの容器に流し入れ、蓋ふたをして蒸むし焼きにする。

　出来上がったら冷やして完成。

　プリン必ひつ須すのバニラビーンズが無かったから少しブランデーで代用してる。




「シーラさん、従業員の皆みなさん短い期間でしたけど、ありがとうございました！」

「こちらこそ、レイちゃんが来てくれて助かったわ。いつも体験学習を引き受けるんだけど、かなりの数のお皿を割ったりとかあるのよね。それに比べたらレイちゃんは完かん璧ぺきだったわ」

「それは良かったです」

「それに礼れい儀ぎ正しいしね。あの両親からどうしたらこんな子に育つのか秘ひ訣けつを知りたいわ」

　それは前世おっさんだからとは言えないよ。

「それで感謝の意味でプリンを作ったのですが、従業員の皆さんで食べませんか？」

「……レイちゃん」

「はい？」

「レイちゃんも今日からうちの子になりましょう！　こんな優しい子は見たこと無いわ！」

「あはは、それは嬉うれしいけど、ブラットに悪いので」

　従業員からもそれじゃあ、うちの子で！　みたいな話が続出してきた。割りと好印象だったのが分かり嬉しく思う。

　食堂のお昼の片付けを終わらせてから、みんなで席についてなめらかプリンを食べたのだが、事件が起こってしまう。

　何な故ぜかみんなが無言で泣き出してしまったのだ……なんで!?

「旨うますぎるわ……」

「至高の食べ物だポン……」

「もう死んでも良いや」

「今までのプリンはいったい……」

「レイくんを攫さらえば、毎日……」

　なんかみんなの反応がおかしいぞ？　しかも最後の発言はアウトだよ……。

「ぼ、僕も食べてみようかな……」

　……やばい、旨すぎるぞ。

　なんでだ？　と考えてすぐに思い出した。

　なめらかプリンを鑑かん定ていしてみる。

　至高のプリン……神様も食べたいプリン。むしろ作って欲しい。

　また素材の極きわみ、お前の仕し業わざかぁー！

　後日、シーラさんの食堂では従業員が秘ひ匿とくするまかないデザートがあったとかなかったとか。







【シーラ】

　レイちゃんを体験学習で預かって半年位が経過したとある休きゆう憩けい室での出来事。




　ソフィアと話していた元々の預かる理由だった、料理系のスキルがレイちゃんにはあるかもって話だったけど、レイちゃんの職種は魔ま導どう剣けん士しだったから多分だけど、料理系のスキルはないだろうと思っていた。

　職種には大分類という非公式な区分けがあり、それは４つに分けられていた……。

　前衛職、後衛職、生産職、特とく殊しゆ職の４つ。

　特殊職は別として、前衛職の場合は後衛、生産系のスキルをほとんど取得しない事から昔から分けられていた。

　レイちゃんはいつもの様にキリの良いところで帰ってもらった。

「それにしても、レイちゃんは皿洗いだけだとは言え、仕事が完璧に近いわよね……」

「そうですね。レイちゃんは本当に５歳なんですか？」

「あ～。それは私も思うわ～。私の15歳時の働きレベルに近いわ～」

「「それ、あるかも」」

　確かにベテラン従業員ばりの皿洗いスピードと綺き麗れいさ、しかもクリーンの除じよ菌きん付き。むしろ、皿洗いマスターと言っても良いと思ってしまうくらいに凄かった……。

「本当は別種族だったってオチは？」

「レイちゃんは知り合いの子供だから、間ま違ちがい無く人族よ」

「そうなんですね。そしたら生産職か特殊支し援えん系の職種とかですか？」

「それが前衛職なのよね……。多分、器用なだけかな」

「５歳であのレベルは器用ってレベルでは片付かない感じはしますけどね。私の数年の修業期間が虚むなしくなりそう」

「……レイちゃんは何をやっても出世しそうですよね」

「「それは思った！」」




　レイちゃんの体験学習最終日。ついにレイちゃんが食堂で働くのも最後になった。

　レイちゃんはいつも通り、完璧に仕事をこなして帰る時間になっていた。

「シーラさん、従業員の皆さん短い期間でしたけど、ありがとうございました！　それで感謝の意味でプリンを作ったのですが、従業員の皆さんで食べませんか？」

　本当に凄く良く出来た子ね。ソフィアの教育が良いのかしら……ブラットと同い年なのに、こうも違うなんて。

　そしてレイちゃんの作ってくれたプリンが事件になった。

「旨すぎるわ……」

「至高の食べ物だポン……」

「もう死んでも良いや」

「今までのプリンはいったい……」

「レイくんを攫えば、毎日……」




　うちの食堂でもプリンは作っているけど、別物だった。

　とろとろな感じなどは頑張れば再現は出来そうだけど……。

　食べた後に来る快感みたいなものは無理だと思うわ。

　ソフィアが心配していた意味が分かったわ。

　多分だけど、このプリンにはスキル付ふ与よがされている……。

　しかも依い存そん性かな……。

　身体からだが少し熱い……。

　こんなものを毎日食べていたら……。

　ソフィアとフローラちゃんが少し心配ね。




　そして、レイちゃんが食堂からいなくなってから数日後……。

　当然、私はレイちゃんのレシピではプリンを再現出来なかった。

「みんな……。ごめんなさいね。私にはあのプリンは無理だったわ……」

「シーラさんのせいではないから謝らないでください！」

「そうですよ～。でもあの味を知ってしまったら……」

「私の旦だん那なにならないかな……」

「「それだ!!」」

「ち、ちょっと待って！　そんな事したら私がソフィアとレオンさんに殺されるわ！」

　流石さすがにレイちゃんに何かあったら私がふたりに殺されるわ……。

「……そっか。レイくんの両親はあの有名なレオンさんとソフィアさんだった」

　私の旦那もかなり強いけど、レオンさんとソフィアのコンビはほぼ無敵に近いレベルであり、王国では勝てる可能があるのはエリーさんだけではないだろうか。視界に入るもの防ぼう御ぎよ無視で攻こう撃げき出来る魔ま剣けん使いと、即そく死し以外は瞬しゆん時じに回復が出来る聖女並みの回復魔ま法ほう師。

「……普ふ通つうに死ねるわ」

「死体が残るかな？」

「モロットが消えるかも？」

「…………」

「とりあえず、もう一度頑がん張ばって再現してみるわ」







【勇者（笑）】

　俺は前世で東とう京きように住んでいて、学校は私立の高校２年で17歳だったが、モテない上によく同級生に虐いじめられていた。もちろん彼女はいなかった。

　ファンタジー小説やアニメが大好きで、お小こ遣づかいは大体が本やグッズに消えていた。

　俺は典型的なオタクというやつだ。

　そして、とある台風の日。

　前日からニュースでは超ちよう巨きよ大だい台風が東京を直ちよく撃げきするので外出は控ひかえるようにと報道されていた。だが、今日は運悪く俺がとても好きなゲームシリーズの発売日で、普ふ段だんの俺なら決して外には買いに行かないけど、この日は何故か買いに行かなくてはいけないという説明の出来ない使命感に駆かられて、ゲームを買いに行ってしまった。

　しかし、この無理してゲームを買いに行ったのがいけなかった。

　台風の強風でビルの看板が外れ落ち、俺の後頭部に直撃して死亡した。




　俺は気が付いたら白い空間にいた……。

　そして目の前には羽の生えた天使の様な綺麗さとエロさを兼かね備えた超美女が周囲をキラキラさせながら立っていた。

　うおぉぉ！

　分かるぜこの展開！　まさか本当にあったんだな、白い空間。

「アナタは不幸にも事故で亡なくなりました。本来なら記き憶おくをなくして魂たましいを転生させるのですが、アナタは欲よくぼ……げふん、げふん。……未練が強かったので魂の浄じよう化かを兼ねて記憶を引き継つぎ、ファンタジー異世界に行けますが、どうしますか？」

「チートは！　チートスキルとかはくれるのか!?」

「……随ずい分ぶんと順応が早いですね？　普通は錯さく乱らんするものなんですが」

「俺はこの展開を何度も夢見たからな。チートスキルさえくれるなら、どんな異世界でも行くぜ！」

「なるほど。まあ、その方が都合が良いでしょう。私からの連れん絡らくが出来る神しん託たくというスキルはお渡わたしできます」

「……それだけか？」

　俺が欲ほしいスキルはそういうのではなくて、無む双そう出来たりするタイプのスキルなんだが……。

「実は、私にはこれからアナタが行く異世界に干かん渉しようする力が弱い為ため、神託以外のスキルは今は無理なんです。しかし、神託経由で私の力が溜たまり次し第だい、チートスキルを授さずけましょう」

「徐じよ々じよにチート覚かく醒せいするタイプなんだな！」

「そして、これから行って貰もらう世界は職種にスキルが付くので、ある程度、良い職に就つけば良いスキルに恵めぐまれやすいです。私の力を限界まで使い、良い職を選べるようにします」

「それはありがたい！」

「それでは選べる職種を表示しますね」

　賢けん者じや・拳けん聖せい・剣聖・勇者と四つの職種が表示された。

「おお！　すごそうなのばかりだな！」

「まだ時間はあるのでゆっくり選んで良いですよ」

「いや、勇者にしてくれ！　一番ハーレムになりそうだ！」

「まあまあ！　良い選せん択たくですね！（……チョロそうですね。勇者には思考誘ゆう導どうをかけやすいから丁度良いかもしれないわ）ちなみに５歳からのスタートになりますが良いですか？　生まれる環かん境きようについてはこちらでは管かん轄かつ外でして申し訳ないです」

「ああ！　丁度良いよ。赤あかん坊ぼうプレイはスキップしたかったからな」

「あと、向こうには魔王が７人おりますのでお気を付けてくださいね。基本的には自由に生きてください（魔王は善人だけどね）」

「気が向いたら魔王退治してやるよ！」




（なんか貧びん乏ぼうな家に転生したぞ！　俺の５歳までの記憶によると後１年したら学園生活が始まるらしいから、そしたらこの家ともおさらばだな！）

　名前・アーサー（５歳）　状態・良好　属性・光　職種・勇者　種族・人族

　パッシブ・神託（思考誘導は非表示中）

　アクティブ・剣けん術じゆつ、盾たて術じゆつ

　　　　　固有能力・（聖せい剣けん召しよう喚かんは隠いん蔽ぺい封ふう印いん中）











あとがき






　この度たびは『ジョブホッパーの魔ま導どう譚たん』を手に取って頂きありがとうございます。

　カクヨムなどでＷｅｂ版を読んで下さっている読者や素す敵てきなイラストを描えがいて下さった巻まき羊ひつじさんにも感謝しております。

　今回書しよ籍せき化するに辺り、オリジナルストーリーなどもいくつか追加していますので、Ｗｅｂ版を読んだことがある方にも楽しんでいただけたら嬉うれしく思います。




　今回の物語のメインテーマであるジョブホッパーですが、作者が実は数十社の会社を転々としていたリアルジョブホッパーで、この『ジョブホッパーの魔導譚』を書き始めるきっかけになったのも、一つの職をひたすら続ける人は素晴らしいというのと同じくらいにジョブホッパーの人にも良さがあるというのを伝えたかった事です。

　まず数年で転職を繰くり返してしまうジョブホッパーも見方によっては様々な職場を体験する事により、ずっと同じ職場で働いている人よりも多くのアイデアや経験、様々な人達と交流して来た利点もあるんだというのを伝えたかった事です。

　転職を繰り返しても何かしら身に付けて辞やめればプラスになっていくのかなと思っています。

　そして、作者もジョブホッパーだった事により小説を書くのが未経験ながら、こうして書籍化させて頂けたのかなと思います。

　作中に建築や料理など様々なスキルがありますが、ほとんどが作者の取得しているスキルになります。なので主人公のレイは作者が異世界に転生出来たらという願望も入っているかもしれないです。




　ストーリー的な話をしますと、『ジョブホッパーの魔導譚』の設定を考えた時に、作者の脳内のみで展開されているストーリーというサイドストーリー的なものが存在していて、そちらにも名前は伏ふせますがもうひとりの主人公が存在しています。

　表の主人公がレイだとするとサイドストーリーの主人公は裏になるのかな……？

　そして、レイがジョブホッパーという固有スキルを持っているのに対して裏の主人公もジョブホッパーと対ついになる凶きよう悪あくな固有スキルを持っています。

　裏の主人公もレイと同じで最初から強いわけではなく、様々な経験を積むことによって成長していきます。

　こんな感じで文章になっていないサイドストーリーが何人分も脳内で進行しているので、たまにメインストーリーとの整合性を取るためにいろいろ修正作業が増えて大変でした。




　あと今回『ジョブホッパーの魔導譚』を書籍化させて頂く作業の中で大変な事もありましたがいろいろな経験をさせて頂き、とても楽しかったです。

　特に大変だったのは、Ｗｅｂ小説を書いている時からずっとパソコンは使わず、スマートホンのみで執しつ筆ぴつしていたので修正作業等が苦労しました。

　ストーリーのどの辺を修正したいと思っても直すぐにその場面を表示出来なかったり、受け取ったデータファイルがうまく表示されてなかったりといろいろありました……。

　こういう苦労もジョブホッパーとして小説を書き始めなければ無かったと思うと貴重な経験を出来たなと思っています。




　この『ジョブホッパーの魔導譚』が多くの人の目に止まってもらえる事を願っています。
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